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　この報告書は，南九州西回り自動車道川内道路（市来ＩＣ～薩摩川

内都ＩＣ間）建設に伴って，平成１４年度に実施したいちき串木野市

（旧　日置郡市来町）に所在する市堀遺跡の発掘調査の記録です。

　市堀遺跡は，縄文時代早期・晩期，弥生時代，古墳時代，古代，中

世，近世にかけての複合遺跡です。

　遺跡の中心は縄文時代，古代ですが，縄文時代では早・晩期の遺物

が，また古代の遺構内からは県外生産地の可能性をもつ須恵器がまと

まって出土しています。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財

に対する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一

助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省鹿児島国道事務

所，いちき串木野市教育委員会並びに発掘調査に従事された地域の

方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１９年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　所　長　宮原　景信

序　　　文
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特記事項主　な　遺　物主な遺構主な時代種　別所収遺跡名

前平式土器，条痕文土器，入
佐式土器，黒川式土器，黒色
研磨土器，磨石，敲石，礫器

黒髪式土器

成川式土器

須恵器，土師器，内黒土師器，
双孔棒状土錘，管状土錘

陶磁器

集石遺構，落し穴

土坑，柱穴群

縄文時代

弥生時代

古墳時代

古　　代

中・近世

散布地市堀遺跡

　市堀遺跡は，縄文時代，弥生時代，古墳時代，古代を中心に，中世や近世までの複
合遺跡である。遺跡の中心は古代であるが，縄文時代の遺物は早期と晩期の土器など
が出土している。また，古代の遺構から県外生産地の須恵器の甕などが出土し注目さ
れている。

遺跡の概要
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１　本報告書は，南九州西回り自動車道川内道路（市来ＩＣ～薩摩川内都ＩＣ間）建設に伴う市堀

遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は鹿児島県いちき串木野市（旧　日置郡市来町）湊町市堀に所在する。

３　発掘調査は建設省九州地方建設局　鹿児島国道工事事務所（現　国土交通省九州地方整備局鹿児

島国道事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成１４年５月７日から平成１４年８月２日まで実施し，整理作業・報告書作成は平

成１８年度に実施した。

５　遺物番号は，通し番号とし，本文・表・挿図・図版の番号は一致する。

６　挿図縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，建設省九州地方建設局（現　国土交通省九州地方整備局）鹿児島

国道事務所が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高である。

８　発掘調査の図面の作成，写真撮影は，繁昌正幸・宮田洋一・石丸良輔，相美伊久雄が行った。

９　遺構実測のトレースは，立神次郎・日�勝博が行い，一部は整理作業員の協力を得た。

１０　土器の実側・トレースは，立神次郎・日�勝博が行い，一部は整理作業員の協力を得た。

　　また，須恵器の一部は市 真澄が行った。

１１　石器の実側・トレースは，大成エンジニアリング株式会社に委託し，監修は日�勝博・相美伊

久雄が行った。その他の石器実側・トレースは，立神次郎・日�勝博が行い，監修の一部は，高

見憲次が行った。

１２　挿図の監修の一部は，内村光伸が行った。

１３　本遺跡出土の須恵器の蛍光Ｘ線分析は，大阪大谷大学三辻利一教授より玉稿をいただいた。

１４　本遺跡出土のるつぼ付着物の蛍光Ｘ線分析は，森雄二が行った。

１５　遺物の写真撮影は，�岡康弘が行った。

１６　本書の執筆・編集は，立神次郎・日�勝博が担当した。

１７　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，市堀遺

跡の遺物注記の略号は「ＩＢ　Ａ－５Ⅱ　１２３４」である。
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るため，各開発関係機関との間で，事業区域内

における文化財の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との調整を図っている。

　この事前協議制に基づき，平成８年２月，建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年

１月より国土交通省九州地方整備局に改称）は，「南九州西回り自動車道川内道路建設事業」の計

画に基づいて，市来～隈之城間において計画した事業に先立って，事業地内における埋蔵文化財の

有無について，鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会し

た。この計画に伴い，これを受けて文化財課が平成８年８月に市来ＩＣと隈之城ＩＣ間の埋蔵文化

財の分布調査を実施したところ，当事業区内に市堀遺跡が所在することが判明した。遺跡面積は，

４，８００�であった。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に

基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調

査・本調査が実施されることになった。

　これを受けて，平成１３年１２月１７日から平成１３年１２月２１日の５日間に確認調査を実施した結果，約

３，０４０�の範囲に縄文時代から中世の遺跡が残存していることが確認された。本遺跡については，

現状保存や設計変更が不可能であることから，記録保存のための緊急発掘調査（本調査）を実施す

ることとなった。

　本調査は，平成１４年５月７日から平成１４年８月２日まで，３，０４０�を対象として，埋蔵文化財の

記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵文化財センターが実施した。

　なお，事業区間内の遺跡の概要については，以下の通りである。
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　市堀遺跡は，いちき串木野市湊町字市堀にあり，衆中小堀とは比高差約２０ｍの尾根とその南の

迫を隔てた丘陵で，標高４５～４７ｍの丘稜端部に位置している。遺跡は迫集落の東側後方に当たり，

同じ丘陵の延長上には北ン原遺跡が所在している。遺跡は平成１４年に本調査を実施し，調査面積

は３，０４０�である。調査の結果，縄文時代，弥生時代，古墳時代，古代，中世にかけての複合遺

跡であることが知られている。縄文時代の遺構は，集石遺構１基，落し穴状土坑１基を検出し，

遺物では，縄文時代早期の前平式土器や条痕系の土器が出土した。また，縄文時代晩期では，入

佐式土器や黒川式土器などが出土した。弥生時代も遺物のみの出土で，中期に位置づけされてい

る黒髪式土器の一個体分の完形品があった。古墳時代は成川式土器が出土し，古代から中世と考

えられる柱穴群，土坑１０基以上や焼土坑２基を検出した。土師器の甕形土器・坏形土器・ 形土

器・黒色土器などの出土や須恵器の甕形土器や壺形土器が埋土内から発見された。また，中世以

降と考えられる磁器や陶器なども出土している。（本誌所収）
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　　安茶ケ原遺跡は，いちき串木野市川上字南安茶ケ原中ほかにあり，市来地区の西部の北側端部
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で，町の中心部から北東に約１�離れた安茶集落の東後方の独立した台地に位置している。遺跡

は北東部に突き出した楕円形の標高２５ｍの台地全体に及び広範囲である。調査は鹿児島県教育委

員会により，平成１１年に確認調査，平成１２年度から平成１３年度に本調査を実施し，調査面積は

８，０００�に及んでいる。遺跡は，縄文時代早期・前期・後期から古墳時代，古代，中世から近世

などの遺構や遺物が発見された複合遺跡である。

　　縄文時代早期は，前平式土器・吉田式土器・石坂式土器・押形文土器などや縄文時代前期は深

浦式土器が出土している。一方，縄文時代後期は黒曜石集積遺構をはじめ，指宿式土器・市来式

土器・三万田式土器などや磨製石斧・石鏃・磨石・黒曜石剥片などの石器が出土した。

　　古墳時代は成川式土器がみられ，本遺跡で特筆できるのは古代の時期である。遺構としては，

四面廂建物跡２棟，二面廂建物跡，掘立柱建物跡６棟をはじめ貝殻ピット４基，須恵器集積土坑，

柱穴や土坑は多数検出された。特に，遺物としては「日置厨」銘墨書土師器，土師器，須恵器な

ど多くの遺物が出土した。中世は，溝状遺構２条，方形竪穴建物跡，柱穴などの遺構をはじめ磁

器，陶器，染付，瓦器，鉄滓などの遺物が出土した。近世は溝状遺構や磁器，陶器，動物骨など

が発見されている。
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　　栫城跡は，いちき串木野市上名の標高５０ｍの台地縁辺部から，現在まで水田として利用されて

いた低湿部分に立地する。調査面積は５０，７００�で，縄文時代早期・前期・晩期，古墳時代，古代，

中世，近世以降までの複合遺跡である。

　　縄文時代早期は，落し穴３基の遺構や前平式土器・石坂式土器・山形押形文土器をはじめ敲

石・磨石などの遺物が出土している。このほか縄文時代前期の轟式土器や縄文時代晩期の黒川式

土器・黒色研磨土器などの土器が見られた。古墳時代は成川式土器，古代は土師器・墨書土器・

刻書土器・黒色土器などの遺物が出土した。中世では方形竪穴建物跡２棟，五輪塔１基，掘立柱

建物跡６棟，井戸１基，かまど跡２基，溝状遺構，柱穴などの遺構や土師器，青磁，青花褐釉陶

器，カムィヤキ，瓦器，備前焼，華南三彩，石鍋，滑石製品，灯明皿，古銭，羽釜，鞴羽口，鉄

滓・茶臼，木製品，種子などの遺物が発見されている。一方，近世は建物跡，石垣，石列，排水

溝，水槽，土坑墓，井戸，石碑（水神）などをはじめ，薩摩焼，木製品，肥前陶器，古銭，煙管，

土製人形，鉄製品などが出土した。
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　　霜月田遺跡は，薩摩川内市都原町字霜月田で標高約４８ｍの山間部の谷間，傾斜地及び周辺のや

や小高いテラス状の尾根部に立地する。調査面積は１１，０００�である。旧石器時代は細石刃，縄文

時代早期の貝殻条痕文土器・山形押型文土器，撚糸文土器などのほか，石皿，打製石鏃，打製石

斧が出土した。縄文時代晩期は粗製土器が見られ，中世は掘立柱建物跡３棟，竪穴建物跡２棟，

焼土跡３か所を検出し，土師器，須恵器，鉄製品が発見された。
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　　都原遺跡は，薩摩川内市都原町字都原の標高約４８ｍのシラス台地上に位置する。調査面積は

５，１００�である。縄文時代早期は山形押型文土器，手向山式土器などが出土した。一方，中世以

降は溝状遺構が発見されている。
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　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月から国土交通省九州地方整備局に改

称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化

財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度から文化財課に改称）に照会

した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に市来ＩＣと隈之城ＩＣ間の埋蔵文化財分布調査を

実施したところ，当事業区内には，８か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在すること

が判明した。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に

基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調査・本

調査が実施されることになった。

　市堀遺跡については，平成１３年１２月１７日から平成１４年１２月２１日（実働５日間）まで確認調査を行

い，遺跡の範囲や性格等を把握した。これを受けて，平成１４年５月７日から平成１４年８月２日まで

（実働４５日）の本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図った。調査対象面積は３，０４０�である。

なお，整理作業及び報告書作成は１８年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで行った。
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　事業主体者：建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所

　調査主体者：鹿児島県教育委員会

　企画・調整：鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　　　　　　井上　明文

　調査企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　 次長兼総務課長 　　　　　　　　田中　文雄
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　　新東　晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 調査課長補佐 　　　　　　　　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長　牛ノ�　修

　調査担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　文化財主事　　　　　　　　　　繁昌　正幸

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　　　宮田　洋一

　調査事務担当：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　総 務 係 長      　　　　　　　　　前田　昭信
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主　　　　査　　　　　　　　　脇田　清幸
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　事業主体者：国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所

　事業主体者：国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所

　企画・調整：鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　　　　　　井上　明文
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　調査企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　田中　文雄

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　　新東　晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査課長補佐　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長　牛ノ�　修

　調査担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　文化財研究員　　　　　　　　　石丸　良輔

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　　　相美伊久雄

　発掘事務担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　総 務 係 長      　　　　　　　　　前田　昭信
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主　　　　査　　　　　　　　　脇田　清幸

��������	
�������

　事業主体者：国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所

　作成主体者：鹿児島県教育委員会

　作成責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　長　～Ｈ１８・７・３１　上今　常雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ１８・８・１～　宮原　景信

　作成企画者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次　　　　長　　　　　　　　　有川　昭人

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　次　　　　長　　　　　　　　　新東　晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査第二課長　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第二調査係長

　　　　牛ノ�　修

　作成担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　調査第二課長　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財主事       　　　　　　　　　日�　勝博
　　　　　　　　

　作成事務担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　総 務 係 長      　　　　　　　　　寄井田正秀
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主　　　　査　　　　　　　　　蒲池　正秀

　報告書作成検討委員会　　平成１８年１２月１５日　　　宮原所長ほか　１２名

　報告書作成指導委員会　　平成１８年１２月１３日　　　新東次長ほか　４名

　企　画　担　当　者           　　中村和美・平美典　
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　平成１３年度の確認調査の経過は日誌抄により略述する。

�����

　　平成１３年１２月１７日から１２月２１日まで向栫城跡と同時に実施した（実働５日間。確認トレンチを

５か所に設定し，掘り下げを行った。その結果，古代の土師器，縄文時代早期（条痕文土器）・

晩期（精製土器・黒色研磨土器）・古墳時代（中津野式土器・成川式土器），古代（土師器），中

世（青磁）などの土器や石器などが出土した。

�����

　　本調査は，平成１４年５月７日（火）からＡ地点とＢ地点との調査を併行して実施し，平成１４年
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８月２日（金）に終了した。以下，本調査の調査概要は日誌抄により略述する。

　平成１４年５月７日（火）～５月１０日（金）

　　　Ａ地点の伐採。Ａ地点・Ｂ地点の表土剥ぎ。グリッド杭設定作業。Ａ地点及びＢ地点のⅡ層

掘り下げ作業。

　平成１４年５月１３日（月）～５月１７日（金）

　　　Ａ地点及びＢ地点のⅡ層掘り下げ作業。Ａ地点のピット検出作業。Ａ地点のⅡ層及びⅢ層遺

物出土状況平板・レベル実測。遺物取り上げ作業。Ａ地点のＣ－１０区貝殻ピット検出作業後検

出状況写真撮影。ピット半截作業完掘後平面・断面実測作業。Ｂ地点のＦ－４・５区，Ｇ－

３・４区，Ｉ－３・４区のⅡ層掘り下げ。遺物出土状況平板・レベル実測。遺物取り上げ作業。

Ｆ～Ｈ－４・５区Ⅱ層の掘り下げ作業。

　平成１４年５月２０日（月）～５月２４日（金）

　　　Ａ地点の土坑１を検出し，埋土掘り下げ（半截）。土坑検出状況写真撮影。土坑１の平面・

断面図実測作業。土坑２のⅢ層掘り下げ（南半分・北半分）作業。Ｃ－１０区の遺構検出面コン

タ図作成。アカホヤ層上面コンタ図作成。Ⅳ層上面の精査作業。遺物出土状況写真撮影。Ｃ－

１０区の遺物出土状況平板実測作業。Ｂ地点。Ｆ－４～６区のⅡ層掘り下げ作業。精査後Ⅲ層の

上面遺構検出作業。ピットの半截及び土坑はベルトを残し埋土掘り下げ作業後完掘。遺構検出

上面コンタ図作成。Ｇ～Ｉ－３・４区のピット完掘後平面・断面実測作業。Ⅲ層掘り下げ作業。

Ｈ・Ｉ－３・４区のピット検出状況写真撮影。Ｆ～Ｉ－４・５・６区の遺構検出面コンタ図作

成。Ⅲ層の掘り下げ作業。ピット及び土坑検出状況平板実測作業。Ｇ－Ｈ４・５区，Ｉ－３区

の遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。

　平成１４年５月２７日（月）～５月２８日（火）

　　　Ａ地点。Ｃ－１０区の遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ⅴ層上面の遺

構検出作業。Ｂ地点。Ｇ・Ｈ－４・５区，Ｉ－３・４区の遺物出土状況平板実測・レベル実

測・遺物取り上げ作業。下層確認トレンチ掘り下げ作業。Ｇ・Ｈ－４区の南北トレンチ掘り下

げ及び南北・東西トレンチ状況写真撮影作業。Ｉ－３・４区のⅣ層掘り下げ作業。

　平成１４年６月３日（月）～６月７日（金）

　　　Ａ地点。東側及び南側断面より１ｍ幅トレンチのⅤ層掘り下げ・土層断面分層作業。土層断

面状況写真撮影後土層断面実測作業。Ｂ地点。Ｇ・Ｈ－４区の南北トレンチ掘り下げ作業。Ｉ

－３・４区のⅤ層掘り下げ作業。Ｇ－４区の下層確認トレンチ完掘状況写真撮影。Ｈ－３・４

区，Ｉ－３・４区のⅣ層及びⅤ層掘り下げ作業。遺物出土状況平板実測・レベル実測・取り上

げ作業。Ｉ－３・４区，Ｇ・Ｈ－４・５区のⅣ層及びⅤ層掘り下げ作業。土坑３・４の埋土掘

り下げ作業後完掘，写真撮影後平面実測作業。Ｉ－４区の南側土層断面分層後精査，断面実測

作業。Ｇ・Ｈ－４・５区のⅣ・Ⅴ層の掘り下げ。東側土層断面分層後精査，断面実測作業。

　平成１４年６月１０日（月）～６月１４日（金）

　　　Ａ地点。Ｃ－１１区のⅡ層上面掘り下げ作業。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り

上げ作業後Ⅲ層上面の遺構検出作業。土坑２及び柱穴７・８の埋土掘り下げ作業。遺構埋土内

の遺物出土平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｂ地点。Ｇ・Ｈ－４・５区のⅣ・Ⅴ層
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掘り下げ作業，遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｈ－４区の土坑４埋

土掘り下げ完掘後写真撮影，Ｇ－４・５区のⅥ層上面での遺構検出。Ｇ・Ｈ－３・４区のⅣ・

Ⅴ層掘り下げ作業。Ｇ・Ｈ－４・５区の土層断面写真撮影後土層断面実測作業。

　平成１４年６月１８日（火）～６月２１日（金）

　　　Ａ地点。Ｃ－１１区のⅢ・Ⅳ層上面の掘り下げ作業。Ⅲ層上面での遺構検出及びコンタ図作成

作業。Ｂ地点。Ｇ・Ｈ－３・４区のⅣ・Ⅴ層掘り下げ作業。Ⅵ層上面の精査後遺構検出作業。

Ｆ－５区，Ｇ・Ｈ－４・５区，Ｉ－３・４区の遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り

上げ作業。Ｇ・Ｈ－３・４・５区のⅥ層上面コンタ図作成作業。Ｂ地点調査終了（２１日），埋

め戻し作業。

　平成１４年６月２４日（月）～６月２７日（木）

　　　Ｂ地点の埋め戻し作業及びＣ地点の重機による表土剥ぎ。Ａ地点。Ｃ－１１区の土層断面分層

作業。土層断面状況写真撮影後土層断面実測作業。Ａ地点の調査終了（２６日）。重機により埋

め戻し作業。Ｃ地点の調査開始（２５日）。グリッド設定作業。Ｃ－５・６・７区，Ｄ－５・６

区のⅡ層掘り下げ作業。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｃ・Ｄ・Ｅ

－６・７区のⅡ層掘り下げ作業。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業を繰

り返し実施。

　平成１４年７月１日（月）～７月５日（金）

　　　Ｃ地点。Ｃ・Ｄ・Ｅ－６・７区のⅡ層掘り下げ作業。遺物出土状況平板実測・レベル実測・

遺物取り上げ作業を繰り返し実施。Ｃ－６・７区のⅡ層掘り下げ作業。遺物出土状況平板実

測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ⅲ層上面での遺構検出作業。Ｄ－６・７区Ｃ－６・７区

のⅡ層掘り下げ作業。遺物出土状況写真撮影。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り

上げ作業。Ｃ－４・５区のⅡ層掘り下げ作業。Ｃ－５区の遺物出土状況写真撮影。Ｃ－６区の

Ⅲ層上面遺構検出作業。Ｃ－４区，Ｄ－４・５区，Ｅ－５区のⅡ層掘り下げ作業。Ｃ・Ｄ・Ｅ

－６・７区のⅣ層上面コンタ図作成作業。Ｄ・Ｅ－６・７区の遺物出土状況写真撮影。遺物出

土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。

　平成１４年７月８日（月）～７月１２日（金）

　　　Ｃ地点。Ｃ・Ｄ・Ｅ－５区のⅡ層・Ⅲ層掘り下げ作業。遺物出土状況写真撮影後遺物出土状

況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｃ・Ｄ・Ｅ－６・７区のⅣ層上面コンタ図作成

作業。Ｃ・Ｄ－４区の遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｃ・Ｄ－３・

４区のⅢ層上面のコンタ図作成作業。Ｅ－４区５・６・７区のⅢ層掘り下げ作業。遺構検出作

業。Ｃ・Ｄ－６・７区の土坑７（焼土坑）の埋土掘り下げ作業完掘後平・断面実測作業。Ｃ・

Ｄ－６・７区の土坑５及び柱穴４４の埋土掘り下げ作業完掘後平・断面実測作業。埋土状況写真

撮影。Ｃ・Ｄ－４・５区のⅢ層上面遺構検出作業後Ⅲ層掘り下げ作業。Ｃ－４区の土坑８及び

溝状遺構を検出後掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－４・５区のⅢ層上面精査後遺構検出作業。同区のコ

ンタ図作成。Ⅲ層遺物出土状況写真撮影。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ

作業。Ｃ－６区のⅢ層遺物出土状況写真撮影。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り

上げ作業。
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　平成１４年７月１５日（月）～７月１９日（金）

　　　Ｃ地点。Ｃ－４区の溝状遺構埋土内遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。

溝状遺構平・断面実測作業。土坑８の断面状況写真撮影。集石遺構の平・断面実測作業。Ｃ－

７区の須恵器ピット平・断面実測作業。Ｄ－５・６・７区のⅢ層掘り下げ作業，Ⅳ層上面遺構

検出作業。Ｄ－４・５・６・７区のⅢ層掘り下げ作業。Ｄ－６・７区の遺物出土状況写真撮影。

遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｃ・Ｄ・Ｅ－６・７区のⅣ層上面コ

ンタ図作成作業。土坑４の完掘状況写真撮影。土坑５の実測作業終了。

　平成１４年７月２０日（月）～７月２４日（金）

　　　Ｃ地点。Ｃ－４区の溝状遺構精査後検出状況写真撮影。溝状遺構平・断面実測作業。Ｃ－５

～７区のトレンチ設定後掘り下げ作業。Ｄ－７区のⅢ層掘り下げ作業。遺物出土状況写真撮影。

遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ⅳ層上面の遺構検出作業。Ｃ－３・

４区のⅢ層掘り下げ作業。柱穴５１の平・断面実測作業。Ｃ－５～７区のトレンチ内掘り下げ作

業。遺物出土状況及びトレンチ位置平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。土層断面の分

層作業。Ｅ－７区の須恵器ピット平・断面実測作業。Ｃ－４・５区に下層確認のためのトレン

チ設定後掘り下げ作業。土層断面の分層作業。Ｃ－６・７区のトレンチ　土層断面写真撮影後

土層断面実測作業。Ｄ－６・７区の遺物出土状況写真撮影。遺物出土状況平板実測・レベル実

測・遺物取り上げ作業。下層確認トレンチの土層断面の分層作業。土層断面写真撮影後土層断

面実測作業。遺物出土状況平板実測・レベル実測・遺物取り上げ作業。Ｅ－６・７区下層確認

のためのトレンチ設定後掘り下げ作業。土層断面の分層作業。トレンチの土層断面写真撮影後

土層断面実測作業。須恵器ピット平・断面実測作業。須恵器ピット半截掘り下げ作業。

　平成１４年８月１日（木）～８月２日（金）

　　　Ｃ地点。Ｃ・Ｄ－４・５区のベルト部分の掘り下げ作業。Ｄ－６区の土坑１０・１１の掘り下げ

作業。完掘状況写真撮影後平・断面実測作業。Ｅ－７区の須恵器ピットの半截掘り下げ作業。

精査後検出状況写真撮影。平・断面実測。土層断面実測作業。Ｅ－６区の柱穴５２・５３・５４の掘

り下げ作業。Ｃ－６区の土坑１２（落し穴）の完掘状況写真撮影後平・断面実測作業。本日で調

査終了。片づけ作業及び撤収作業。
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　　　市堀遺跡の整理・報告書作成業務は，平成１８年４月１０日～平成１９年３月２０日までに行った。

また，報告書作成にあたり，市 真澄，内村光伸，内山伸明，高見憲次，中村和美，中村耕治，

抜水茂樹，彌榮久志，森雄二の協力をいただいた。

　　　整理作業従事者：梯　チヨ子，竹之下ハルミ，抜迫ヤス子，山下洋子，山元久代

（５０音順，敬称略）
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　市堀遺跡は，いちき串木野市湊町市堀に所在する。遺跡の所在するいちき串木野市は，薩摩半島

の北西端部に位置し，北から北東側にかけては八重山山塊によって薩摩川内市と境を接し，南東側

は日置市に接し，西側は吹上浜によって海に面し，東シナ海をはさんで甑島列島に相対している。

いちき串木野市は県内随一の漁業基地であり，金山の町でもあった。この遺跡の所在している市来

地区は，古い港町で落ち着きのある情景を残した町であったが，近年，国道３号線改良事業や薩摩

川内市や旧串木野市との近郊として宅地化が進んでいる。

　この市来地区は，町の大半が山地に覆われて，海岸に近い西部を除けば平地に恵まれない環境で

あり，地形は東から山地・台地・低地・海岸砂丘とで構成されている。

　東部の山地は，八重山山塊に属する第三紀後半から第四紀更新世の旧期火山群の一部で，北東部

の矢岳付近は標高約４００ｍ前後を最高峰として西側に向かって漸次低下している地形となっている。

　山地は大部分が安山岩質の岩石で覆われ，八房川の上流，重信川の流域等には溶結凝灰岩が露呈

している。これらの山地間はシラスに覆われ，重平山北側に源を発する大里川と八岳の北東斜面に

主流の源を発する八房川が，これらの山地や台地を貫入し，山麓に小さなシラス台地を形成しなが

ら狭い谷底平地をつくり，下流では三角州を形成して水田地帯となっている。また，これらの河川

は西流して海岸の砂丘付近で合流し，低湿な沖積低地をつくって湊川となって東シナ海へ流入する。

　この海岸沿いに発達している砂丘は，南北約４�を図り，南下するに従って砂丘の高さと幅を増

し，吹上浜自然公園の一部として風光明媚な環境であり，その大海への注ぎ口は古代からの良港と

なり，中国との貿易港として発達し，藩政時代には交通の要地として御仮屋跡が置かれ，西薩一の

港町として繁栄を極めている。明治になって御仮屋跡に郡治所が置かれ，一時は日置・阿多・薩

摩・出水・甑島各郡を統治する西薩行政の中心地であったが，明治時代の国道や大正時代の鹿児島

本線などの開通がある。一方，汽船時代の到来の中にあり，串木野港の建設により交通の要所を引

き渡す結果となったとされている。

　交通は，鹿児島本線が西部海岸寄りを北西から南東に走り，旧市来町市街地の北東隅に市来駅が

ある。道路は，国道３号線が鉄道とほぼ並行して走り，市街地南部の橋ノ口で国道２７０号線が分岐

し，海岸線に沿って南下して南薩へ走る要所となっている。

　一方，旧串木野市街地では国道３号線や鹿児島本線がほぼ市街地の中央部を南北に並行して走り，

県道４３号線が海岸線に沿って北上し，県道３３１号線は五反田川沿いに薩摩郡の内陸部と結んでいる。

また，神之山で国道３号線から分かれる日置地区広域営農団地農道が東部の農村地域を南下して日

置市の東市来に達している。

　いちき串木野市は，平成１７年度に市来町と串木野市とが平成の合併でできた新しい市である。本

遺跡の所在している旧市来町は，明治２２年（１８８９）には市来郷のうち湊村・大里・川上の３か村を

統合して西市来村として発足し，昭和５年に町制を施行して市来町と改称している。一方，旧串木

野市は，明治２２年市町村制の施行に伴い，上名・下名・冠岳・荒川・羽島の５か村が統合し，串木

野村として発足した。昭和１０年には町制を施行し，昭和２５年１０月には鹿児島県で五番目の市として
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　いちき串木野市内の文化財は，遺跡を含めて多くが周知されている。中でも，来迎寺跡墓塔群

（昭和４２年指定），市来（川上）貝塚，国指定では有名な無形民俗文化財の七夕踊りが挙げられ，

浦之名の疱瘡踊（昭和３８年指定）・羽島崎春祭りに伴う田打や船持祝（昭和３７年指定）などは，史

跡や無形民俗文化財として県指定を受けている。

　一方，遺跡は昭和６０年刊行の『鹿児島県市町村別遺跡地名表』によると，串木野市が１８か所，市

来町では縄文時代１，弥生時代１，城跡５，寺跡及び墓地群３，江戸時代の諸遺跡４，観音像１の

１５か所が記載されている。しかし，平成３年度以降の北薩伊佐地区埋蔵文化財分布調査では３０か所

の遺跡が確認されている。その後，市来町による県営農村活性化住環境整備事業・中山間地域総合

整備事業・電線鉄塔移設事業・県営圃場整備事業・農道整備事業等に伴う発掘調査をはじめ，鹿児

島県教育委員会が平成８年度以降に実施した南九州西回り自動車道建設に伴う発掘調査等により遺

跡数は増加し，現在では１０６か所の遺跡が周知されている。

　いちき串木野市の発掘調査が行われた周辺の遺跡を中心に紹介したい。

　当時，市来町の名を有名にしたのは七夕踊りと市来貝塚で，現在では小字名で川上（市来）貝塚

としている。本貝塚は川上宮之後に所在し，八房川上流約３�の南岸の標高約１２～１３ｍの山地から

伸びた尾根が谷底平野に突き出たかたちの舌状台地に位置している。貝塚を形成した台地は標高７

～１２ｍの北側の畑地造成によって一部貝層が露出して確認され，この北側斜面に縄文時代後期の貝

層が形成されている。この貝塚は，大正９年（１９２０）に当時市来尋常小学校に赴任してきた有村栄

助により発見された。翌，１０年３月には山崎五十麿が調査を実施し，壺形，鉢形の土器類，貝輪の

完全品や未完成品，貝類，石器，骨角器類，イノシシやシカなどの獣骨などが出土した資料を考古

学雑誌に発表している。出土した土器のうち，初めて発見された形式を市来式土器と三森定男が命

名し，人類学先史学講座第一巻で初めて市来式土器の型式名が使われ，南九州を中心とする縄文時

代後期の示標となる形式の土器となっている。その後に寺師見國が小範囲で調査を行い，昭和３６年

（１９６１）には河口貞徳が貝層の２か所でトレンチ調査を１０日間において実施している。その結果，

市来式土器や指宿式土器，多くの石器，人骨２体も発見された。

　平成２年（１９９０）には１か月と平成４年には約２か月において，市来町教育委員会が国庫補助を

受けて，第二・三の貝塚の存在や集落の確認を目的に調査を行っている。

　平成２年の調査では，土器，土製加工品，石器，貝輪，垂飾品・釣針・簪をはじめとする骨角器

などが見られ，貝層を構成する層では，ハマグリ，アサリ，サザエ，カキ，アカガイなどや人骨も

発見された。一方，タイ類を主体とする魚骨をはじめ，イノシシ，サル，イヌ，タヌキ，オオカミ

などの獣骨が出土し，中でも　オオヤマネコの焼骨は特筆されている。

　平成４年の調査では，貝層が大きく三層に分かれ，下層には出水式土器・指宿式土器が，下層に

は市来式土器が多く出土する傾向が指摘され，軽石製品や石錘４点，貝輪をはじめ，タマキ貝，マ

ルサルボウカイ，カバトゲウミギクガイなどの貝種や人骨も発見されている。中でも，タマキ貝の

貝輪は製作工程を知ることができる好資料をはじめ，多くの単式釣針，鋸歯状尖頭器などは西九州

型漁労文化の影響がうかがえる資料とされている。
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　牛ノ江原遺跡は，川上字牛ノ江原ほかにあり，市来地区の西部北寄りの丘陵に位置している。遺

跡は牛ノ江集落の南側後方で標高約４０ｍの台地にあり，川上（市来）貝塚とは同じ丘陵の尾根違い

にあたっており，近距離にあり遺跡の環境が同じである。遺物は，古墳時代の成川式土器をはじめ

古代の土師器，青磁，土錐などが確認されている。

　前平木場遺跡は，川上字前平木場にあり，市来地区の中央北端部で，串木野地区との境界に接す

る平木場集落に位置し，遺跡は集落のほぼ中央の標高約１２０ｍの南側へ緩やかに傾斜する段丘上に

ある。遺物は古墳時代の成川式土器をはじめ古代の土師器，陶器，磁器などが確認されている。

　才野遺跡は，川上字才野ほかにあり，市来地区の中央部で，標高約１３０ｍの段丘上に位置してい

る。遺跡は珍ノ山池を見下ろす所に位置し，弥生式土器や古墳時代の成川式土器等の遺物が確認さ

れている。また，才野集落内にある小牟田遺跡とは迫を隔てた環境にある。　　

　中ノ平遺跡は，川上字中ノ平ほかにあり，市来地区のほぼ中央部のやや北側寄りで，中ノ平の集

落の北側斜面まで広がる標高約１００ｍの丘陵に位置し，弥生式土器，成川式土器，土師器などの遺

物が確認されている。また，北山屋敷遺跡も同じ丘陵にある。

　外戸遺跡は，湊町字外戸にあり，標高約５０ｍの谷頭にある緩やかに傾斜している畑地に位置し，

弥生式土器，古代の土師器，青磁，陶器などの遺物が確認されている。また，外戸集落に取り囲ま

れるようにしている。

　外戸山口遺跡は，湊町字外戸山口にあり，外戸集落の南西側で外戸橋を見下ろす標高約１０ｍの丘

陵地に緩やかな傾斜をもつ畑に位置し，水田との比高差も小さい環境にある。弥生式土器や古墳時

代の成川式土器，古代の土師器などの遺物が確認されている。

　衆中小堀遺跡は，湊町字衆中小堀にあり，安茶ケ原遺跡とは道路を隔てた南側で標高約２１ｍの丘

陵に位置し，遺物は古代の土師器，陶器，磁器などが確認されている。

　北ノ原遺跡は，湊町字北ノ原にあり，標高約５０ｍで市堀遺跡とは同じ丘陵上に位置している。遺

跡の範囲は大きく，平坦面をもつが，東西及び北側の三方は大小の谷となり，古墳時代の成川式土

器，古代の土師器をはじめ，青磁，白磁，染付などが確認されている。

　草田平遺跡は，湊町字草田にあり，標高約２０～４０ｍの傾斜のある丘陵地で，市来農芸高校を見下

ろす環境にある。また，外戸遺跡とは同じ丘陵上にあり，その先端部に位置している。古代の土師

器，陶器などの遺物が確認されている。

　小原遺跡は，湊町字小原にあり，湊町の市街地の南西端部で標高約１０ｍ程度の砂丘の小段丘内に

位置している。遺跡は段丘頂部にある墓地の南側斜面で，弥生時代の遺物が確認されている。

　鳩越遺跡は，大里字鳩越にあり，東市来地区との境界に接する標高約１１７ｍの丘陵地に位置して

いる。遺跡は西側へ張り出した広大な丘陵で頂部は平坦地となり，さらに緩やかな傾斜を保つ環境

で茶畑や柑橘類の植栽の多い所である。古墳時代の成川式土器や陶器などが確認されている。

　池原前遺跡は，大里字池原前にあり，池ノ原集落前の標高約１２０ｍの丘陵上に位置している。　

遺跡は丘陵全体に広がり，傾斜も緩やかな畑地を中心に，古墳時代の成川式土器，古代の土師器の

ほか陶器が確認されている。

　原ノ園原遺跡は，大里字原ノ園原ほかにあり，中福良集落を擁する上城跡とは谷を隔てた北側近

くの標高約３０ｍの平らで小さな台地に位置している。本遺跡を含めた地域には，大里川とほぼ平行
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（縮尺２万５千分の１）

※２２，２３，２５，５６については遺跡の

位置が枠外のため省略　　　　　
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備　　考遺　物　等地形時　　代住　　　所遺 跡 名
遺跡
番号

土器・土師器・陶器・土錘丘 陵古墳，中世，近世いちき串木野市湊町市堀市 堀１

土師器・青磁・染付丘 陵古墳，中世いちき串木野市湊町北ン原北 ン 原２

土器・土師器・青磁丘 陵中世，近世いちき串木野市湊町衆中小堀衆 中 小 堀３

土器・土師器・青磁・陶器台 地古墳，中世，近世いちき串木野市川上南安茶ヶ原中ほか安 茶 ヶ 原４

土器・土師器・青磁・陶器丘 陵古墳，中世，近世いちき串木野市川上牛ノ江原ほか牛 ノ 江 原５

一部破壊（大里田園地帯），
平成６年確認調査弥生壷形土器扇状地弥生，古墳いちき串木野市大里大 里 田 圃６

表面採集黒髪式・土師器台 地弥生，中世いちき串木野市大里重信上城重 信 城 跡７

市来氏，平成５年確認調査，
平成７～９年本調査台形石器・縄文土器・白磁・青磁台 地旧石器，縄文，弥生，中世いちき串木野市大里上城詰城ほか上 城 詰 城 跡８

黒曜石・土師器・五輪塔・宝塔など台 地縄文，中世（１０～１５Ｃ）いちき串木野市大里島内来迎寺跡墓塔群９

平成２・４年度確認調査人骨・獣骨・鹿角製品・土器・石器台 地旧石器，縄文（後），中世いちき串木野市川上中組川上（市来）貝塚１０

別称「栫城」堀切・土塁丘 陵中世いちき串木野市川上中組河 上 城 跡１１

平成６年度確認・本調査白鳥平式・須恵器・白磁・青磁台 地縄文（草・早・晩），平安（９Ｃ
後半），中世（１２～１６Ｃ）いちき串木野市大里木場迫鍋 ヶ 城 跡１２

低 地近世（寛政～幕末）いちき串木野市湊町天神町川 口 番 所 跡１３

石垣低 地近世（慶長～幕末）いちき串木野市湊町祇園町お 仮 屋 跡１４

石畳の溝台 地近世（嘉永５年）いちき串木野市大里中原中原の治水溝１５

「町郷土誌」土器片・打製石斧台 地縄文いちき串木野市大里中原下 諏 訪１６

「町郷土誌」土師器・須恵器台 地古墳いちき串木野市大里中原中 諏 訪１７

「町郷土誌」磨製石斧・土器片台 地いちき串木野市大里島内上 ノ 原１８

「町郷土誌」石器・土器片丘 陵いちき串木野市川上大谷山大 谷 山１９

「町郷土誌」，平成４年北薩・伊佐
分布調査，平成８年度確認調査土器片・打製石斧台 地縄文いちき串木野市川上中平後北 山 屋 敷２０

「町郷土誌」土器台 地いちき串木野市川上才野ヶ原小 牟 田２１

平成３年北薩・伊佐分布調査土師器台 地古墳，中世いちき串木野市川上久保野入角久 保 野 入 角２２

土器段 丘弥生，古墳いちき串木野市川上鉾ノ谷鉾 ノ 谷２３

平成８年度確認調査土器・陶器丘 陵弥生，古墳，近世いちき串木野市川上中ノ平ほか中 ノ 平２４

土器・土師器・陶器・磁器段 丘古墳，中世，近世いちき串木野市川上前平木場前 平 木 場２５

平成１０年度確認調査細石刃核・吉田式・桑ノ丸式段 丘旧石器，縄文，弥生，古墳いちき串木野市川上才野才 野 ヶ 原２６

平成８年度確認調査土器・土師器・青磁・陶器段 丘弥生，中世，近世いちき串木野市湊町外戸ほか外 戸２７

土器・土師器段 丘弥生，中世，近世いちき串木野市湊町外戸山口外 戸 山 口２８
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備　　考遺　物　等地形時　　代住　　　所遺 跡 名
遺跡
番号

土師器・陶器段 丘中世，近世いちき串木野市湊町草り田平草 り 田 平２９

「縄文研究通信」土器段 丘弥生いちき串木野市湊町小原小 原３０

土器・陶器丘 陵古墳，近世いちき串木野市大里鳩越鳩 越３１

平成４年度本調査台形石器・ナイフ・縄文土器・成川式丘 陵旧石器，縄文，古墳，中世いちき串木野市大里松尾平松 尾 平３２

平成７年度確認調査土器・土師器・陶器丘 陵古墳，中世，近世いちき串木野市大里池原前ほか池 原 前３３

土器・土師器・陶器台 地弥生，古墳，中世，近世いちき串木野市大里原ノ園原ほか原 ノ 園 原３４

土師器・陶器・青磁・染付台 地中世，近世いちき串木野市大里中尾東原ほか中 尾 東 原３５

土師器・青磁台 地中世いちき串木野市大里佐保井東原ほか佐 保 井 東 原３６

土師器・青磁・陶器台 地古墳，中世，近世いちき串木野市大里妙見前ほか妙 見 前３７

土器・土師器・陶器台 地古墳，中世，近世いちき串木野市大里東園ほか東 園３８

土器・土師器・陶器台 地古墳，中世，近世いちき串木野市大里西ノ鼻ほか西 ノ 鼻３９

土器・土師器・陶器台 地弥生，古墳，中世，近世いちき串木野市大里半崎堀半 崎 堀４０

土器段 丘弥生，古墳いちき串木野市大里上平山上 平 山４１

土器・土師器・陶器段 丘縄文，弥生，古墳，中世，近世いちき串木野市大里田中堀ほか田 中 堀４２

土器・土師器・白磁・染付・陶器丘 陵弥生，古墳，中世，近世いちき串木野市大里崎野堀ほか崎 野 堀４３

土器・土師器・陶器・磁器丘 陵古墳，中世，近世いちき串木野市大里深田前迫ほか深 田 前 迫４４

土師器・土錘丘 陵中世いちき串木野市大里戸崎平ほか戸 崎 平４５

平成６年度確認調査，
平成１１年度本調査

細石刃核・縄文土器・成川
式・土師器・土錘

段 丘旧石器，縄文，古墳，中世いちき串木野市大里戸崎原ほか戸 崎 原４６

平成４年農政分布調査，
平成５年度確認調査

丘 陵古墳いちき串木野市川上落シ平落 シ 平４７

平成４年農政分布調査，平成５年
度確認調査，平成９年度本調査

細石刃核・草創期土器・塞ノ
神式・深浦式・押型文

丘 陵縄文（草・早・前・晩），中世いちき串木野市川上瀧之段瀧 之 段４８

平成４年農政分布・確認調査丘 陵縄文～古墳いちき串木野市大里安徳安 徳４９

石坂式・土師器段 丘縄文，奈良，平安いちき串木野市川上中組針原針 原５０

表面採集成川式・土師器・五輪塔段 丘古墳，中世，近世いちき串木野市大里本寺屋敷本 寺 屋 敷５１

表面採集黒曜石・土師器台 地縄文，中世いちき串木野市大里来迎寺来 迎 寺５２

「縄文研究通信」青磁・砥石低 地縄文，中世いちき串木野市湊町西町西 町５３

平成６年度確認調査成川式・青磁・染付・陶器低 地古墳，中世，近世いちき串木野市湊町天神町梅 巌 寺 跡５４

表面採集縄文土器・成川式・須恵器低 地縄文，古墳，中世いちき串木野市川上中島中 島５５

鉄滓堆積層・加工石・流動滓低 地いちき串木野市川上柿ノ谷柿 ノ 谷５６
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して走る国道３号線の東側の小台地に，弥生時代から古墳時代，古代・中世にかけての遺跡が周知

されている。

　中尾東原遺跡は，大里字中尾東原ほかにあり，原ノ園原遺跡の北西部にあたり，下手中集落の上

で標高約３０ｍの台地に位置し，遺跡の西側には大里川が北流している。遺跡は，古代の土師器，染

付，青磁，陶器などが確認されている。

　佐保井東原遺跡は，大里字佐保井東原ほかにあり，標高約２０ｍのほぼ平坦な台地上に位置してい

る。本遺跡は，中尾東原遺跡とは迫を隔てたすぐ北側にあり，重信城とは台地を隔てた近隣に当た

り，古代の土師器や青磁を確認している。

　妙見前遺跡は，大里字妙見前ほかにあり，標高約６０ｍのほぼなだらかな台地上に位置し，市木地

区の南西部に当たる。本遺跡は，上ン原遺跡とは迫を隔てた南西川約２００ｍのところで，来迎寺墓

塔群は同台地の北側端部に所在している。遺物は古代の土師器，青磁を確認している。

　東園遺跡は，大里字東園ほかにあり，標高約６０ｍの平坦面をもつ広大な台地上に位置し，妙見前

遺跡とは小さい谷を隔てて相接している。遺跡は，古墳時代の成川式土器，古代の土師器，陶器な

どが確認され，遺跡の南側は狭い水田となり，中原治水溝が廻っている。

　西ノ鼻遺跡は，大里字西ノ鼻ほかにあり，東園遺跡の西南側で中諏訪遺跡や下諏訪遺跡とは同じ

台地に位置し，同台地の道路を挟んだ北側台地に当たる。これらの遺跡は中原集落を取り囲むよう

に広がり，本遺跡は古墳時代の成川式土器，古代の土師器，陶器などが確認さている。

　半崎堀遺跡は，大里字半崎堀ほかにあり，西ノ鼻遺跡のほぼ中央の中原集落の中心部から北西に

延びている台地にあり，遺跡は傾斜のない台地全体に及び，北側端には広域果場がある。遺跡は，

弥生式土器，古墳時代の成川式土器，古代の土師器，陶器が確認されている。

　上平山遺跡は，大里字上平山ほかにあり，市来地区の南東部に当たり，大里の広大な水田を見下

ろす段丘に位置している。遺跡は，堀集落でも集落の南東部の若干はなれた集落内に東側へのなだ

らかな傾斜もつ環境で，弥生式土器，古墳時代の成川式土器，古代の土師器，陶器が確認されてい

る。本遺跡の周辺には，田中堀遺跡，深田前迫遺跡，戸崎原遺跡など遺跡が確認されている。

　田中堀遺跡は，大里字田中堀ほかにあり，堀集落の中でも北側の集落全体にまたがる広大な段丘

上に位置し，遺跡は山の裾野を廻るように約１０ｍの緩傾斜をもつ環境である。遺跡は，縄文式土器

（時期不詳），弥生式土器，古墳時代の成川式土器，古代の土師器，染付，青磁，陶器などが確認

されている。

　崎野堀遺跡は，大里字崎野堀ほかにあり，崎野集落を見下ろす標高約３０ｍの小丘陵のほぼ平坦な

畑地に位置している。遺跡は，縄文式土器（時期不詳），弥生式土器，古墳時代の成川式土器，古

代の土師器，染付，青磁，陶器などが確認され，田中堀遺跡とは道路を一つ隔てており，丘陵の北

東部には迫が入り込んでいる。

　深田前迫遺跡は，大里字深田前迫ほかにあり，標高約２０～３０ｍの東西に細長い丘陵上の畑地に位

置している。遺跡は，古墳時代の成川式土器，古代の土師器，染付，青磁，陶器などが確認され，

崎野堀遺跡とは道路を一つ隔てており，丘陵の北東部には迫が入り込んでいる。

　松尾平遺跡は，大里字松尾平にあり，宇都集落北側約２００ｍで標高約２０ｍの傾斜のある小さい丘

陵地に位置している。遺物は，古墳時代の成川式土器をはじめ古代の土師器などの遺物が確認され
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ている。その後，県営農村活性化環境整備事業に伴って市来町教育委員会が平成４年（１９９２）調査

を実施している。調査の結果，旧石器時代の台形石器を主体としたナイフ形石器文化期と細石刃な

どの細石器文化期の遺物が発見されている。ナイフ形石器文化期では，台形石器・角錐状石器・剥

片尖頭器・分割剥片・ナイフ石器・楔形石器・使用痕のある剥片などの石器が出土している。特に，

台形石器は形態的に４分類が行われており貴重な資料となっている。この旧石器時代のほか，縄文

時代早期は集石遺構１基，円筒形条痕文土器や格子状押型文土器・山形押型文土器と晩期の遺物が

少量みられている。

　落シ平遺跡は，川上字落シ平にあり，中山間地域農村活性化総合整備事業に伴って市来町教育委

員会は平成１０年（１９９８）に瀧之谷遺跡とともに確認調査を実施している。本遺跡では地表面で土師

器片や黒曜石などが確認できるが，遺物包含層は削平を受けていることが判明している。

　才野ケ原遺跡は，川上字才野ケ原ほかにあり，中山間地域農村活性化総合整備事業に伴って瀧ノ

段遺跡とともに市来町教育委員会が平成６年（１９９４）に瀧之谷遺跡とともに確認調査を実施し，旧

石器時代終末期の細石刃核・細石刃，石斧などや縄文時代早期前葉の吉田式土器，早期後葉の桑ノ

丸式土器が出土している。本遺跡は近年の圃場整備事業により削平を受けているために遺物包含層

の残存している所を中心に調査を実施している。

　安徳遺跡は，大里字安徳にあり，松尾平遺跡より南東側約２５０ｍで，宇都集落内の丘陵地に位置

している。本遺跡は，縄文時代から古墳時代にかけての遺跡として知られ，平成４年には松尾平遺

跡の調査と同期間に道路拡張部分の約１５�について本調査が行われている。その結果，調査区の部

分は，すでに削平を受けており，攪乱された層から土師器，青磁，近世陶器，滑石製品などの遺物

が出土している。

　大里田圃遺跡は，大里字大里田圃にあり，大里川東岸で大里の水田地帯の北側に位置し，西側の

近隣には標高３５ｍの台地には周知の遺跡である原ノ園遺跡があり，弥生時代・古墳時代・中世・近

世の遺物が確認されている。遺跡は，大里川と国道３号線に挟まれた標高約５ｍの南北に長い水田

地帯に所在し，平成９年（１９９７）には県営農村活性化環境整備事業に伴って市来町教育委員会によ

り確認調査を実施している。調査の結果，古墳時代の成川式土器，古代の土師器などが攪乱層より

出土し，遺物包含層は削平を受けていた。

　上城詰城跡は，大里字上城詰城ほかにあり標高約１１０～１１５ｍの尾根状の台地に所在し，中世の山

城を主体とした遺跡である。中福良集落の北側にある広大な台地の全てが遺跡で，古くから周知さ

れている。これまでの調査により旧石器時代，縄文時代，弥生時代の複合遺跡であることが確認さ

れている。

　本遺跡は，県営農村活性化環境整備事業に伴って平成４年（１９９２）に市来町教育委員会が確認調

査，第１次（平成７年）から第三次（平成９年）までの３か年の間に本調査を実施している。調査

の結果，旧石器時代は，ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・剥片尖頭器・分割剥片・石

核・ナイフ形石器・台形石器・敲石や細石刃文化期の細石核や細石刃などの遺物が発見されている。

　瀧之段遺跡は，川上の八房川上流約５�に位置し，八岳の裾野にあたる標高約２５ｍの台地の傾斜

地に所在している。調査は，平成４年（１９９２）に確認調査，平成５年の本調査，平成６年には県営

中山間地域整備事業に伴って市来町教育委員会が確認調査を，平成９年には本調査を実施している。
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調査の結果，下層の旧石器時代から縄文時代草創期の層からは，ハンマーストン，細石刃核，ブラ

ンク，細石刃，石核，掻器，楔形石器などや縄文時代草創期の舟形配石遺構１基と，隆帯文土器を

はじめ，４１本の石鏃が発見されている。一方，上層からは，縄文時代早期の集石遺構４基，溝状遺

構１条をはじめ，円筒形の山形押型文土器，手向山式土器，円筒形条痕文式土器，塞ノ神式土器な

どの土器や掻器，石鏃，石斧，磨石，敲石，石皿などが発見された。

　鍋ケ城跡は，上城跡の南東部にあり市来地区の山城で最も東側に所在する中世の山城である。こ

の山城の広大な台地は，北東部がやや小高くなっており，北東側約２００ｍには金兼鐘寺跡がある。

本遺跡は，平成９年（１９９７）に県営農村活性化環境整備（大里地区）事業に伴って市来町教育委員

会により調査を実施している。調査の結果，縄文時代から中世にかけての複合遺跡で，古代の土坑

や中世の掘立柱建物跡などの遺構検出があり，中世山城である。遺物は，山城のほか縄文時代草創

期の白鳥平系土器，縄文時代早期の前平式土器を中心とした貝殻円筒形貝殻文土器文化，縄文時代

晩期の黒川式土器，弥生時代には黒髪式土器，古代～中世にかけては土師器（糸切痕土師器・内黒

土師器），須恵器，青磁（同安窯系青磁・細型連弁文青磁碗），白磁（玉縁口縁白磁碗・口禿白磁

碗），滑石製石鍋など出土の報告がある。特に，前平式土器の破片を利用した円盤状土製加工品の

出土は県内最古であることや，この山城は１３世紀から１６世紀まで使用されたと報告されている。

　針原遺跡（伝河上氏墓跡）は，川上字針原にあり，八房川が緩やかに蛇行する北岸の標高約９ｍ

の台地斜面縁辺部にあり，河川と県道とに挟まれた台地で，周辺には南北朝から室町時代と推定さ

れる五輪塔群４０数基があり，川の対岸には川上城があることから，河上氏の墓地であろうとされて

いた。本遺跡は，平成５年（１９９３）に鹿児島県教育委員会により調査が行われ，中世の土坑７基を

はじめ土師器，中世陶器，滑石製石鍋，近世の陶器，銭貨（寛永通宝），土人形などが発見されて

いる。調査の結果，河上氏との結びつきを証明できる資料はなかったと報告されている。

���

　本遺跡が所在する市来地区には，古代において「市来」の名が初めて登場するのは平安時代に著

された『延喜式』で，薩摩国における最初の駅名があげられているが，それを裏付けるものは見あ

たっていない。平安時代末の様相を伝える建久８年（１１９７）の薩摩国図田帳（島津家文書）の「市

来院百五十町」が旧東市来町を含めた地区に相当すると考えられている。鎌倉時代以降は，市来院

郡司職にあった市来氏とその庶流河上氏等が残した古文書に詳細な記録がある。南北朝時代の動乱

は，南九州においても複雑な政治状況を現出している。しかし，市来院は薩摩国日置郡に属してい

たと考えられている。この地は市来院に属し，宝亀年間（７７０～７８０）以降，郡司の大蔵氏一族が支

配し市来氏を称したとされている。

�������

『市来町郷土誌』市来町教育委員会　１９８５

『北薩・伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅰ）』１９９２　鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書６１

『今里遺跡』　２００２　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書３３

『老ノ原遺跡』　１９９６　東市来町埋蔵文化財発掘調査報告書８

『猿引遺跡・雪山遺跡』　２００３　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書５３

『犬ヶ原遺跡』２００３　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書５
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　本遺跡は，平成８年（１９９６）８月の南九州西回り自動車道（市来ＩＣ～隈之城ＩＣ間）川内道路

建設に伴う埋蔵文化財の分布調査により発見された遺物散布地で，当事業にかかる面積は４，８００�

である。その後，遺跡の対象地内において遺跡の性格と範囲を把握するための確認調査を実施した。

　確認調査は，地形を考慮して２×５ｍのトレンチを合計５か所設定し，平成１３年１２月１７日から平

成１３年１２月２１日までの５日間にわたり調査を実施した。その結果，遺跡面積は３，０４０�で，その範

囲内に縄文時代・弥生時代・古墳時代・古代・中世などの遺構や遺物が残存していることが判明し

た。

　確認調査（平成１３年度）後の本調査（平成１４年度）は，調査対象地が不正形なことから東側の用

地境界のラインを南北の基準点として設定し，そこから１０ｍ毎の線を設定した。東西方向の基準線

は，北の端から概略２０ｍを計りだし，南北線に直交するラインを基準として設定し，東及び西に向

けて１０ｍに線を設定することで１０ｍ毎のグリッドとして区画した。グリッドの名称は，東西方向を

東側からＡ・Ｂ・Ｃ・・・としてＪまでを付け，南北方向を北側から１・２・３・・・として１４ま

でを付け，Ｄ－５区・Ｅ－５区のように呼称した。さらに，本遺跡ではグリッドを利用して調査対

象地を大きくＡ・Ｂ・Ｃの３地点に分け調査を実施した。

　調査は，伐採等の作業から開始し，環境整備等も並行して実施した。その後，表土を重機（バッ

クホー）により除去後，グリッド杭の設定を実施した。当初の掘り下げについては，Ａ・Ｂ地点の

２つの調査区について並行して調査を進め，Ａ・Ｂ地点の調査終了後，Ｃ地点の調査区の調査に取

りかかるという工程で実施した。

　Ａ・Ｂ地点の調査は，遺物包含層のⅡ層以下を人力（山鍬・ジョレン・移植ゴテなど）によって

掘り下げ，遺物が出土したら遺物出土状況の写真撮影，遺物出土状況の平板・レベル実測，遺物の

取り上げ作業などと包含層の掘り下げを繰り返し行った。掘り下げ作業でⅢ層上面に達したらジョ

レンにより遺構等確認のための精査作業を行い建物の柱穴の跡と考えられる小穴や溝跡などの検出

作業に努めた。検出された遺構等は，移植ゴテなどを用いて丁寧（半截する場合もある）に掘り下

げ，遺構検出状況写真撮影や平板や手測りによる実測や断面実測などを行った。その後，Ⅲ層の遺

物包含層は，Ⅱ層と同様に山鍬を使って掘り下げを行い，Ⅳ層上面に達したらⅡ層包含層で行った

作業行程をくり返し，出土遺物や遺構検出の作業と，その記録に努めた。さらに，下層確認のため

にＡ地点の全域を山鍬でⅤ層（シラス）まで掘り下げ，実際に旧石器時代の遺構や遺物の有無につ

いて確認作業を実施した。

　Ｃ地点では，Ａ・Ｂ地点と同様の作業を行った。各（Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）層の遺物包含層については，

掘り下げ，遺物出土状況写真撮影，平板・レベル実測，遺物取り上げ作業後，遺物包含層の精査作

業を行い，遺構が確認された場合には遺構検出状況の写真撮影，遺構の半截するなどにより遺構掘

り下げや埋土などの状況確認作業，検出遺構の断面等の状況写真撮影，平面・断面実測などについ

ての作業を繰り返し行った。その後，旧石器時代については，下層確認のためのトレンチを設定し，

人力により掘り下げを行って遺物の有無を確認した。
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　市堀遺跡の層序は，Ａ地点とＢ地点で色調を若干異にしているが，Ａ地点ではⅠ層からⅤ層まで，

Ｂ地点ではⅠ層からⅥ層まで分層できた。

　本遺跡は，東側丘陵地から西側の台地縁辺部にかけて傾斜をもち，遺跡の北側から西側及び南側

にかけては迫が入っている。地形は次第に下がっていくという三方方向へ傾斜する地形で，３地点

ともに台地縁辺部の先端部に位置している。

　Ⅰ層は現耕作土で客土を認めるために造成土の可能性が高い。Ⅱ層は各部分で一定の層幅がなく，

場所によっては削平を受けたり，残存しても僅かな堆積のところも観察された。このⅡ層が遺物包

含層で，縄文時代・弥生時代・古墳時代・古代・中世・近世などの遺構検出や遺物が出土している。

Ⅲ層は径１～２�程度の白色粒を含む強い粘質土で，乾くとクラックが入りやすい層で，旧石器時

代の遺物包含層であるが，本遺跡では無遺物包含層である。しかし，Ⅲ・Ⅳ層から出土している遺

物は，土器の器面が磨滅しているものが多く，黒曜石製の石器の表面が風化している。遺跡の立地

している環境からⅡ層からの移動が想定できる。Ⅴ層はａ・ｂ・ｃ層に３分され，それぞれに大小

の軽石をａ層では微量に，ｂ層では多量に，ｃ層では若干含んでいることから，シラス該当層であ

ることが考えられる。
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Ⅰ　層

Ⅱ　層

Ⅲ　層

Ⅳ　層

Ⅴ　層

ａ層：暗灰黄色砂質土

（２．５Ｙ４/２）

現耕作土で客土

暗褐色弱粘質土

（７．５Ｒ３/４）シルト質で，

上位に遺物を含む

黒褐色強粘質土

（５ＹＲ３/１）径１～２�

白色粒を含む。

褐色弱粘質土

（１０ＲＹ４/４）シルト質で，

やや粘質がある。

シラス

ａ層：褐色～黄褐色

（１０ＲＹ４/６），１０ＲＹ４/６）

ｂ層：黄褐色～明黄褐色

（１０ＲＹ５/８），１０ＲＹ６/８）

ｃ層：黄燈色

（７．５Ｒ７/８）

Ⅰ　層

Ⅱ　層

Ⅲ　層

Ⅳ　層

Ⅴ　層

Ⅵ　層

暗灰黄色砂質土

黒褐色弱粘質土

暗褐色弱粘質土

黒褐色強粘質土

褐色弱粘質土

シラス

� ��������
� ��������

� ��������
� ��������

Ａ地点 Ａ地点
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　縄文時代の調査は，確認調査の結果を基に表土を重機により除去した後にグリッドを設定し，Ａ

地点及びＢ地点のⅡからⅢ層へと各層ごとに掘り下げを行った。Ａ・Ｂ地点の調査終了後にＣ地点

の調査を実施した。その結果，Ⅱ層から縄文時代早期の遺構検出や遺物出土があり，同じ層より縄

文時代晩期の遺物の出土がみられた。
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　　縄文時代の遺構は，Ｃ地点のⅡ層より集石遺構１基と落し穴状土坑１基が検出されている。
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　集石は，Ｃ－７区で安山岩を主体とした角礫などが５４個，略南北を長軸とした１００�×６２�の範

囲に，３か所に分かれたような状況で検出された。堀り込み等はみられなかったが，礫２個だけが

レベル的に１５～２０�下位にみられ，他の礫はほぼ同位置のレベルで検出された。礫全体が焼成を受

けているようで大変脆くなっていたが，周辺の土には焼土や炭化物は発見されなかった。　

　１は，集石内から出土した土器の小破片である。焼成を受けた痕跡はみられない。外面は摩耗を

受けているが，横方向の貝殻条痕による調整が施されている。内面は，ナデ調整で仕上げられ，胎

土には多くの砂粒を含んでいる。器壁が薄く，縄文早期の貝殻文系の土器が考えられる。
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　Ｃ－６区で検出された。Ⅲ層より掘り込みがあったと考えられる落し穴状の土坑で，埋土の上位

の色調は，Ⅲ層包含層の土質と類似していたためⅣ層上面で検出した。

　土坑の平面形は，長軸が１１０�，短軸が７４�を測る略楕円形状である。検出面からの深さは１４５�

と深く，Ⅳｃ層まで掘り込んでいる。

　埋土の色調は褐色土で，Ⅳｂ層の埋土に近い色調であった。底面の西壁側には，小さな６個の

ピットが弧状に検出された。小ピットの径は，１０�程度を測るものであった。当初は，逆茂木痕で

はないかと考え，断面をスライスしながら調査した結果，底面のピットは樹痕などの影響による自

然にできた可能性が考えられる。埋土からの遺物の出土はなかった。
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　出土した早期の土器は，小破片が多い。胴部に貝殻条痕文が施されており，時期は縄文時代早期

前半と考えられる。口縁部や文様の分かる胴部など４３点を図化した。

　２～５は口縁部の小破片である。２，３は口唇部が平坦で，口縁部外面には，貝殻腹縁による刺

突文が縦方向に施文される。その下には，貝殻条痕調整ののち斜めに貝殻復縁による刺突文が施さ

れている。４は，口唇部に刻目が施され，斜め方向に貝殻条痕文が施される。５は，器壁が約５�

と薄い。

　６～２３は，胴部の破片である。貝殻条痕調整ののち貝殻刺突文やヘラ状工具による沈線文などが

施される土器である。

　６～９は，斜め方向の貝殻条痕調整ののち，縦方向に列状の貝殻刺突文が施されている。内面は，

ケズリ調整で仕上げられている。６～８は，角筒土器，９はレモン形土器の可能性が考えられる。

　１０～１３は，貝殻条痕調整ののち貝殻腹縁による縦方向の刺突文が施されている。１０～１２は円筒土

器，１３は角筒土器と考えられる。

　１４～１６は，角筒土器と考えられ，貝殻条痕調整ののち縦方向に波状沈線文が施されている。

　１７は，角筒土器で，貝殻条痕調整ののち直線状の沈線文が施されている。縦方向の沈線文は，２

条１組となっている。

　１８～２１は，貝殻条痕調整ののち列状に刺突文が施されている。２０は，２列で構成されている。２１

は，器壁が１．２�と厚い。

　２２・２３は，縦方向の貝殻条痕調整ののち貝殻腹縁による刺突文が施されている。条痕がはっきり

施され，器壁が約１�と厚い。内面は，縦方向のケズリ調整で仕上げられている。

同一個体の可能性が高い。

　２４～４０は，胴部の小破片である。２重施文が確認できず，縦や斜め方向に貝殻条痕文が施されて

いるものを取り上げた。小破片で器形が分からないものが多いが，２４・３１・３２・３４・３８・３９は角筒

土器と考えられる。２６は，器壁が約５�と薄い。２８は，斜め方向に条痕が施されている。内面は，

縦方向のケズリ調整で仕上げられている。３１・３２は，同一個体と考えられる。器壁が約１．５�と厚

く，胎土に砂粒を多く含んでいる。３３の内面はケズリののちナデ調整が施され，丁寧に仕上げられ

ている。３４・３５は，同一個体と考えられる。器壁が約１�と厚い。胎土に角閃石を多く含んでいる。

内面は，縦方向のケズリ調整で仕上げられている。３８は，内面がケズリののちナデ調整で丁寧に仕

上げられている。胎土に石英を多く含む。

　４１～４３は，底部の破片である。４１は，器底の厚さが１�で，ほぼ直に胴部へ立ち上がる。剥離部

分が多いが，わずかに底部に近い胴部には斜め方向の貝殻条痕文が施されている。底部外面はナデ

調整で，底部から胴部に立ち上がる内面は指頭によるオサエ調整である。４２は，円筒土器の底部と

考えられる。外面は，摩滅が著しいが，わずかに縦方向の条痕調整が確認できる。４３は，レモン形

土器の底部と考えられる。器底の厚さは１．５�で，器底側面には縦方向の貝殻条痕が施される。
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　縄文晩期の土器は，縄文土器の中でも晩期の土器と考えられるものが多く出土している。器形は，

深鉢形土器や浅鉢形土器などである。出土した土器の大部分は，胴部の破片で傾きなど不明な点も

あるが，口縁部や胴部の屈曲部，外面の調整等について器形ごとに分類した。

　�　深鉢形土器（第１６図４４～第２３図１４８）

　　深鉢形土器は，外面に沈線や条痕を持つ粗製土器である。大きく口縁部，胴部，底部に分類し

た。

　ア　口縁部（第１６図４４～５７・第１７図５８～６０）　

　４４は，口縁部が緩やかに外反し，口唇部は平坦になっている。口縁部の幅は広く，横方向に数条

の沈線がみられる。内外面ともナデ調整で仕上げられている。

　４５～５７は，口縁部が外反し，外面がナデ調整で丁寧に仕上げられているものである。４５・４６は，

器壁が薄く，口唇部は先細になっている。４７～４９は，口唇部が平坦になっている。５０は，口縁部が

内傾している。５２は，口縁部に段が付き，口唇部は平坦になっている。５３は，口唇部が丸く仕上げ

られている。５４は，器壁が５�と薄く，口唇部が丸くなっている。径が５�の補修孔を持っている。

　５８～６０は，口縁部が外反し，外面に横方向の条痕が見られるものである。５８・５９は，口唇部は先

細になっている。６０は，口唇部が平坦に仕上げられている。

　イ　胴部（第１７図６１～第２２図１３１）

　胴部は，まず屈曲部とそれ以外の部位に分け，次に器面調整により細かく分類した。

　６１～７２は，胴部の屈曲部である。６１は，外面がミガキ調整で仕上げられ，わずかに屈曲する。６４

は，逆「く」の字状に屈曲し，稜をなす。外面は丁寧なナデ調整，内面はヘラケズリののちナデ調

整で仕上げられている。６５・６６は，内外面ともに丁寧なナデ調整で仕上げられている。６７は，胴上

部と考えられ，肩部でやや内側に曲がり，頸部から外に開く。外面は横方向の条痕調整ののちナデ

調整で，内面はナデ調整で仕上げられている。６８は，わずかに段を持つ頸部である。６９は，緩やか

に外に開く頸部で，外面は横方向の条痕調整ののちナデ調整で仕上げられている。７１・７２は，器壁

が約５�と薄い。緩やかに内側へ曲がる肩部と考えられる。ともに外面はヘラケズリ，内面は丁寧

なナデ調整で仕上げられている。

　７３～１３１は，屈曲部以外の胴部である。小破片が多く，傾きが不明なものもある。器面調整に

よって分類した。

　７３は，外面に沈線が施される。内外面ともナデ調整である。４４と同一個体と考えられる。

７４～７７は，外面がミガキ調整によって仕上げられている。７５・７６は，器壁が４�と薄い。７８～９８は，

外面が丁寧なナデ調整で仕上げられている。８１は，胴下部と考えられ器壁が約１�である。９９～

１２２は，外面がケズリ調整で仕上げられている。９９は，肩部からほぼ直線的に底部へ向かう部分と

考えられ，斜め方向のヘラゲズリが施されている。１０１は，外面はヘラケズリののちナデ調整，内

面はヘラミガキで仕上げられている。１０９は，外面にススが薄く付着している。内面はヘラミガキ

で仕上げられている。

　１１５は，ほぼ直線的に立ち上がる胴下部と考えられる。器壁は，約４�と薄い。内面は，ナデ調

整で丁寧に仕上げられている。１１８は，外面に薄くススが付着しており，黒褐色を呈する。１２１は，
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外面にヘラ等の工具でケズリ調整が施されている。

　１２３～１３０は，外面が条痕調整で仕上げられているものである。横方向に貝殻を用いて調整されて

いるものが多い。１２４は，まず横方向に条痕調整がなされ，その後斜め方向の調整が施されている。

内面は，ミガキで丁寧に仕上げられている。１２７・１２８は，外面が横方向の貝殻条痕で仕上げられて

いる。１２９は，肩部と考えられる。直線的に立ち上がり，肩部でやや内側に傾く。外面は横方向の

条痕調整ののち，ナデ調整で仕上げられている。１３０は，条痕調整ののちナデ調整で仕上げられる。

部分的にヘラ状工具によるケズリが見られる。

　１３１は，底部に近い胴部と考えられる。内外面ともナデ調整で仕上げられている。

　ウ　底部（第２２図１３２～１３７・第２３図１３８～１４８）

　底部の破片とわかるもの１７点を図化した。形状から４つに分類した。　

Ⅰ類（１３２・１３３）：内湾しながらすぼまる底部である。平底で，器底が比較的薄い。器底の張り出

しが小さいものである。１３３は，外面にススが付着し，黒褐色を呈する。

Ⅱ類（１３４～１４１）：内湾しながらすぼまる底部である。平底で，器底が比較的厚い。器底の張り出

しが小さいものである。１３４～１３７は，内外面ともナデ調整で仕上げられている。胎土に砂粒を多く

含む。１４１は，底径が１０．８�ある。胎土に砂粒を多く含む。

Ⅲ類（１４２～１４４）：器底が比較的薄く，胴部と底部の境が明瞭なもの。平底で，器底の張り出しが

大きいものである。１４２・１４３は，胴部への立ち上がり部分に稜をなす。１４４は，底径が１２．２�ある。

内外面ともナデ調整で仕上げられている。胎土に砂粒を多く含む。

Ⅳ類（１４５～１４８）：器底が比較的厚く，胴部と底部の境が明瞭なもの。台形状に大きく張り出すも

のである。１４５は，底径が１０�ある。１４７は，器底が約２�と厚い。底部側面は摩耗が著しいが，ナ

デ調整が施され，指頭圧痕が残る。

　�　浅鉢形土器（第２４図１４９～１５６）

　　浅鉢土器は，ミガキ調整で仕上げられる精製土器で，８点を図化した。大きく口縁部と胴部に

分類した。

　ア　口縁部（１４９・１５０）

　頸部で「く」の字状に外側に屈曲する。頸部はほとんどなく，口唇部に至る。口唇部は丸みを呈

する。１４９は，口唇部内側が凹み稜をもつもので，口径は１６．６�である。

　イ　胴部（１５１～１５６）

　１５１・１５３は，「く」の字状に内側に屈曲する肩部と考えられる。屈曲は短く，内外面ともミガキ

調整で仕上げられている。１５２は，肩部で丸く内湾している。１５４～１５６は，口径が大きな浅鉢の胴

下部と考えられる。１５４は，上部がわずかに内側へ屈曲している。１５５・１５６は，外に向かってやや

内側に傾きながら立ち上がり，内外面ともミガキで丁寧に仕上げられている。
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　出土石器は帰属時期が困難であった。これらの石器は，その特徴から縄文時代の石器に比定でき

るものが多かった。そこで，縄文時代の調査の項目で報告した。

　また，石器の中には，弥生時代の石器と考えられる１点については第３３図２１７に所収した。土坑

や溝状遺構の埋土中より出土した石器は，第４５図２８０～２８４に掲載した。

　本遺跡の石器には打製石鏃の出土はなく，土器に比べて石器の数の少ないことが本遺跡の特色で

もある。

　出土石器には，磨製石斧（１５７～１６０），打製石斧（１６１），スクレィパー（１６２～１６５），石錘（１６６

～１６８），石核（１６９～１７１），磨石（１７２～１７９・１８５）・砥石（１８３）・敲石（１８０～１８２）・凹石（１８４）・

石皿（１８６～１８９）・礫器（１９０～１９２）など埋土中のものを含めて４１点があった。

　石器の素材は頁岩（１５７・１５８・１６０）・蛇紋岩（１５９）・粘板岩（１６１）・硅質頁岩（１６２）・安山岩

（１６６～１６８・１７５・１７７・１７８・１８１・１８４～１８９・１９２）・凝灰岩（１８３）・メノウ（１６３・１８２）・三船

（１６９）や上牛鼻産の黒曜石（１６４・１６５・１７１）・ハリ質安山岩（１７０），砂岩（１６７～１７４・１７６・

１７９・１８０・１９１）などを用いている。素材の中では，小型の磨石や敲石（ハンマーストーン）には，

砂岩を，大型の石皿や凹石には安山岩を多く利用している。

　石斧は５点出土している。磨製石斧４点，打製石斧１点で，１５７・１５８以外はすべて破損品である。

１５８は未製品である。

　１５７・１５８は磨製石斧で，母岩より剥離されたままの素材を使用したものと考えられる。１５７は大

型の磨製石斧で，片面には自然面をそのまま残し，側面と頭部周辺のみに剥離による調整が施され

ている。一方，裏面は器面全体に母岩より剥離された状況で大小の剥離痕が残されている。刃部は

両面より丁寧な研磨により蛤刃状に仕上げられ，使用によるものか微細な刃こぼれを認める。また，

胴部側縁と刃部側縁付近の接点付近で２分割している。

　１５８は磨製石斧の未製品で，片面に自然面を残し，片側のみに大小の剥離痕を残している。刃部

の一部に簡単な剥離を加えたような痕跡を認め，製作を途中で放棄したことが考えられる。

　１５９～１６１は欠損品である。１５９・１６０は磨製石斧で，１５９は頭部のみの資料で，１６０は体部の一部を

残し，裏面の体部も欠損している。１６１は打製石斧の頭部のみの資料である。

　１６２～１６５はスクレィパーである。

　１６２は扁平で両面に光沢のある自然面を残した横長の素材を利用している。主要刃部は両面より

大小の交互剥離調整により丁寧に刃部を作っている。

　１６３は細身で片側に自然面を残している剥片を素材に用いている。剥片の自然面を残し，片側の

みに簡単な剥離を加えて刃部を作りだしている資料である。

　１６４は片側に自然面を残した素材剥片を利用し，一方の側縁の片側のみに押圧剥離を施し，刃部

としている。

　１６５は片面に自然面を残した厚みのある幅広い剥片を素材としているもので，下端に簡単な押圧

剥離を施し，刃部を作りだしている。

　１６６～１６８は楕円礫を素材に用いた石錘である。

　１６６は楕円礫の両側縁に両面から敲打による大小の剥離を加えて抉り部を作っている。
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　１６７は扁平な楕円礫を素材とし，片側を欠損している破損品で，側縁の片側のみに敲打による剥

離で抉り部を作りだしているものである。１６８は楕円礫の両側縁の両面に敲打による剥離で不整形

な抉り部となっている。

　１６９～１７１は黒曜石を素材とし，剥片剥離のなされた残核石核である。

　１６９の打面の形状は平坦面を打面にしたもので，剥片の剥離を正面と裏面において剥離している

資料である。１７０の打面の形状は上面の先行する剥離面を打面にしたもので，表裏面に剥離面を認

めるものである。１７１は自然面を残した楕円礫の一面に，敲打による剥離面を認める資料である。

　１７２～１７９・１８５は大小の楕円礫を素材とした磨石である。　

　１７２～１７７は小型で扁平な楕円礫を素材にした磨石で，表裏面に平坦な磨面をもつ資料である。

１７２・１７３は磨面のみをもつもので，敲打痕は確認できない。１７４～１７７は磨面と敲打痕のある資料で

ある。

　１７６はＡ地点の柱穴１の埋土上位で出土したもので，埋土と遺物包含層との判断が困難であった

ために，遺物包含層の出土として処理した。１７５・１７７は破損品である。１７８はボール状の楕円礫を

素材として使用のもので，片面には磨面をもつもので複雑な鈍い稜を認める。

　１７９は大きめの楕円礫を素材とした磨石である。上面の中央に円形状の敲打痕による不規則な凹

部のあるもので，側縁の一部に敲打痕が確認できる。被熱のためか表皮の一部が剥ぎ落ちている。

　１８０～１８２は大小の楕円礫を素材とした敲石（ハンマーストーン）である。

　１８０・１８２は側縁周に敲打による痕跡をもつもので，１８１は両側縁の一部と下端に敲打痕が確認で

きる資料である。

　１８５は断面が略方形状の安山岩の楕円礫を素材とした磨石で，四面に鈍い磨面をもつもので，両

面には部分的に敲打痕を認める。

　１８３は三面ともに磨面をもつ砥石で，１８６は四面をもつ礫の二面に磨面や敲打による浅い凹みもつ

石器である。

　１８４は約半分ほどを欠損している凹石である。両面ともに磨面をもつもので，中央部に不規則な

凹を作り出している。また，側縁周の一部には敲打による痕跡を認める資料で，「磨る」・「敲く」・

「潰す」の機能を兼ね備えている。

　１８６～１８９は石皿である。

　これらの石皿は，上面や下面には僅かに窪んだ磨面をもつもので，円形状の浅い凹みを１か所か

ら数か所を認める。１８７及び１８８は大半の部位を欠損しているもので，１８９は両面にクラックが走っ

ている。

　１８６は両面及び残存している側縁には磨面がみられる。これらの石皿は片面か両面かに一か所か

ら数か所に敲打による凹部がみられる。

　１９０～１９２は不定形の礫を素材に用いた礫器で，１９０・１９２は礫の表面の片側のみに敲打による大小

剥離調の調整により刃部を作りだしている。

　１９１は両面からの大小の敲打による剥離調整により刃部を作り出している資料である。
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　弥生時代の調査は，縄文時代と同様にＡ地点及びＢ地点のⅡからⅢ層へと各層ごとに掘り下げを

行った。Ａ・Ｂ地点の調査終了後にＣ地点の調査を実施した。

　その結果，主にⅡ層を中心にⅢ層上部から弥生時代中期後半から終末に位置づけられている１個

体分の黒髪式土器，弥生時代後期後半から終末ごろの中津野式土器などの出土が少量がみられた。

　なお，この層の上部については削平を受けたり，残存しても僅かな堆積のところも観察され，縄

文時代をはじめ古墳時代・古代の遺物などとともに出土している。

　本遺跡では弥生時代の遺構検出はなかったが，出土遺物には少量の土器と石器が出土した。本項

に掲載した石器は帰属時期の把握が困難で，砥石１点のみを掲載した。

　弥生土器には，甕形土器や壺形土器などがあり，黒髪式土器１個体分が一括して出土したが，出

土量は決して多くなかった。
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　１９３～２０８は甕形土器である。これらの口縁部は小破片のために傾き等について疑問の残るものが

ほとんどである。

　１９３は遺物包含層から一括して出土した資料で，底部の脚台部分を欠損している。口縁部から底

部にかけては９４個の破片で復元されたもので，本遺跡唯一の復元完形品である。

　口径は２６．０�，胴部径は２４．２�，復元高は３２．８�（復元底部は含まず）を測る。

　口縁部の断面は，鋤先状がくの字を呈し，口縁部上面の幅が狭く，端部は丸味を帯びている。口

縁部の内面は大きく内湾し鮮明な稜線を残し，胴部がすぼまっている。器形に若干の歪を認める器

形である。

　内外面の調整は斜位及び縦位のハケ目調整が施されているが，部分的には磨滅を受けているため

に不鮮明である。頸部下位の付近には，僅かに窪む１条の沈線を巡らせている。口縁部の外側口唇

端部より胴部にかけては煤の付着が観察でき，煮炊きに使ったと考えられる。

　１９４～２０２は，「く」字状もしくはやや外反する口縁部をもつ破片である。

　１９４の復元口径は２２．６�，１９５の復元は２２．７�，１９９の復元口径は１８．０�，２００の復元口径は２１．０�，

２０２の復元口径は２１．４�を，それぞれ測る。

　１９４～１９６・２０１は内面に稜をもつもので，内外面ともに磨滅を受けているが，ハケ目やナデ調整

の痕跡がわずかに残っている。

　１９３・１９４・２０９の調整は，内外面ともに鮮明さを欠くがナデ調整が部分的に残っているもので，

２００は口縁部外側から胴部にかけての部位で，濃淡の差はあるが煤の付着を認める。

　１９９・２００は口縁部破片で，２０３～２０６は胴部付近や胴部下位付近から底部付近にかけての破片，上

げ底の底部破片などである。２０４～２０６は上げ底の底部破片である。

　２０５は復元底径７．４�，２０４は復元底径９．４�，２０５は復元底径７．９�，２０６は底径１１．５�を測るもの

で，上げ底の脚台破片である。２０４・２０５は磨滅しているために調整痕を僅かに残し，２０６は内外面

ともに丁寧なハケ目の調整が施されている。

　２０７は，僅かに外反する口縁部から底部付近にかけての資料である。頸部付近には，くびれ部を

僅かにもつ器形で，復元口径２６．４�を測り，底部は欠損している。内面の大半は磨滅を受けている
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ためにナデ調整痕は鮮明さを欠くが，外面は器面全体に磨滅を認めるものの，横位・斜位及び縦位

のハケ目調整が施されている。

　２０８は口縁部から頸部と底部を欠損している胴部から底部付近までの資料で，胴付近の復元胴部

径３２．８�を測る。外面には斜位や縦位のハケ目調整を中心に横位の調整を認め，内面の大部分には

大小の剥落を受けている。
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　２０９～２１６は壺形土器の破片である。出土遺物のほとんどが小破片が多いために，壺の特長を示す

資料はなく，掲載した遺物２０９以外は頸部付近の破片である。傾きなどに疑問を残す資料が多く

あった。

　２０９は，僅かに外反する口縁部破片で，復元口径１２．４�を測る。口唇部外側の下位付近に２条の

貼付突帯を巡らす器形で，内外面ともにナデ調整を認めるものの大半は磨滅や剥落を認める。外面

の突帯間にはヘラケズリの痕跡が部分的に施されている。

　２１０～２１１は壺の頸部付近の部位が考えられる資料である。肩部付近には１条から２条の貼付三角

突帯を有する資料である。ともに内外の調整は磨滅しているために鮮明さを欠いでいる。これらの

破片は小破片のために器形の傾きは不明で，２１０・２１６以外の破片は刻目を有する突帯をもつ資料で

ある。
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　弥生時代の石器は，砥石１点のみを掲載した。

　２１７は扁平な安山岩を素材とした資料で，最大長７．７�，最大幅４．２５�，最大厚１．９�，重さ８４．９６

ｇを測る。裏面と両端部は欠損している砥石で，表裏面と両側縁には細かな磨面とわずかに擦痕が

確認できる資料である。この砥石は，使用によるためか各面には部分的に敲打による痕跡を残して

いる。
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　本遺跡の検出遺構は，柱穴，土坑，溝状遺構などが検出された。

　遺構には成川式土器の甕や壺，土師器の甕，須恵器の甕の大小破片などを中心に，縄文早・晩期

の土器や石器などの遺物も少量であるが埋土内から出土した。

　Ａ地点ではⅡ層が遺物包含層，表土の上位に客土があったためにＣ地点では，Ⅲ層がＡ地点のⅡ

層に相当する包含層で，これらの層から遺構を検出した。このⅡ層及びⅢ層は，場所により一定の

層幅もなく，後世の削平を受けていることから，残存しても僅かな堆積のところも観察された。

　また，包含層は縄文時代から古代などの遺物も混在して出土した。そのために検出遺構の帰属時

期が困難であったが，遺構の埋土内からは古墳時代から古代にかけての資料が大半を占めているた

めに，この項で取り扱うこととした。

　遺構には，調査時に須恵器ピットとして調査を実施した柱穴状の遺構をはじめ，各地点での検出

した柱穴（６１個）・土坑（１４基）・溝状遺構（１条）などがあげられる。

　これらの遺構のうち，柱穴はＡ地点で８個，Ｂ地点では４２個，Ｃ地点１１個を検出した。そこで掘

立柱建物跡についての復元を試みたが，建物跡としての復元は困難であった。中には樹痕が絡んだ

跡と判断したものもあった。

　遺構の中には須恵器ピットとして調査したが土坑の項で扱った。この遺構の埋土には，須恵甕の

破片の塊を上位と中位に意識して投棄したような状況での出土が確認された。
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　土坑は１４基が検出された。Ａ地点では調査区の南北端で２基を検出した。Ｂ地点では４基（Ｆ－

５区で１基，Ｇ－５区で１基，Ｈ－４区で２基），Ｃ地点では７基（Ｃ－４区は隣接して２基，Ｄ

－６区では隣接して２か所で４基，Ｄ－７区で１基）の内訳である。

　土坑の形状は，楕円形を基調とするものと不定形な掘り込みをもつ略楕円形状のものとに大別で

きる。土坑の平面形や埋土状況をみると掘り込み面が明瞭でなく，床面が不安定で凹凸面が観察で

きるものがある。そこで，樹痕跡などをも想定したが人工的な掘り込みのある土坑に樹痕が絡んだ

形態である。

　土坑内出土遺物には，成川式土器の甕や壺，古代の土師器を中心に，縄文早・晩期の土器片や少

量の石器などがみられた。中には小破片のために図化が困難なものも多く，炭化物，焼土塊，礫な

どがみられた土坑もあった。

　土坑１２・１３については，土坑の形状や埋土状況から検討した結果，１２号土坑は縄文早期の落し穴

状遺構������，１４号土坑は人工的な掘り込みでなく樹痕跡と判断した。
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　１号はＡ地点（Ｃ－４区）の調査区北側端部で検出した。その形状は不定形の楕円形状を呈する

土坑で，長軸が１４３�，短軸が９０�を測る。検出面からの深さが２４�であった。平面図をみると掘

り込み面が明瞭でなく床面が不安定で，柱穴状の掘込みらしい痕跡を認めた。この土坑は人工的な

掘込みに樹痕が絡んだものが考えられる。

　２１８は縄文晩期の土器片で，他は数点の破片と風化した黒曜石のフレークなどが出土した。
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　２号はＡ地点（Ｃ－４区）の調査区南側端部で検出した。その形状は隅丸三角形状もしくは楕円

形状を呈する土坑で，長軸が１３０�，短軸が１２７�を測る。検出面からの深さが２３�であった。平面

図をみると掘り込み面が不定形で，床面が凹凸が著しいことから樹痕跡を想定したが人工的な土坑

に樹痕が絡んだものである。２１９は成川式土器の甕の口唇部を欠損した口縁部破片である。２２０は壺

の胴部付近の破片で，１条の貼付三角突帯に刻目を巡らす破片である。
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　３号はＢ地点のＨ－４・５区の区境で検出した。その形状は細長い不定形の楕円形状を呈する不

定形の土坑で，長軸が２３２�，短軸が１５９�を測る。検出面からの深さが３５�で，掘り込み後の床面

は凹凸が激しく樹痕が絡んだ土坑で，埋土内より土器小破片が出土した。
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　４号はＢ地点のＨ－４区の調査区北西側で検出した。その形状は不定形の楕円形状を呈する土坑

で，長軸が２００�，短軸が１７４�を測る。この土坑はⅣ層上面（Ａ地点ではⅢ層）で検出され，検出

面からの深さが６２�を測る。土坑内の床面には樹痕跡と想定されるピット状の掘り込みがあり不安

定であった。人工的に掘込んだ土坑に樹痕が絡んだもので，埋土内より磨石や土器破片が出土した。

土器片の図化は困難であった。

　２８０は上部の約半分を欠損した安山岩を素材とした磨石である。現存全長５．１�，現存幅６．６�，

現存厚３．６�，重量１７８．９２�を測る。両面や下端面及び片側側縁には磨面が確認できる。

　また，片側の側縁に敲打による浅い凹凸面が施され，「磨る」・「敲く」の機能を備えている。
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　５号はＣ地点のＤ－６区で土坑７の南側約１ｍのところで検出した。その形状は楕円形状を呈す

る土坑で，長軸が１５２�，短軸が１３２�を測る。この土坑はⅢ層上面で検出され，検出面からの深さ

が５９�であった。掘り込み後の床面はシラスで，埋土内より成川式土器や土師器などの破片をはじ

め炭化物，焼土塊などが出土した。

　特に，炭化物や焼土片は埋土からまんべんなく確認され，わりと大きい焼土塊は埋土の中位から

上位で確認できた。

　２２１・２２２は成川式土器の甕で，弥生時代の後期終末の口縁部破片が考えられる。２２２は胴部破片

で，器種は不明である。

　２２３～２３２は土師器である。２２３～２２６は甕の口縁部破片で，２２３は復元口径２１．８�，２２４は復元口径

２０．０�を測る。２２４は内面に稜線をもつ破片で，２２３は口縁部の内面に稜線を残し，下位はヘラ削り

にる調整痕を認める。２２７は口縁部を欠損した甕の頸部付近から下位の部位である。２２８～２３０は器

種は不明で，胴部付近や胴部から底部付近にかけての破片である。

　２３１・２３２は器種は不明であるが土師器の口縁部破片である。２３３・２３４は須恵器の大甕で，頸部付

近から胴部付近にかけての破片である。ともに外面には細かい格子目タタキ目の痕跡をもつ破片で，

一部に自然釉が確認できる。内面の調整は平行タタキ目で，２３４は内面上位に平行タタキ調整後に

同心円紋の当具による調整痕を部分的に残している。
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　６号はＣ地点のＤ－７区の調査区北西側で検出した。その形状は不定形の楕円形状を呈する土坑

で，長軸が１２６�，短軸が７４�を測る。検出面からの深さが２０�の浅い土坑で，埋土中より縄文晩

期の底部破片や数点の成川式土器や土師器などの破片の出土があった。ともに小破片のために図化

は困難であった。

��������	


　７号はＣ地点のＤ－６区の土坑５に隣接したところで検出した。その形状は楕円形状を呈する土

坑で，長軸が９０�，短軸が７０�を測る。検出面からの深さが１５�と浅く，土坑上位のほとんどが削

平を受けている。楕円形を呈する床面は，長軸８５�，短軸５７�を測り，比較的フラットな面を形成

し，土坑の中央付近の埋土上位には焼土粒がかなり混入していた。埋土中の出土遺物は土器小破片

のみであった。

��������	


　８号はＣ地点のＣ－４区の調査区北側端で，土坑９に隣接したⅢ層上面で検出した。この土坑の

周辺には柱穴や溝状遺構など多くの遺構が検出され，遺構の一部は調査区外へ延びている。土坑の

平面形は不定形な楕円形状を呈するもので，長軸が１４５�，短軸が１０５�を測る。検出面からの深さ

が３０�であった。断面形をみると深浅３基の土坑が重複したようにもみえるが，確定するまでには

至らなかった。しかし，土坑の平面形をみると床面に樹痕跡と想定される掘り込みが確認され，人

工的な土坑に樹痕が絡んだものである。埋土内には土師甕や坏の小破片が出土したが，図化は困難

であった。
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　９号はＣ地点のＣ－４区の調査区北側端で，土坑８に隣接したところのⅢ層上面で検出した。そ

の形状は細長い不定形な形状の土坑で，長軸が２０５�，短軸が４０�を測る。検出面からの深さが３０

�であった。断面形をみると深浅２基の土坑が重複したように見えるが，確定するまでには至らな

かった。土坑埋土内より土師器の甕や坏などの小破片が少量出土した。
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　１０号はＢ地点のＨ－４区の調査区北西側で検出した。その形状は不定形の楕円形状を呈する土坑

で，長軸が１８５�，短軸が１２０�を測る。検出面からの深さが１００�であった。土坑内の平面形をみ

ると床面に樹痕跡と想定されるピット状の掘り込みがあり不安定である。この土坑も人工的な土坑

に樹痕が絡んだものである。

　２３５・２３６は成川式土器で，２３５は甕の胴部下位から底部破片，２３６は上げ底の破片，２３５は復元底

径１０．０�，２３６は復元底径８．０�を測る。

　２３７～２３９は壺の破片で，２３７は頸部破片で，２３８は底部付近の破片である。２３９は壺の肩部の下位

付近から胴部下位にかけての破片で，胴部に１条の貼付刻目三角突帯を巡らし，復元胴部径は２７．５

�を測る。
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　１１号はＢ地点のＨ－４区の調査区北西側で検出した。その形状は不定形の楕円形状を呈する土坑

で，長軸が１４７�，短軸が１０３�を測る。検出面からの深さが５６�であった。土坑内の平面形をみる
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と床面に樹痕跡と考えられるピット状の掘り込みがあり不安定である。この土坑も人工的な土坑に

樹痕が絡んだものが考えられる。

　２４０は斜位の貝殻条痕文と隅角部には貝殻腹縁刺突文施文をもつ縄文早期の角筒土器の破片であ

る。２４１・２４２は縄文晩期の土器破片で，２４１は深鉢の口縁部で，２４２は浅鉢の胴部破片である。

２４３・２４４は弥生時代後期の終末の口縁部破片で，２４４は復元口径２６．８�を測る。

　２４５～２４９・２５２は成川式土器の破片で，２４８は壺の肩部で，２か所に突帯を貼付け，突帯沿いに沈

線文をもつ破片で形式名は不明である。２４５・２４６は甕の底部付近や底部の上げ底の破片で，２４６は

復元底径５．０�を測る。

　２４８～２４９は壺の肩や肩部付近から胴部にかけての破片で，２４７は貼付刻目突帯文をもつ破片であ

る。
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　１３号はＢ地点のＦ－５区の調査区西側端部で検出した。その形状は細長い楕円形状を呈する土坑

で，長軸が３８４�，短軸が１４０�で，検出面からの深さ２８�を測る。大きい規模の土坑としては深さ

の浅いものである。埋土内には土器小破片が出土したが，図化は困難であった。

��������	
�������
������	�

　１５号土坑は，Ｃ地点のＦ－６区の調査区西側端部で検出した。これまでの土坑とは形状や深さな

どが異なっている。調査時には埋土中より大小の須恵器片が多く出土したことで，須恵器ピットと

していた遺構である。

　土坑は不定形の楕円形状を呈した大きい柱穴状の遺構で，長軸が４２�，短軸が３３�，検出面から

の深さ１１０�，土坑の中位径は２７�～３６�で，床面径は２４�～２７�を測り，床面はほぼ平らで硬化

面を認めた。

　土坑の掘込み面は遺物包含層下位のⅣ層上面で検出したが，検出レベルの上位からも土坑内出土

のものと類似する須恵器片が出土し，実際の掘込み面は上位にあったと考えられる。土坑の埋土と

Ⅲ層の色調がほとんど同質で，調査時には掘込み面の検出が困難であった。

　土坑の実際の深さは，先述のとおりⅢ層から掘込まれたものと考えられ，Ⅵｃ層まで達している。

土坑の埋土は，徐々に埋まったものでなく，いっぺんに埋まったような状況が観察された。床面は

ほぼ平らで，硬化面が確認された。

　土坑の埋土内上位と中位の２か所に須恵甕の破片３５点がまとまって出土し，２５４～２６２が上位，

２６３～２７１が中位から出土した。

　２５４～２５６は口縁部から頸部にかけての破片である。

　２５４は，頸部から口縁部直下までは大きく外反するが，口縁端部は直立する。頸部と体部の接合

部直下には指頭による調整痕が顕著に観察され，さらに接合部は凹線状になっており，丁寧に調整

されてはいない。口縁部から頸部の内外面ともにヨコナデ，頸部と体部の接合部内面は指オサエの

のちヨコナデ，肩部外面は平行タタキ，肩部内面は同心円文の当て具痕が残る。色調は，頸部の外

面は暗赤褐色とオリーブ黄色，内面は頸部が暗赤褐色であるが，頸部下方から肩部までは暗赤褐色

で，一般的な須恵器の印象とはかけ離れた色調である。

　２５５は，口縁部直下に櫛描波状文が描かれ，調整は外面が格子目のタタキののちにハケ目，内面
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はヨコナデ調整が施されている。頸部と体部の接合面には格子状の接合沈線が施され，接着力を高

める工夫がなされている。色調は外面が灰白色で，内面が褐灰色であるが，頸部下方は２５４と同じ

暗赤褐色を呈している。

　２５６は中型の甕で頸部は短く外反し口縁端部は四角におさめられている。口縁部から頸部の内外

面ともにヨコナデで，肩部は外面が格子目タタキ，内面は同心円文の当て具痕が残る。また，頸部

と体部の境には上方から下方への擦痕跡が確認される。色調は，外面が暗灰黄色で，内面は黄灰色

であり，２５４・２５５とは異なる。

　２５８・２６２は肩部破片である。２５７・２５９～２６１は胴部破片で，調整は外面がともに細かな格子タタ

キ目，内面は２５９が上位に同心円文，下位には平行タタキ目，２５７・２６０・２６１の内面には平行タタキ

目調整が施されている。

　埋土内の中位から出土した２６３～２７１は，すべてが体部破片である。

　２６３～２６４・２６６・２６７・２７１は胴部破片で，２６５以外は外面が平行タタキ目が残り，さらにこの痕跡

は純粋な平行タタキ目でなく，一部が格子風になっていることから同じ叩き板を使用したと考えら

れる。このことから同一個体が考えられる。

　また，２６５の外面は目の細かい格子タタキ目，内面は平行タタキ目が残り，タタキ痕からみると

別個体の可能性が考えられるが，外面の色調が他のものと似ていることから，同じ窯で焼成された

など何らかの関係が考えられる。

　２６８は肩部破片で，内面には同心円文の上に平行タタキ目が残り，さらにその上に先端部に丸味

のある道具で押すような痕跡が残る。

　２６９は肩部破片で，外面は平行タタキ目，内面は同心円文の当て具痕が残り，２７０はその下方に平

行タタキが認められることから肩部から胴部にかけての破片である。

　これらの体部片は，２５７～２６７・２７１の色調が類似することから，埋土中上位から出土した２５４か

２５５と同一個体の可能性が考えられる。また，２６５は外面に細かい格子タタキ目が残ることから埋土

内上位から出土した２６０と同一個体の可能性も考えられるが，現段階では２５４・２５５は，それぞれ形

態の異なった口縁部をもっていることから，１５号土坑には少なくとも３個体分の甕の破片があるこ

とが明らかである。

　２７２～２７４は１５号土坑直上から出土し，土坑内埋土中から出土するものと色調や特徴が類似するも

のであり，この存在から土坑の掘り込み面がⅢ層中からあった可能性が考えられる。

　２７２は肩部破片で，外面の平行タタキ目から２５７・２５９・２６１・２６３～２６７・２７１と同じ板を使用して

いるが，同一個体であるかの判断は困難である。

　２７５～２７９は，包含層から出土したものであるが，２７５・２７６は１５号土坑埋土から出土した２５５に特

徴が類似する。２７７・２７８は，外面の口縁部から頸部はヨコナデ，肩部は格子のタタキ目が残る。ま

た，内面は口縁部から頸部までヨコナデで，肩部は同心円文の当て具痕が残る。さらに，これらは

１５号土坑埋土中より出土した２５６と類似するが，２５６の頸部は完全に残っていることから別個体であ

る。

　２７９は壺の肩部破片が考えられる。外面は平行タタキ目，内面は指オサエののちにナデ調整が施

されている。これには外面に把手のようなものが付いていた痕が残されている。



－６８－

��������	�
��



－６９－

��������	�
��



－７０－

��������	�
��



－７１－

��������	�
��



－７２－

���������	
����������
����
�	���	��

　溝状遺構はＢ地点のＦ－５区の調査区西側端部で検出した。その形状は細長い楕円形状を呈する

土坑で，長軸が３７０�，短軸が１６４�を測る。検出面からの最大の深さは７６�であった。

　溝状遺構の平面形をみれば，３つの土坑が絡んだような形態で，床面をみると樹痕跡と想定され

るピット状の掘り込みが確認された。床面は不安定で人工的な掘込みに樹痕が絡んだものと考えら

れる。

　この溝状遺構を検出した地点には，多くの遺構が集中して検出され，遺構のほとんどが調査区外

へ延びている。

　溝状遺構の埋土には，成川式土器の壺，須恵器の甕，土師器の口縁部破片のほか，磨石・敲石・

砥石などの石器も出土した。

　２５０・２５１は須恵器の肩部付近や胴部付近の破片である。

　２５０は胴部付近の破片で，調整は内外面ともに平行タタキ目が施されている。２５１は肩部の破片で，

調整は外面が平行タタキ目，内面が同心円文で整形されている。

　２５２は成川式土器の壺の肩部破片，２５３は土師器の口縁部破片である。２５２は磨滅を受けているが，

不鮮明であるがナデによる調整を認める。

　２８１～２８４は敲石，砥石である。

　２８１は砂岩の楕円礫を素材とした磨石で，両面ともに磨面を認め，表面の一部と側縁には敲打痕

が確認できる。

　２８２，２８３は砥石で，２８２は安山岩，２８３は頁岩を素材としている。

　２８２は両端を欠損しているが，各面ともに丁寧な磨面を認める。２８３は扁平な素材を用いた砥石で，

両面及び上端部に細かな磨面を認め，片面の一部には円形状に敲打による痕跡を残している。また，

両面の両側端ともに敲打による大小の剥離痕が確認できる。
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　２８４は柱穴４の埋土から出土した砥石で，２８５は柱穴５０の埋土から出土した双孔棒状土錘である。

　２８４は砂岩の方形状の礫を素材に用いた砥石の欠損品である。両面及び片側側縁には磨面を認め

る。表面には円形状の浅い敲打による痕跡を認め，「磨る」・「敲く」の機能をもっている。

　２８５は下端部を欠損している双孔棒状の土錘である。現存全長は６．２�，現存幅は２．０�，現存は

厚２．０�，重量は１９８�を測る。上端には両面から約５�の円孔を穿っている。器面全体が磨滅を受

けている。
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　古墳時代の調査では，Ⅱ層を中心にⅢ層上部より成川式土器などの出土がみられた。

　本遺跡出土の成川式土器は，口縁部から底部まで復元できたものは皆無である。口縁部や底部以

外の破片では，甕と壺との区別や形態による分類はできなかった。

　出土遺物は，ほとんど土器で，特徴が把握できる部位に口縁部破片，頸部から胴部にかけての破

片，胴部破片，胴部下位から底部付近の破片，底部破片などの資料があった。

　しかし，その多くは細片で磨滅を受けている。内外面の整形は，鮮明さを欠いだ調整痕をはじめ

に，痕跡の薄いものがほとんどであった。

　出土遺物で特徴のある破片は，図化に努めるように心がけたが困難なものも多く，個々の資料で

の傾きについては疑問が残る。

　２８６から３４９は成川式土器で，２８６～２９２，２９４～３１９は甕形土器，２９３・３２２～３４９は壺形土器，３２０は

高坏形土器などの出土があった。
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　２８６～２９２，２９４～３１９は甕形土器の破片である。２８６～２８８，２９４～３０１は口縁部破片で，２８９・２９０は

口唇部を欠損した頸部付近の資料である。２９１・２９２は胴部から，その下位までの部位が考えられる。

　２８６・２８７は内外面ともに横位や斜位のハケナデ整形が施され，２８７の内面には煤の付着を認める。

内面への煤の付着は，二次焼成を受けた破片が考えられる。

　２９１・２９２は頸部下位から胴部下位にかけての資料で，調整は内外面ともに斜位に丁寧なハケナデ

整形である。

　２９４～３０１はやや外反する口縁部で，３０２～３０８は胴部から胴部下位までのものである。

　３０９～３１９は胴部下位から底部付近や底部破片で，３１６～３１９は復元による底径が可能な底部である。

３１６は復元底径５．３�，３１８は９．０�，３１９は７．４�を測る。調整は内外面ともにハケナデによる調整が

施されている。
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　２９３・３２１～３４９は壺形土器の破片である。

　２９３・３２１～３４０は肩部付近から胴部までが考えられる資料で，３４１～３４３・３４８は胴部下位から底部

付近までのものである。３４４～３４７は底部である。２９３は頸部から胴部付近にかけての破片である。

３２１～３２４・３２９は頸部に１条から２条の貼付三角突帯を巡らす破片で，３２１と３２３は貼付三角突帯に

刻目をもつ資料である。

　３２５～３２８・３３１は胴部付近の破片で，最大胴部径付近には貼付突帯を施している。３２５～３２８は格

子目の刻目突帯を巡らすものと３３１のように帯条の突帯を有するものである。

　３３５～３３９は肩から胴部付近にかけての破片で，外面には工具により縦位や横位による数条の沈線

を施し，その上に連続して縦位に短略線を施文している資料である。外器面には細線による格子状

のハケによる調整を施している。

　３４４～３３９は丸底の破片で，ぶ厚い器壁をもつものもある。
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　３２０は高坏形土器の脚部破片である。坏部と脚部の裾部を欠損した資料で，器面全体が磨滅して

いるために調整の痕跡は剥落し不明である。
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　古代の調査は，縄文・弥生・古墳時代と同様な手順で調査を実施した。その結果，主にⅡ層を中

心にⅢ層上部より土師器の甕・壺・坏・ ・内黒土師器，須恵器の甕・壺や土錘などの出土がみら

れた。

　本遺跡から出土した土師器も細片が多く，磨滅を受け内外面ともに調整痕跡は鮮明さを欠くもの

や磨滅して不明なものが多かった。

　古代の出土遺物は，口縁部から底部まで復元できたものは皆無であったが，口縁部から胴部下位

までの破片，口縁部から胴部までの破片など復元できたものは９点程度であった。

　口縁部破片，頸部から胴部にかけての破片，胴部破片，胴部下位から底部付近の破片，底部など

部位別の特徴で分類を行った。しかし，その多くは細片で，磨滅を受けているために内外面とも調

整の痕跡が薄いものがほとんどである。

　３５０～３５２，３５４～３５７，３５９～３６３は緩やかに外反する短い口縁部破片である。

　３５０～３８９は甕形土器もしくは鉢形土器が考えられるが，鉢形土器として扱かった。

　３９０～４１０は坏か の口縁部破片，４１１～４３８は坏の底部破片，４３９～４５５は の底部破片，４５６～４７６

は内黒土師器の口縁部破片，４７７～４８１は内黒土師器の口縁部から底部にかけての破片，４８２～４９０は

内黒土師器の底部破片，４９１は内黒土師器の坏の底部破片，４９２～５３８は須恵器の口縁部・頸部・肩

部・胴部などの破片，５３９～５５２は土錘である。
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　古代の甕は，口縁部から底部まで復元できた資料はなかった。

　３５３・３５８・３７３・３８５は口縁部から胴部下位付近までの破片，３６７・３６９・３８０口縁部から胴部付近

まで復元できた資料である。

　３５０～３８１は甕形土器で，３５０～３５２，３５４～３５７，３５９～３７２，３７４～３８０は口縁部破片や口縁部から頸

部までの破片である。口縁部は「く」の字状に外反し，口唇部で平坦面を作り出すようにもう一度

外反するもの，口縁部の短いもの，口縁部が僅かに外反する資料などである。

　これらの口縁部から頸部付近までの資料は，破片のために傾きなどに疑問が残るが，胴部が丸み

を帯びながらのびて口縁部の下で内湾するもの，胴部が上部では直線的に上にのびて口縁部の下で

内湾するもの，胴部がわずかに開きながらのびて口縁部で外反するもの，胴部が開きながらのびて

口縁部で外反するものなど破片の部位からみられる。

　３５８は復元口径２４．０�を測る。形態は胴部が直線的に上にのびて，屈曲部付近では若干内傾し，

短い口縁部を作り出している。外面の調整は，頸部付近がヨコナデ，その大半が磨滅のために消滅

し，鮮明さを欠くが一部にナデ整形を認める。内面の調整は，指頭による調整後ヘラケズリが施さ

れ，全体的に磨滅のため調整痕は不鮮明である。

　３６０は復元口径１８．０�を測る。外面及び口縁部上面はヨコナデ，内面の屈曲部から下位には右下

がりのヘラケズリ調整後ナデが施されている。
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　３６９は，胴部が直線的にのびて，口縁部は大きく外反している。調整は口縁部の内外面ともにヨ

コナデ，屈曲部より下位では外面が丁寧なハケナデ，内面はハケナデ後ナデ調整が施されている。

　３７３は復元口径２３．２�を測る。口縁部は大きく外反し，胴部は丸みを帯びながらのびて口縁部下

で内湾している。内外器面ともに磨滅をうけているが，調整は外面がナデ整形で，内面は屈曲部か

ら下位が右下がりのヘラケズリ整形後ナデ調整が施されている。

　３８０は復元口径２６．４�を測る。口縁部が僅かに外反する資料である。調整は磨滅を受けているが，

外面はハケナデ，内面の屈曲部から下位はヘラケズリ後ナデ整形が施されている。

　３８１は復元口径３０．０�を測る。口縁部は直線的に立ち上がりながら僅かに外反している。器面は

磨滅を受けているが，外面の上位はヨコナデ，下位は縦位のナデ整形で調整されている。
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　古代の壺形土器は，口縁部から底部まで復元できた資料は皆無であった。頸部付近の破片，胴部

下位から底部にかけての破片，底部破片などがみられた。各部位ともに図化に努めたが，その多く

が細片のために３８２～３８４のみの資料を掲載した。

　３８２は頸部付近の破片で，３８３胴部下位から底部付近にかけての破片，３８４は底部破片で，底部径

５．０�を測る。ともに調整は磨滅や剥落を受けて鮮明さを欠くが，部分的に観察できる。
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　古代の鉢形土器は，口縁部から底部まで復元できた資料は皆無であった。口縁部破片，口縁部か

ら胴部下位までの破片，口縁部から底部付近にかけての破片などがみられた。

　３８５・３８６は口縁部の大きさから鉢形土器に分類したが，胎土や焼成から中世以降の可能性をも含

んでいる資料である。

　３８５は復元口径１４．４�を測る。胴部がわずかに開きながらのびて，口縁部は外反している。調整

は外面に指頭痕を残し，外面が横位及び斜位のナデ，内面ヘラケズリ後ナデ整形が施されている。

３８６は復元口径２１．４�を測り，僅かに外反する短い口縁部で破片である。調整は磨滅を受けている

ために鮮明さを欠くが，ナデ整形が施されている。

　３８７は復元口径１３．２�を測り，僅かに外反する口縁部破片である。調整は磨滅を受けているが，

外面がヨコナデ，内面の口縁部付近はヨコナデ，屈曲部から下位は右下がりのヘラケズリ後ヨコナ

デ整形が施されている。
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　３９０～４１０は口縁部破片で，４１１～４３３は底部破片である。これらの資料のほとんどは磨滅している

ために調整の痕跡に鮮明さを欠くものがほとんどである。口縁部破片のみの資料は，この項で取り

扱った。

　３９０～３９６は口縁部から底部付近までの破片で，体部は直線的立ち上がる資料で，３９５は僅かに口

唇部を欠損している。ともに磨滅を受けているが，回転ナデ調整の痕跡を残している。

　３９０の復元口径は１３．４�，３９１の復元口径は１６．８�，３９２の復元口径は１６．２�，３９３の復元口径は

１３．２�，３９４の復元口径は１４．１�，３９６の復元口径は１０．８�を，それぞれ測る。

　４０４・４０６・４０７の外面は回転ナデ調整の痕跡が顕著に残している資料で，４０４と４０７はナデとナデ

の間に鮮明な稜線をもつほど鮮明に調整が施されている。
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－９０－

　４０８は口縁部の内面に煤の付着を認めるもので，二次的な使用としての燈明皿への転用が考えら

れる。

　４１１～４３３は底部破片で，底部が完形なものは４１１が１点のみであった。４１９・４２２～４２４以外の資料

は復元完形品である。４１６・４２８は渦巻き状のヘラ切りの痕跡を残している資料で，ほとんどの資料

が磨滅を受け，調整の痕跡は鮮明さを欠くものが多かった。復元底径ではあるが若干のあげ底とな

るような資料もみられる。
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　４３９～４５５など高台付を とした。しかし，４３９は高台付の皿で唯一の完形品である。

　４４０・４４２・４４６・４４７・４５４は の底部で，底部が完形のもので，他の資料は底部径が復元できた

ものである。４４０の底径は６．８�，４４２は６．４�，４４６は８．２�，４４７は７．４�，４５４は７．８�を，それぞれ

測る。 の体部からの立ち上がりは破片のために定かでないが，体部より直線的に立ち上がるもの

と比較的曲線状に立ち上がるものや緩いものもが想定される。
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－９１－

　４３９は口縁部径１２．４�，器高４．７�，底径７．６�を測る皿である。体部は口縁部に向かい直線的に

立ち上がるもので，高台は面をもち，若干内側から外側に傾斜している。脆弱で保存状況は不良で

磨滅を受けているが，横位のハケ目調整痕を残している。内面には暗赤茶褐色の塗布を一部に残し，

胎土には多くの赤色粒を含む。体部と高台には，器面両側に部分的であるが，煤の付着を認める。

　４４６・４５１は底部破片で，高台や体部の一部に煤の付着を認め，４３９とともに二次的な使用として

の燈明皿への転用が考えられる資料である。

　４３９・４４１～４４６は比較的に高台が高いものである。
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　４５６～４９１は内黒土師器の破片である。４５６～４７５は口縁部破片で，４７６～４８１は口縁部や底部を欠損

した体部破片，４８２～４９１は底部破片である。４８２～４９０は の底部破片で，４９１は坏の底部破片であ

る。これらの資料のほとんどは磨滅しているために調整の痕跡に鮮明さを欠くものがほとんどであ

る。

　４５６～４５９，４６３・４７５は復元口径が計測できる口縁部破片である。４５６の復元口径は，１７．２�，４５７

は１７．２�，４５８は１１．８�，４５９は１９．０�，４６３は１２．２�，４７５は１４．０�を測る。

　４８２～４８８，４９０は の底部破片，４９１は坏の底部破片である。４８２の復元底径は，７．８�，４８３は，

８．１�，４８４は６．９�，４８５は７．８�，４８６は７．６�，４８７は７．６�，４８８は８．２�，４９０は８．０�を，それぞれ

測る。
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　４９２～５０５は壺の破片である。

　４９２・４９３は口縁部破片で，４９２は口縁端部を四角におさめ，外面は口縁部から頸部がヨコナデ，

頸部下端はタタキ調整ののちナデ，内面はヨコナデによる調整である。４９３は，内外面ともにヨコ

ナデで調整され，口縁端部は丸くおさめ，口縁部の下方にはにぶい突帯が付くものである。

　４９４～４９８は肩部破片で，４９９～５０５は胴部破片である。

　５０６～５３８は甕の破片である。

　５０６～５１０の外面は細い格子タタキ目で，５０６以外の内面は同心円文のみが残ることから肩部破片

が考えられる。５０６は内面が同心円文ののち平行タタキ目が残ることから胴部破片である。

　５１１は外面が平行タタキ目，内面が同心円文ののちに平行タタキ目の施文があり胴部破片が考え

られる。５１２～５１８は外面が平行タタキ目，内面には同心円文が残ることから肩部破片と考えられる。

　５１９・５２０は，外面が格子タタキ目，内面は同心円文で肩部破片である。５２１は外面が平行タタキ

目，内面は同心円文ののちに平行タタキ目で，５２２の外面には格子タタキ目，内面は同心円文のの

ちに平行タタキ目が施され，胴部破片が考えられる。

　５２３～５２５・５２８～５３８は，内外面ともに平行タタキ目，５２６・５２７は外面が格子タタキ目，内面が平

行タタキ目が残り，胴部破片が考えられる。



－９２－
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－９８－
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　５３９～５５２は土錘である。５３９～５４７は双孔棒状土錘で，５４８～５５２は管状土錘である。これらの土錘

は，土坑４出土の１点を含めて１５点が出土し，５３９以外はすべて欠損品である。

　双孔棒状土錘は，棒状粘土の両端に穿孔を持つもので，両面より３～５�の穿孔が施されいる。

体部の下端や体部片側から下端などを欠損したものが多い。

　５３９は唯一の完形品で，両端は面取りされ，体部は若干歪の形状を呈し，全体的に磨滅を受け調

整痕は指頭の痕跡を残しているのみである。色調は赤茶褐色が塗布してあるが，一部に残存してい

るのが確認できる。

　５４０・５４１は体部の真ん中から下端を欠損し，５４２・５４５・５４７は体部片側と体部真ん中から下端を

欠損している。５４４は上端穿孔の一部を残した端部と下端部を欠損し，５４６は上端の穿孔の一部から

上端と体部のほとんどを欠損している。ともに，磨滅を受けているために調整痕は不明である。

　管状土錘は，円筒状を呈する長軸方向に孔を穿ったもので，平面形は中央部が膨らむ長円形ある

いは楕円形を呈し，長軸を中心に穿孔し管状に仕上げているものである。

　本遺跡のものは４点が出土し，ともに平面形や断面形を異にした形状である。平面形の孔の大き

さは，５４８は８�，５４９は３�，５５１は１０�，５５２は９�を，それぞれ測る。５４９・５５１は体部の短いも

ので，下端の一部を破損しているのみである。ともに体部の短い土錘で，形態が大中小の３種類が

ある。
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　中世以降の調査は，主にⅠ層及びⅡ層より土師器の坏・青磁の皿・坏・碗・盤をはじめ，白磁の

碗，皿，染付の碗，陶器のこね鉢，摺鉢，須恵器の壺，甕などの出土があった。

　特に，本遺跡から出土した中世以降の遺物は細片が多く図化するに困難であった。特徴を示す資

料は図化に努めたが，個々の資料の傾きについては疑問が残る。

　４３４～４３８は，中世の土師器の底部破片である。紙面の都合で第５８図に掲載した。

　５５３～５６６は青磁の坏・皿・碗などの口縁部や底部破片，５６７～５７２は白磁の底部破片である。

５７３・５７４は染付の底部破片，５７５～５８３はこね鉢や摺鉢の口縁部・胴部・底部付近の破片，５８４・５８５

は中世の須恵器で，肩部や胴部破片である。５８６は常滑焼で，５８７は備前焼である。５９０～６０６は薩摩

焼などの瓶・甕の口縁部破片やメンコなどで，６０７・６０８はるつぼ，６０９は甕，６１０は古銭である。
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　４３４～４３８は，土師器の底部破片で，糸切りの痕跡が鮮明に残つている資料である。４３４の復元底

径は５．２�，４３５の復元底径は７．２�，４３６の復元底径は６．９�，４３８の復元底径は６．６�を，それぞれ

測る。
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　５５３～５６５は青磁の破片である。５５３は龍泉窯の皿で外反する口縁部破片，５５４は龍泉窯系青磁で坏

Ⅲ類の口縁部破片，５５５・５５６は龍泉窯の皿の口縁部破片，５５７は龍泉窯の盤で直行する口縁部破片

である。５６１・５６５は龍泉窯の青磁碗Ⅲ類，５６２は同窯の青磁碗Ⅱ類，５６３・５６４は龍泉窯系の青磁碗

Ⅰ類の口縁部や底部破片である。



－９９－
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－１００－
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　５６６～５７２は白磁の碗や小形碗などの底部破片である。５６６は白磁碗Ⅷ類の底部破片，５６７は高台の

４か所に抉りが入っているものと考えられる底部破片で，見込みには貝目跡が確認できる資料であ

る。森田分類によれば白磁Ｄ類に比定されるものである。５６８は白磁小碗の底部破片，５７１は白磁皿

の底部破片，５７２は白磁の皿Ⅳ類の口禿げ皿の底部で，底径６．２�を測る。
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　５７３・５７４は染付で，５７３は底径４．８�，５７４は底径４．６�を測る。ともに 州窯碗の青花の底部破片

である。
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　５７５～５７７はこね鉢の口縁部破片で，５７８～５８３は摺鉢である。５７８・５７９は摺鉢の口縁部破片，

５８０・５８１は摺鉢の胴部付近の破片，５８２・５８３は摺鉢の底部付近の破片である。

　５７５は口唇部が押圧による凹みをもつもので，５７６や５７７は口唇端部が口縁部外側へ張り出す口縁

部の破片である。
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　５８４・５８５は須恵器の破片である。５８４は壺の肩部で，外面は山形のタタキ目による調整が施され

ている。５８５は甕の胴部付の破片で，外面は山形のタタキ目，内面はハケ目調整で整形されている。
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　５８６は常滑焼の甕の口縁部破片，５８７は備前焼の壺の肩部破片である。

��������	
����
�

　５８８～５９８は薩摩焼の破片である。

　５８８・５８９は１９Ｃ代の土瓶の蓋で，５９０・５９１は薩摩焼の破片を利用したメンコである。

　５９２～５９７は甕の口縁部破片で，５９２・５９３は口縁部の上面に貝目の痕跡が確認できる破片である。

５９８は胴部下位付近が考えられる破片である。
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　６０１・６０２はるつぼの口縁部破片で，６０２は復元口径８．４�を測る。このるつぼの表面の一部に付着

物が確認でき，付着物質の材質の分析を南の縄文調査室に依頼した。（分析・同定結果については

第Ⅴ章調査のデータ内に所収した。

　６０４は寛永通宝の古銭である。６０３は瓦質土器で，鉢の口縁部破片である。５９９・６００は底部破片で

ある。

　５９９は復元底径１１．０�，６００は復元底径１１．６�を測り，器種は不明である。



－１０１－
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－１０６－



－１０７－



－１０８－

備　　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号
色　　　調調　整　・　文　様

部位器種型式等層番号図番
その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

集石内良○○○○９１暗灰黄黒褐色貝殻条痕ケズリのちナデ胴部深鉢不明１��

○○○２１８０にぶい黄橙オリーブ黒貝殻条痕・貝殻刺突文ナデ口縁深鉢志風頭段階Ⅲ上２

��

○○２３０１にぶい褐にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ口縁深鉢志風頭段階Ⅲ３

○２５４５にぶい黄褐にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ口縁深鉢志風頭段階Ⅲ４

○○Ａ－３８にぶい黄褐明黄褐貝殻条痕ケズリのちナデ口縁深鉢前平式Ⅳ５

○○２５４６黄褐暗灰黄貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ６

○○２６１２オリーブ黒オリーブ黒貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅳ上７

○２３７７にぶい黄褐色にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ８

砂粒○○○２３３９黒褐にぶい褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ９

○○○２１９０にぶい黄褐暗灰褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１０

○○２３０１にぶい黄褐灰黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１１

○○○２３２４明褐にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１２

○○一括褐明褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１３

○○○○１７０４褐明褐貝殻条痕・沈線文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ上１４

良○○２３５１にぶい黄褐灰黄褐貝殻条痕・沈線文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１５

○○２２０９オリーブ褐黄褐貝殻条痕・沈線文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１６

良○○○１２６橙灰黄褐貝殻条痕・沈線文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１７
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○○○２０７１にぶい黄褐にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１８

○○２３０７にぶい黄橙にぶい黄橙貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ１９

○○不明黒褐黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅳ上２０

良○○○２５２４黄褐黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ２１

良○○○２６８９にぶい褐にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ２２

良○○○２６８９にぶい褐にぶい黄褐貝殻条痕・貝殻刺突文ケズリ胴部深鉢志風頭段階Ⅲ２３

◎○○１２７黄褐黒褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ２４

良○○１１２１明褐黒褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ上２５

火山ガラス○１４６５褐にぶい黄褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅳ２６

○○○○○
２２６６

明褐黒褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ上２７
１２５３

○○１０８にぶい褐にぶい黄褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ２８

良◎○○２６９１にぶい褐にぶい黄褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ２９

○○○○１４５３橙橙貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ３０

３２と同一個体○○○２６１５橙にぶい黄橙貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ３１

３１と同一個体○○○○２６９７橙にぶい黄橙貝殻条痕ケズリ底部深鉢前平式Ⅳ上３２

○○２２８１にぶい赤褐にぶい赤褐貝殻条痕ケズリのちナデ胴部深鉢前平式Ⅲ３３

��

○○
２３６１

にぶい黄橙にぶい黄橙貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ３４
８５７

○○１３９７にぶい黄橙にぶい黄橙貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ上３５

○２４１０褐灰黒褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ３６

○○１１５０橙黒褐貝殻条痕ケズリのちナデ胴部深鉢前平式Ⅲ３７

○○
２３２７

明褐にぶい黄褐貝殻条痕ケズリのちナデ胴部深鉢前平式Ⅲ３８
２７２７

○○１８９７黄褐明褐貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅱ３９

○○○○○１０１６にぶい褐橙貝殻条痕ケズリ胴部深鉢前平式Ⅲ４０

砂粒○○２６３８にぶい黄橙にぶい黄貝殻条痕ヘラケズリ底部深鉢前平式Ⅲ４１

○○○２３４０にぶい黄褐にぶい黄褐貝殻条痕のちナデヘラケズリ底部深鉢前平式Ⅲ４２

○○○
２６０２

褐にぶい黄褐貝殻条痕ナデ底部深鉢前平式Ⅲ４３
２４９５

７３と同一個体○○○
１３１９

暗灰黄にぶい黄橙ナデ・沈線文ナデ口縁深鉢Ⅲ４４

��

２５２７

○○○○○表採にぶい黄橙にぶい黄褐ナデナデ口縁深鉢不明４５

○○２６０９にぶい黄褐明黄褐ナデナデ口縁深鉢Ⅲ４６

○○２５４４黒褐褐ナデナデ口縁鉢形Ⅲ４７

○○○一括にぶい黄褐橙ナデナデ口縁深鉢Ⅰ４８

○○○○２６１７にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ口縁深鉢Ⅲ４９

○○○１４２１褐褐ナデナデ口縁深鉢Ⅲ上５０

○○○○
２２１２

黄灰灰黄褐ナデナデ口縁深鉢
Ⅲ

５１
２２９０Ⅲ上

○○○○１８９１にぶい黄褐黄灰ナデナデ口縁深鉢Ⅲ上５２

金雲母○○○１５６１暗褐にぶい褐ナデナデ口縁深鉢Ⅲ５３

穿孔あり○○○○２５３２にぶい黄褐にぶい黄褐ナデナデ口縁深鉢Ⅳ上５４

○○１８０１オリーブ褐にぶい黄褐ナデヘラミガキのちナデ口縁深鉢Ⅱ５５

○○○１８２５灰黄褐にぶい黄褐ナデナデ口縁深鉢Ⅲ上５６

○○○１２１２暗オリーブ褐暗褐ナデナデ口縁深鉢Ⅱ５７

��������	
�����
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備　　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号
色　　　調調　整　・　文　様

部位器種型式等層番号図番
その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

黒川式○○○○２５７６明黄褐明黄褐条痕ヘラケズリ・ナデ口縁深鉢Ⅲ５８

��

○○○○
２６１

にぶい黄にぶい黄条痕ナデ口縁深鉢Ⅱ５９
２７６

○○○○○２３７４にぶい褐にぶい黄褐条痕ナデ口縁深鉢Ⅲ上６０

○○○○１８４５にぶい黄褐明褐ミガキヘラナデ胴部深鉢Ⅱ６１

○○○１５６２橙橙ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲ上６２

○○○○７２２橙褐灰ナデナデ胴部深鉢Ⅱ６３

○○○○２２５６褐褐丁寧なナデヘラケズリのちナデ胴部深鉢Ⅲ上６４

良○○○○１１５１褐褐ナデナデ胴部深鉢Ⅱ６５

○○２３８７黒褐褐ナデナデ胴部深鉢Ⅲ６６

口径３８．４�○○２３８９にぶい黄褐黒褐条痕・ナデヘラケズリ胴部深鉢Ⅲ６７

○○○○４６３にぶい黄橙にぶい黄橙条痕・ナデナデ胴部深鉢Ⅱ６８

○○○２５３２黄褐灰黄褐条痕・ナデヘラケズリのちナデ胴部深鉢Ⅳ上６９

○○○○○１２５３黒褐にぶい黄橙条痕・ナデヘラケズリのちナデ胴部深鉢Ⅲ上７０

○○○○１３９８にぶい黄橙にぶい黄橙ヘラケズリ丁寧なナデ胴部深鉢Ⅲ上７１

��

○○○○○２３２９にぶい黄褐明黄褐ヘラケズリ丁寧なナデ胴部深鉢Ⅲ７２

４４と同一個体○○１４９３にぶい黄褐にぶい黄橙ナデ・沈線文ナデ胴部深鉢Ⅲ７３

○○○２６２６にぶい褐黒褐ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲ７４

○○２２１４にぶい黄褐褐灰ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲ上７５

○○２７６８黒褐黒褐ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲ７６

○○○６８６褐にぶい黄褐ミガキケズリ胴部深鉢Ⅲ上７７

○○○○２７１９灰黄褐にぶい黄褐ナデヘラナデ胴部深鉢Ⅳ７８

○○○○１８５５明黄褐褐灰ナデナデ胴部深鉢Ⅲ上７９

○○○２７３７にぶい黄褐暗灰黄ナデナデ胴部深鉢Ⅱ８０

○○○２３４７にぶい黄橙黄褐ナデナデ胴部深鉢Ⅲ８１

○○○○２５５８にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ胴部深鉢Ⅲ８２

○○○１８４７暗灰黄褐ナデナデ胴部深鉢Ⅱ８３

○○○○
２６２７

にぶい黄褐橙ナデナデ胴部深鉢Ⅲ８４
不明

○○１３４３にぶい黄褐暗灰黄ナデナデ胴部深鉢Ⅲ８５

○○２１６１黄褐黒褐ナデミガキ胴部深鉢Ⅲ８６

○○○不明にぶい黄橙にぶい黄褐ナデナデ胴部深鉢８７

��

○○○○１０９３暗赤褐赤褐ナデヘラケズリ胴部浅鉢Ⅲ上８８

○○○○２４２４暗褐灰黄褐ナデヘラミガキのちナデ胴部深鉢Ⅱ８９

○○１４９５灰黄褐にぶい黄橙ナデナデ胴部深鉢Ⅲ９０

○○○○２６８６褐黒ナデナデ胴部深鉢Ⅲ上９１

○○○
２７４４

黄褐黄灰ナデミガキ胴部深鉢Ⅲ９２
２７４５

○○○○

２３９２

にぶい黄褐明黄褐ナデヘラミガキのちナデ胴部深鉢Ⅲ９３ ２３８３

２５８３

○○○１９５６褐にぶい黄褐ナデナデ胴部深鉢Ⅱ９４

良○○○表採黒褐にぶい黄褐ナデヘラミガキのちナデ胴部深鉢９５

良○○○２８０５褐褐ナデナデ底部浅鉢Ⅲ９６

○○１１７３にぶい黄橙橙ナデミガキ胴部深鉢Ⅲ９７

○○○○２７５４褐灰黄灰ナデ指オサエ・ナデ胴部深鉢Ⅲ上９８

○○○○５０８黒褐色にぶい黄橙ヘラケズリナデ胴部深鉢Ⅲ上９９

○○○
２４０７

灰黄褐にぶい黄橙ヘラケズリのちナデナデ胴部深鉢Ⅲ１００
２３９４

○○○○
１０６３

黒赤褐ヘラケズリのちナデヘラミガキ胴部深鉢Ⅲ上１０１

��

２２４９

○○○２６４１暗灰褐黄灰ケズリヘラミガキのちナデ胴部深鉢Ⅲ１０２

○○○１４１９にぶい橙にぶい黄橙ケズリ・ナデナデ胴部深鉢Ⅲ上１０３

○○○２１４７にぶい黄橙にぶい橙ケズリミガキ胴部深鉢Ⅲ１０４

○○○○○１１１２褐灰にぶい橙ケズリ・ナデナデ胴部深鉢Ⅲ上１０５

○○○○１４３３にぶい黄褐黄褐ケズリヘラミガキのちナデ胴部深鉢Ⅲ上１０６

金雲母○○○○１８８１にぶい黄橙黄橙ケズリナデ胴部深鉢Ⅲ上１０７

○○○不明黒褐黄褐ケズリナデ胴部深鉢不明１０８

外面にスス○○○○２６８４黒褐オリーブ褐ヘラケズリヘラミガキ胴部深鉢Ⅲ１０９

○○○○
２３０

暗灰黄にぶい黄ケズリナデ胴部深鉢
Ⅱ

１１０
２２４５Ⅲ

スス○○○○
１４７４

黄褐黒ケズリナデ胴部深鉢Ⅲ１１１
７９５

○○○○１５３３橙にぶい褐ケズリナデ胴部深鉢Ⅲ１１２

○○１０５１にぶい黄橙黄灰ケズリミガキ胴部深鉢Ⅲ１１３

○○○２７２１橙黄褐ケズリヘラミガキのちナデ胴部深鉢Ⅳ上１１４

��������	
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備　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号

色　　　調調　整　・　文　様
部位器種型式等層番号図番

その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

○○○○

２２４６

にぶい黄褐にぶい黄褐ケズリナデ胴部深鉢Ⅲ１１５

��

２２９６

２３２６

○○２２９６にぶい黄橙黄褐ケズリナデ胴部深鉢Ⅲ１１６

○○
１０７３

黄褐にぶい黄ケズリ丁寧なナデ胴部深鉢Ⅲ１１７
１０７４

スス○○○１５２２黒褐褐ケズリ丁寧なナデ胴部深鉢Ⅲ１１８

○○○○○表採にぶい黄橙橙ケズリナデ胴部深鉢１１９

○○２５０黄褐褐灰ケズリナデ胴部深鉢Ⅱ１２０

○○○○
８４２

にぶい黄褐橙ヘラケズリナデ胴部深鉢Ⅲ１２１
１３３７

頸部にリ
ボン状の
突起

○○○○１８３５にぶい黄褐にぶい黄褐ケズリヘラミガキのちナデ胴部深鉢Ⅲ上１２２

○○○○２６１０明褐色橙条痕ナデ胴部深鉢Ⅲ１２３

○○○○
２７６８

黒褐黒褐条痕ヘラミガキのち
ナデ胴部深鉢Ⅲ１２４

２７６９

○○○１５５６赤褐明赤褐条痕ナデ胴部深鉢Ⅲ上１２５

○○○○２７３４明褐暗褐条痕ナデ胴部深鉢Ⅱ１２６

○○２６００にぶい褐にぶい黄橙条痕ナデ胴部深鉢Ⅲ１２８

外にスス○○○○○２５３２にぶい黄褐にぶい黄橙条痕のちナデナデ胴部深鉢Ⅳ上１２９

��

○○○１２８０にぶい黄褐にぶい黄褐条痕のちナデナデ胴部深鉢Ⅳ１３０

内にスス良○○○２５３２黄褐黒ナデナデ胴部深鉢Ⅳ上１３１

底径９．０�○○○○○１４６６にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部深鉢Ⅲ１３２

外にスス砂粒○○○５７黒暗褐ナデナデ底部深鉢Ⅲ１３３

○○○８７２橙灰黄褐ナデナデ底部深鉢Ⅱ１３４

○○２２９０明黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部深鉢Ⅲ１３５

底径６．５�○○○１１１８明赤褐にぶい黄褐ナデナデ底部深鉢Ⅲ１３６

○○○１９５６褐にぶい黄褐ナデナデ底部深鉢Ⅱ１３７

○○○１７９６にぶい黄橙黒ナデナデ底部深鉢Ⅲ上１３８

��

○○○○１８８３明黄褐にぶい黄橙ナデナデ底部深鉢Ⅲ１３９

底径８．５�砂粒○○○
１１４１

明赤褐橙ナデナデ底部深鉢Ⅲ１４０
２０８６

底径１０．８�○○２３５９にぶい黄橙黒褐ナデナデ底部深鉢Ⅳ１４１

○○○１０６２にぶい黄褐黄褐ナデナデ底部深鉢Ⅲ上１４２

底径１０．４�○○２８０６黄褐にぶい黄ナデナデ底部深鉢Ⅲ１４３

底径１２．２�○○○１４７７明赤褐褐ナデナデ底部深鉢Ⅲ１４４

底径１０．０�○○○２０３１明褐橙ナデナデ底部深鉢Ⅱ１４５

外にスス○○１６６４黒にぶい黄褐ナデナデ底部深鉢Ⅲ上１４６

○○○１９６２褐黒ナデナデ底部深鉢Ⅱ１４７

○○１８９８橙にぶい黄橙ナデナデ底部深鉢Ⅲ１４８

口径１６．６�○○○○２１４０にぶい黄橙にぶい黄ミガキナデ口縁精製浅鉢Ⅲ１４９

��

口径７．０�○○○１１１４にぶい黄橙灰黄褐ミガキミガキ口縁精製浅鉢Ⅲ上１５０

○○１４２５にぶい黄褐にぶい黄橙ミガキナデ胴部精製浅鉢Ⅲ１５１

径１４．２�○○２５３２褐灰灰黄褐ミガキミガキ胴部精製浅鉢Ⅳ上１５２

径１８．８�○○○○２５４４黄褐黒褐ミガキミガキ胴部精製浅鉢Ⅲ１５３

○○○１４７４黒褐黒ミガキミガキ胴部精製浅鉢Ⅱ１５４

○○１４６６にぶい黄褐暗灰黄ミガキミガキ胴部精製浅鉢Ⅲ１５５

○○○１０６９にぶい黄褐黒褐ミガキミガキ胴部精製浅鉢Ⅲ上１５６

��������	
�����



－１１１－

��������	
�����

備　　　考
重 さ厚 さ幅長 さ

石　　　材器　　　種遺物番号番　号図番
����

９０１４．４８．１２８頁 岩磨 製 石 斧１５５６１５７

��

２４１．５２２．２３．９１８頁 岩磨 製 石 斧２４８３１５８

１６８．６３２．５６．１８．１蛇 紋 岩磨 製 石 斧２４０５１５９

４３．５６２．５６．１５頁 岩磨 製 石 斧７６７１６０

９６．６５１．３８．１６．１粘 板 岩打製石斧基部１９２９１６１

３９．３３１．１９．１３．８佳 質 頁 岩スクレイパーＡ３２１６２

３．８３０．７１．９２．９メ ノ ウスクレイパー２７１６１６３

��

７．３９１．３３２．７黒 曜 石スクレイパー２１８５１６４

２０．１３１．３４．８３．４黒 曜 石スクレイパー２２８３１６５

１８８．５２３７．６７．８安 山 岩石 錘２６３１１６６

８２．５２１．６５．３６．５安 山 岩石 錘１８１６１６７

１８０．８７２．７８５．９安 山 岩石 錘Ａ１６８

５９．３５３．３３．１４．２黒 曜 石石 核１２５１６９

６４．３５３４．９５ハリ質安山岩石 核２２６０１７０

３１．５６２．５４．３３黒 曜 石石 核２２０２１７１

７４．０８２．１５．９３．９砂 岩磨 石１８２０１７２

��

７９．２６１．７５．７４．９砂 岩磨 石６６１７３

８８．０５２．１５．９４．８砂 岩磨 石２２３７１７４

７１．８５２．１５．１４．３安 山 岩磨 石８５１７５

Ｐ１（Ｃ－１０区）５２．０６１．８４．７４．４砂 岩磨 石Ａ－Ｐ１１７６

１２２．９２．３５．２６．７安 山 岩磨 石１９３７１７７

２５４．９１５６．３５．７安 山 岩磨 石８８４１７８

６２５５９．９８．４砂 岩磨 石２４８９１７９

３７．３１１．６３．７４．６砂 岩敲 石２３３４１８０

６６．３２．６３．３５．７安 山 岩敲 石２２８７１８１

９６．０６３．１５．２４．４メ ノ ウ敲 石１４８７１８２

１２９５６．３９．３１２．９凝 灰 岩砥 石８８６１８３

３７０．５４９．６７．１安 山 岩凹 石２５１２１８４

５００５．２５．３１０．２安 山 岩磨 石１４９１１８５

��

１１００６．５８．６１３．３安 山 岩石 皿６７１８６

１３６２４．７１１．８１５．５安 山 岩石 皿２３４６１８７

７１１４．１１０．３１０．１安 山 岩石 皿１３８６１８８

３９５０７．９１６．５１９．６安 山 岩石 皿８５１８９

８４０４．１１４．５１２．５安 山 岩礫 石２６０１１９０

�� ５６２４．６１２．２１１．７安 山 岩礫 石１４１０１９１

５５９４１０１１．９安 山 岩礫 器１３０５１９２

弥生時代８４．９６１．９４．２５７．７安 山 岩砥 石６６１２１７��

土坑４１７８．９２３．６６．６５．１安 山 岩磨 石不明２８０

��

溝　１５４．１４２．３４．４４．１砂 岩磨 石２５２８１

溝　１１２２．２３３．４４．７６．１安 山 岩磨 石５２８２

溝　１１９９．６７２．１６．６８．４頁 岩砥 石６２８３

Ｐ５０（Ｃ－６区）４２０．１４．２６．９９．９砂 岩砥 石不明２８４



－１１２－

備　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号

色　　調調　　　整底径
（�）

口径
（�）部位器種層番号図番

その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

黒髪式○○○○○

２１０２

黄橙明黄褐ナデナデ口縁～
胴部下壺Ⅲ１９３��

２０９７

２０９９

２７７８

２１０５

２１０１

２４５０

２７７７

２０９５

２１０３

２１０７

２７７６

２１００

２１０６

２０９６

弥生・成川○２１４１明赤褐橙ナデナデ２２．６口縁甕Ⅲ１９４

��

弥生・成川○２１７０明赤褐橙ナデナデ２２．６口縁甕Ⅲ１９５

弥生・成川○２１６４明赤褐橙ナデナデ口縁甕Ⅲ１９６

弥生・成川○２１６０にぶい橙にぶい橙ナデナデ口縁甕Ⅲ１９７

弥生・成川○○２１４８橙橙ナデナデ口縁甕Ⅲ上１９８

中津野式○○○１３３１にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ口縁甕Ⅲ上１９９

中津野式，外
面にスス○○○○４５橙橙ハケ目ハケ目口縁～胴部甕Ⅲ２００

中津野式○○○１２７０にぶい橙にぶい黄橙ナデナデ口縁甕Ⅱ２０１

中津野式○８２５浅黄橙にぶい黄橙ナデナデ・指オサエ口縁甕Ⅲ２０２

中津野式○○○
１６４９

にぶい黄橙橙ナデナデ７．４脚部甕Ⅲ上２０３
１６８１

中津野式○○○

２１４４

橙橙ナデナデ７．９胴～脚部甕Ⅲ２０４

２１５３

２１５２

２１５４

２１６８

２１５８

１８６６

２１５９

不明

中津野式○○１３２５にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ・ナデハケ目・ナデ９．４脚部甕Ⅲ上２０５

中津野式○○２８００明赤褐明赤褐ハケ・ナデハケ目・ナデ１１．５脚部甕Ⅱ２０６

弥生・成川○○○１３０７橙にぶい黄橙ハケ目ナデ２６．４口縁～胴部甕Ⅲ２０７

��

弥生・成川○○○１８３４にぶい橙浅黄橙ハケ目ヘラミガキ胴部下甕Ⅲ上２０８

金雲母○○１３１２橙黒褐ナデナデ１２．４頸部壺Ⅲ２０９

金雲母○○２４６７黒黒褐ナデナデ頸部壺Ⅲ２１０

○○不明黄褐明黄褐ナデナデ胴部壺Ⅲ２１１

○１３７５黄褐明黄褐ナデナデ胴部壺Ⅲ上２１２

○２４４３黄褐明黄褐ナデナデ胴部壺Ⅲ２１３

○９２７黄褐明黄褐ナデナデ胴部壺Ⅱ２１４

○２５９８黄褐明黄褐ナデナデ胴部壺Ⅲ上２１５

○○２４５４黄褐明黄褐ナデナデ胴部壺Ⅲ２１６

��������	
�����
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��������	
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備　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号
色　　調調　　　　整

部位器種文様層番号図番
その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

Ａ地区砂粒１にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ胴深鉢土坑１号２１８

��

成川○○○２にぶい赤褐橙ナデナデ胴部甕ハケ目土坑２号２１９

成川○○１橙黄橙ナデナデ胴部壺突帯土坑２２２０

○○３６明赤褐橙ナデナデ口縁甕条痕土坑５２２１

○７浅黄橙にぶい黄橙ナデハケ目口縁甕土坑５２２２

口径２１．８�○○
１２５８

橙黄橙ナデナデ口縁土師甕
Ⅲ上

２２３
１３９３土坑５

スス，口径
２０．０�○○

２３

橙黄橙ナデナデ口縁土師甕土坑５２２４ ２４

３４

○○１６橙にぶい黄橙ナデナデ口縁土師甕土坑５２２５

○１橙橙ナデナデ口縁土師甕土坑５２２６

○○８にぶい褐にぶい橙ナデナデ口縁土師甕土坑５２２７

内スス○○摩減２８橙橙ナデナデ口縁不明土坑５２２８

内スス○○１５橙黒褐ナデハケ目胴不明土坑５２２９

○○１７明黄褐明黄褐ハケ目ハケ目底部不明土坑５２３０

○３０にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ナデ口縁土師土坑５２３１

○３５橙橙ハケ目ナデ口縁土師土坑５２３２

○○９灰黄灰黄格子目タタキ平行文，当て貝痕胴甕土坑５２３３

○○１８浅黄にぶい黄格子目タタキ平行文，当て貝痕胴甕土坑５２３４

底径１０．２�○○○○１４２０明黄褐にぶい黄褐ナデナデ胴～底部甕土坑１０２３５

��

底径８．０�砂粒○○２５７１橙橙ナデナデ脚甕土坑１０２３６

成川○○○○
２４５９

明赤褐黄褐ナデナデ頸部壺
土坑１０

２３７
１５０２土坑１０

成川○○２５７０にぶい黄橙浅黄橙ナデナデ胴壺土坑１０２３８

○

２７８３

明黄褐明黄褐ハケ目ナデ胴壺突帯土坑１０２３９ ２７８０

１０

○○
１８

にぶい黄褐明黄褐ナデナデ口縁深鉢
土坑１１

２４０
１６土坑１１

前平○○○○２０褐暗褐条痕ナデ胴深鉢条痕土坑１１２４１

入佐ｏｒ黒川○○○８橙にぶい黄橙ナデナデ胴浅鉢土坑１１２４２

○
９６５

にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ口縁甕土坑１１２４３
９３４

○

２４４９

明黄褐にぶい黄褐ナデナデ口縁甕土坑１１２４４

��

２５６６

２２８９

２７９２

２７９３

○○

１５

橙明黄橙ナデナデ胴部～
底部甕土坑１１２４５

９５４

２４３９

２５６９

２７９１

成川砂粒２５６０にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ脚Ⅱ２４６

弥生７黄褐明黄褐ナデナデ胴壺突帯土坑１１２４７

弥生１７にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ胴壺突帯土坑１１２４８

弥生
２５６２

にぶい黄橙橙ナデナデ胴壺埋土５．６２４９
２５６１

自然稲あり，精
製された胎土埋土１３浅黄オリーブ黄平行文タタキ平行当て貝痕胴壺溝埋１３２５０

自然稲あり，精
製された胎土埋土１０オリーブ灰明オリーブ灰平行文タタキ同心円当て貝痕胴壺溝埋１０２５１

○

２７０６

にぶい橙浅黄橙ナデナデ胴壺Ⅱ２５２ １９５２

埋土
１１Ｔ９５２

 又は坏埋土４１にぶい黄橙にぶい黄橙ナデハケ目口縁土師器溝埋４１２５３



－１１４－

備　　考焼成遺物
番号

色　　調調　　整　・　文　　様底径
（�）

口径
（�）部位器種層番号図番

外内外内

ヘラ描波状紋暗赤褐暗赤褐横ナデ（口縁～頸部）・平
行タタキ目（肩部）

横ナデ（口縁～頸部）・同
心円文（肩部）

口縁～
肩部甕ピット

上位２５４

��

櫛描波状紋灰白褐灰横ナデ（口縁部）・格子タ
タキ目のち横ナデ（頸部）横ナデ口縁～

頸部甕ピット
上位２５５

１５３４暗灰黄黄灰横ナデ（口縁～頸部）・格
子目タタキ

横ナデ（口縁～頸部）・同
心円文（肩部）

口縁～
肩部甕ピット

上位２５６

暗灰黄褐灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕ピット
上位２５７

２１７５
２１７６
２１７７

黒褐灰褐平行タタキ目同心円文のち平行タタキ
目肩部甕ピット

上位２５８

２１７３上・灰黄
下・赤褐赤褐平行タタキ目の重複によ

る格子目風平行タタキ目・同心円文胴部甕ピット
上位２５９

��

１４６７
１７３３灰黄にぶい黄格子タタキ目平行タタキ目胴部甕ピット

上位２６０

１５３６
１５３７
２０７９

黒褐灰褐平行タタキ目平行タタキ目胴部甕ピット
上位２６１

にぶい赤褐灰褐平行タタキ目同心円文のち平行タタキ
目底部甕ピット

上位２６２

褐灰にぶい褐平行タタキ目平行タタキ目胴部甕ピット
上位２６３

��

暗灰黄にぶい黄褐
平行タタキ目の重複によ
る格子目風平行タタキ目・同心円文胴部甕ピット

上位２６４

黒褐暗灰黄細かい格子タタキ目平行タタキ目胴部甕ピット
上位２６５

灰黄にぶい黄褐
平行タタキ目の重複によ
る格子目風平行タタキ目胴部甕ピット

上位２６６

　９５０暗赤褐にぶい赤褐
平行タタキ目の重複によ
る格子目風平行タタキ目胴部甕ピット

上位２６７

暗褐灰黄褐平行タタキ目同心円文のち平行タタキ
目のち無文の円形圧痕底部甕ピット

上位２６８

暗灰黄にぶい黄褐
平行タタキ目の重複によ
る格子目風同心円文胴部甕ピット

上位２６９

２１７４黄灰灰黄褐擬格子同心円文・平行タタキ目胴部甕ピット
上位２７０

暗灰黄にぶい褐平行タタキ目平行タタキ目胴部甕ピット
上位２７１

１５２３
１５３５
２０７６
２０７８

灰にぶい黄褐
平行タタキ目のち横ナデ
（頸部）平行タタキ目（肩部）

ナデ（頸部）同心円文（肩
部）

頸部～
肩部甕Ⅲ２７２

��

１５３８暗灰黄黄褐平行タタキ目格子タタキ目胴部甕Ⅲ２７３

暗赤褐灰黄格子タタキ目同心円文肩部甕―２７４

１２５０
１５９６
２７３２

黄灰灰黄
横ナデ（口縁部），格子タ
タキ目のち横ナデ（頸部）
　櫛描波状文

横ナデ口縁～
頸部甕Ⅱ２７５

灰黄浅黄
横ナデ（口縁）格子タタ
キ目のち横ナデ（頸部）
櫛描波状文

横ナデ口縁甕Ⅰ２７６

　６４７灰白灰横ナデ（口縁～頸部）平行
タタキ目のちナデ（肩部）

横ナデ（口縁～頸部）同
心円文（肩部）

口縁～
肩部甕Ⅲ２７７

　１８５
　５４２灰黄黒褐横ナデ（頸部）格子タタ

キ目（肩部）
横ナデ（頸部）同心円文
（肩部）

頸部～
肩部甕Ⅱ２７８

１４００にぶい黄褐にぶい黄平行タタキ目指頭痕のちナデ肩部壺Ⅱ２７９

��������	
�����



－１１５－

備　　考焼成遺物
番号

色　　調調　　整　・　文　　様底径
（�）

口径
（�）部位器種層番号図番

外内外内

良３０２灰オリーブ灰
横ナデ（口縁～頸部）タ
タキのちナデ（頸部下端）横ナデ２３．２口縁～

頸部壺Ⅱ４９２

��

良１１１５黒褐にぶい黄褐横ナデ横ナデ１０．６口縁壺Ⅲ４９３

一括灰オリーブ灰
横ナデ（頸部）平行タタ
キ目（肩部）

横ナデ（頸部）同心円文
（肩部）

頸部～
肩部壺Ⅰ４９４

８９２にぶい黄褐灰黄褐横ナデ横ナデ頸部～
肩部壺Ⅱ４９５

１９９６にぶい黄褐灰黄褐横ナデ横ナデ肩部壺Ⅱ４９６

７８２にぶい黄褐暗灰黄平行タタキ目のちナデナデ胴部壺Ⅲ上４９７

―灰黄灰横ナデ横ナデ肩部壺Ⅰ４９８

一括黄褐にぶい黄橙格子タタキ目ナデ胴部壺Ⅰ４９９

２６６０灰黄褐にぶい黄橙平行タタキ目のち横ナデ横ナデ胴部壺Ⅳ５００

１４８８明黄褐にぶい褐平行タタキ目横ナデ胴部壺Ⅲ上５０１

一括黄褐黄褐平行タタキ目横ナデ胴部壺Ⅱ５０２

５９６黒褐暗灰黄平行タタキ目横ナデ胴部壺Ⅱ５０３

１３４４黒褐暗灰黄平行タタキ目横ナデ胴部壺Ⅱ５０４

１７３１にぶい黄にぶい黄橙平行タタキ目横ナデ胴部壺Ⅳ５０５

２０２１にぶい黄黄褐格子タタキ目同心円文のち平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５０６

��

１２００にぶい黄褐灰黄格子タタキ目同心円文のち平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５０７

１２５６にぶい黄褐灰黄褐格子タタキ目同心円文肩部甕Ⅲ上５０８

１２３９灰黄褐にぶい黄橙格子タタキ目同心円文肩部甕Ⅲ上５０９

６０３暗灰黄にぶい黄格子タタキ目同心円文のち半磨消肩部甕Ⅲ上５１０

２２０５灰灰黄平行タタキ目同心円文，同心円文のち
平行タタキ目胴部甕Ⅱ５１１

―灰灰平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅰ５１２

７０５褐灰にぶい褐平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅱ５１３

１７３４灰褐褐灰平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅱ５１４

一括黄褐黄灰平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅱ５１５

２７５灰黄黄灰平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅱ５１６

―黄灰暗灰黄平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅰ５１７

��

不良１２２８にぶい黄橙にぶい黄橙平行タタキ目同心円文肩部甕Ⅱ５１８

―暗灰黄暗灰黄格子タタキ目同心円文肩部甕Ⅰ５１９

６２０灰黄黄灰格子タタキ目同心円文肩部甕Ⅱ５２０

１５２５暗灰黄暗灰黄平行タタキ目同心円文のち平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５２１

５７７黄灰黄灰格子タタキ目同心円文のち平行タタキ目胴部甕Ⅱ５２２

７７３暗灰黄灰黄褐平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ５２３

２３６３灰オリーブ灰黄褐平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５２４

７１４黄褐暗灰黄平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５２５

２７４６灰白灰黄褐格子タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５２６

９７５灰黄灰黄褐格子タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ５２７

１５２６灰褐にぶい黄褐平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５２８

��

―黄褐暗灰黄平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅰ５２９

１９４８黄灰黄灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５３０

１５２６灰灰黄平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５３１

１７１４灰黄灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ５３２

６１１にぶい黄褐褐灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５３３

５３８灰黄褐褐灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５３４

―褐灰褐灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅰ５３５

１５９２灰黄灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５３６

７６９灰黄黄灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅱ５３７

１２４２灰オリーブ灰平行タタキ目平行タタキ目胴部甕Ⅲ上５３８

��������	
������
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備　　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号

色　　　調調　　　整
部位器種層番号図番

その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

東原式○○
４０７

橙灰黄褐ハケ目ハケ目口縁甕Ⅱ２８６

��

４０８

東原式，内にスス○○８０５橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目口縁甕Ⅲ上２８７

東原式，内にスス金雲母２１５７にぶい褐にぶい黄褐ハケ目ハケ目口縁甕Ⅲ２８８

東原式○○○
１４４０

明赤褐明赤褐ハケ目ハケ目胴部甕Ⅱ２８９
一括

東原式○１６６９明赤褐にぶい橙ハケ目ハケ目胴部甕Ⅲ上２９０

東原式○２４００にぶい赤褐にぶい褐ハケ目ハケ目胴部甕Ⅲ上２９１

砂粒○○１４０５橙橙ハケ目ハケ目胴下部甕Ⅱ上２９２

○○１３０３黄褐黒褐ハケ目ハケ目肩部甕Ⅲ上２９３

東原式○○１６７７にぶい褐橙ハケ目ハケ目口縁甕Ⅱ２９４

東原式○○○２６０７橙橙ハケ目ナデ口縁甕Ⅲ２９５

東原式，内にスス○○１９２６橙にぶい橙ハケ目ナデ口縁甕Ⅱ２９６

東原式○○○２１２２橙にぶい橙ハケ目ナデ口縁甕Ⅲ２９７

東原式砂粒○○１３６８明褐にぶい黄褐ナデナデ口縁甕Ⅲ２９８

東原式○○○２５２５明褐にぶい黄橙ハケ目ハケ目口縁甕Ⅲ上２９９

○○４８０明赤褐橙ハケ目ハケ目口縁甕Ⅱ３００

○○２３１７橙橙ハケ目ハケ目口縁甕Ⅲ３０１

○○○１３５０赤褐明赤褐ハケ目ハケ目胴部甕Ⅲ３０２

��

○○２６１６明赤褐明赤褐ハケ目ハケ目・ナデ胴～底部甕Ⅲ３０３

○○２６２４橙にぶい黄褐ハケ目ハケ目・ナデ胴～底部甕Ⅲ３０４

○○○
１８７４

にぶい橙暗灰黄ハケ目ハケ目・ナ
デ

胴下～
底近甕

Ⅱ
３０５

２１４２Ⅲ上

○○

１２８６

赤褐にぶい黄褐ハケ目・ナデハケ目・ナデ胴下甕

Ⅱ

３０６
２３７５Ⅱ

２３７１Ⅲ

２０５２Ⅳ

○○２５２２橙赤褐ハケ目ナデ底近甕Ⅲ３０７

○○○１３３６にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目胴部甕Ⅲ３０８

○○○１２１６にぶい黄橙浅黄橙ナデナデ底部甕Ⅲ上３０９

��

○○○１１４２にぶい赤褐赤褐ナデナデ胴下甕Ⅱ３１０

○○○１９７５にぶい赤褐橙ハケ目ナデ底近甕Ⅱ３１１

○○
４５３

橙浅黄橙ナデナデ底近甕
Ⅱ

３１２
８７３Ⅳ

○○１６０４にぶい黄褐橙ナデナデ胴下甕Ⅱ３１３

○○１５３０にぶい黄褐オリーブ褐ナデナデ脚部甕Ⅲ上３１４

○○９１７明黄褐浅黄橙ナデナデ底近甕Ⅲ上３１５

手捏ね，底径５．３�○○○○２６７７明赤褐橙ナデナデ脚部鉢Ⅲ３１６

○○○○４９明褐にぶい褐ナデナデ胴下甕Ⅱ３１７

底径９．０�○○○○１８７１橙明褐ナデナデ脚部甕Ⅲ上３１８

底径７．４�○○○○
１８７０

橙明褐ナデナデ脚部甕Ⅲ上３１９
１８７５

○○○○７９１にぶい黄橙明褐ナデナデ脚部高坏Ⅲ上３２０
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備　　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号

色　　　調調　　　整
部位器種層番号図番

その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

１条突帯金雲母○○１９１４にぶい橙橙ナデナデ胴部壺Ⅱ３２１

��

１条突帯○○○２６８３明赤褐にぶい赤褐ナデナデ胴部壺Ⅲ３２２

１条突帯金雲母○○○２３６６にぶい橙橙ナデナデ胴部壺Ⅱ３２３

２条突帯○○○１７４１浅黄橙にぶい黄橙ナデ・ハケ目ナデ胴部壺Ⅲ上３２４

１条突帯○○不明明赤褐にぶい橙ナデナデ胴部壺Ⅱ３２５

１条突帯金雲母○１３８１明赤褐にぶい橙ナデナデ胴部壺Ⅲ上３２６

２条突帯○○２６２１橙にぶい橙ナデナデ胴部壺Ⅲ３２７

１条突帯金雲母○１３２７橙にぶい黄橙ナデナデ胴部壺Ⅲ上３２８

２条突帯金雲母○磨滅１７４９浅黄橙にぶい黄橙ナデナデ胴部壺Ⅲ上３２９

○○○１４９０にぶい橙にぶい黄橙ハケ目ナデ肩～胴壺Ⅳ３３０

幅広突帯○○○磨滅１３１６にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ナデ胴部壺Ⅲ３３１

○○１３７１橙橙ナデナデ胴部壺Ⅲ上３３２

条痕２６２３橙にぶい黄橙ハケ目ナデ肩～胴壺Ⅲ３３３

○○○磨滅２４４８にぶい橙にぶい黄橙ナデナデ胴部壺Ⅲ３３４

条痕○○○○５００にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目肩～胴壺Ⅲ上３３５

��

条痕

４９８

にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目肩～胴壺Ⅲ上３３６ ２６９６

２６９４

条痕○○１８６７にぶい褐にぶい黄褐ハケ目ハケ目肩～胴壺Ⅱ３３７

条痕○○５０１にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目肩～胴壺Ⅲ上３３８

条痕○○○４９９にぶい褐にぶい黄橙ハケ目ハケ目肩～胴壺Ⅲ上３３９

○○○２１２１橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目胴部壺Ⅲ３４０

��

条痕１３３２にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ナデ胴部壺Ⅲ上３４１

４０１橙にぶい褐ナデナデ底近壺Ⅲ上３４２

スス　条痕○○○１３０９浅黄浅黄ハケ目ナデ底近壺Ⅲ上３４３

条痕
５０２

明褐にぶい黄橙ハケ目ナデ胴下壺Ⅲ上３４４
８０６

○○○○表採橙にぶい黄橙ナデナデ底部甕表採３４５

○○○１４３７にぶい赤褐明赤褐ナデナデ底部甕Ⅲ上３４６

底径７．０㎝○○○６６４橙にぶい黄橙ナデナデ底部甕Ⅱ３４７

内面にスス○○○

４１１

にぶい黄褐灰黄褐ハケ目・ナ
デナデ底近甕

Ⅱ

３４８ １３２８Ⅲ上

１２３５Ⅲ

金雲母○○○○１９６３にぶい黄褐明赤褐ナデナデ底部壺Ⅱ３４９



－１１８－

備　　考焼成
胎　　　　　　土遺物

番号

色　　調調　　整底径
（�）

口径
（�）部位器種層番号図番

その他軽石茶粒角閃石輝石長石石英状態外内外内

○○４３６明褐明褐ナデナデ口縁甕Ⅲ上３５０

��

○○○２４０７明褐明褐ナデナデ口縁甕Ⅲ３５１

○○○○１７７８橙明赤褐ナデナデ口縁甕Ⅱ３５２

○○○

２４７５

橙橙ナデヘラナデ２３．６口 縁 ～
胴部甕

Ⅳ上

３５３

２５９２Ⅱ

２５９３Ⅲ

２５９４Ⅲ

２５９５Ⅲ

○○２７３６橙橙ナデヘラケズリ口縁甕Ⅱ３５４

○○９２２にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目口縁甕Ⅱ３５５

○○２２７５にぶい橙にぶい黄橙ナデヘラケズリ口縁甕Ⅲ３５６

○○○○１７８６橙にぶい橙ナデナデ口縁甕Ⅱ３５７

○○○２Ｔ
－１明赤褐明赤褐ナデヘラケズリ口 縁 ～

胴部甕不明３５８

○○○７５８橙橙ナデナデ口縁甕Ⅱ３５９

��

○
１０９０

明赤褐黒褐ナデナデ口縁鉢
Ⅲ上

３６０
５９９Ⅱ

○○○１９５４にぶい橙橙ナデナデ口縁甕Ⅱ３６１

○○○１３１０橙にぶい橙ナデナデ口縁甕Ⅲ上３６２

○○○
５２０

にぶい赤褐赤褐ナデヘラケズリ口縁甕Ⅱ３６３
２２８７

○○○６０４褐にぶい黄褐ナデヘラケズリ口縁甕Ⅲ３６４

○○○１２１９褐にぶい黄褐ナデヘラケズリ口縁甕Ⅲ上３６５

○○○６３４明褐にぶい黄褐ナデヘラケズリ口縁甕Ⅲ上３６６

○○○○○２Ｔ
－２明赤褐にぶい赤褐ナデヘラケズリ・ナデ口 縁 ～

胴部甕不明３６７

○○○１Ｔ赤褐にぶい赤褐ナデナデ口縁甕不明３６８

５７と同一か？○○

１４４

にぶい黄橙にぶい黄橙ハケ目ハケ目２４．０口 縁 ～
頸部甕Ⅱ３６９ ５２２

５５３

○○○１０７０褐褐ハケ目ヘラケズリ口縁甕Ⅲ上３７０

��

○○○○５６９にぶい黄褐明褐ナデナデ口縁甕Ⅱ３７１

磨滅○○○１７９０橙橙ナデナデ口縁甕Ⅱ３７２

○○○

２４４５

にぶい黄橙にぶい黄橙ナデハケ目口 縁 ～
胴部甕Ⅲ３７３

２４５３

２４５６

２４６３

○○１０７１にぶい黄橙にぶい橙ナデナデ口縁甕Ⅲ３７４

○○２３０８褐にぶい褐ハケ目ハケ目口縁甕Ⅲ３７５

○○○７５９にぶい赤褐にぶい赤褐ナデナデ口縁甕Ⅱ３７６

磨滅○○７４５にぶい黄褐にぶい黄褐ナデナデ口縁甕Ⅲ上３７７

○○○６０７橙にぶい褐ナデナデ口縁甕Ⅲ上３７８

磨滅○○○○２６７５にぶい橙橙ナデヘラケズリ口縁甕Ⅲ３７９

○
２０１７

橙橙ナデナデ口縁甕Ⅲ上３８０
２０２０

○○
１５７８

浅黄橙橙ナデナデ口縁鉢
Ⅲ上

３８１

��

１６２４Ⅱ

○○○２６４３明黄褐浅黄橙ナデナデ頸部壺Ⅲ３８２

磨滅及び剥落砂粒○○○１６４６赤褐赤褐ナデナデ胴部甕Ⅱ３８３

○○○○

２４２６

黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部甕

Ⅲ

３８４ ２７３８Ⅱ

２７４１Ⅱ

外にスス，指
頭圧痕○○○○６８１橙にぶい橙ナデナデ口縁甕Ⅲ上３８５

○○７３６赤褐黒褐ナデナデ口縁鉢Ⅲ上３８６

○○○２７４９明赤褐にぶい黄橙ハケ目ヘラケズリ口 縁 ～
胴部甕Ⅲ３８７

○○○３２７にぶい橙にぶい橙ナデヘラケズリ口縁鉢Ⅱ３８８

○○○２１３５橙にぶい黄褐ナデナデ口縁甕Ⅲ３８９

��������	
�������
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備　　　　考遺物
番号胎　　　土

色　　　調調整・文様底径
（�）

口径
（�）部位器種層番号図番

外内外内

２２１８

細砂粒橙橙ナデナデ口縁坏

Ⅲ上

３９０

��

２７６２Ⅱ

６７１Ⅱ

皿形か？磨滅２３５７細砂粒浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９１

１５２０細砂粒橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９２

１７１９茶粒黄橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９３

１６０３細砂粒浅黄橙明黄橙ナデナデ口縁坏Ⅱ３９４

１５５５細砂粒にぶい黄橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９５

磨滅１２０３細砂粒橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９６

磨滅が著しい２７５６茶粒・軽石浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９７

１３６茶粒・細砂粒にぶい黄橙にぶい橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９８

磨滅が著しい５５２茶粒・軽石・長石橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上３９９

磨滅，剥離が著しい１５９５茶粒・石英浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上４００

８３２茶粒・石英橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上４０１

磨滅１１９８茶粒・石英黄橙橙ナデナデ口縁坏Ⅱ４０２

２１２７茶粒・石英橙にぶい橙ナデナデ口縁坏Ⅲ４０３

２２０１茶粒浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ４０４

１１７７茶粒・角閃石・石英浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上４０５

２５０３軽石橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ４０６

１０１３軽石浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅱ４０７

１０６０角閃石灰黄浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上４０８

磨滅７０２茶粒橙橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上４０９

磨滅１２３３茶粒・石英浅黄橙浅黄橙ナデナデ口縁坏Ⅲ上４１０

不明長石橙橙ナデナデ底部坏不明４１１

��

磨滅８９８茶粒・石英にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ上４１２

２個組９９２茶粒・石英にぶい橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ上４１３

５２１石英・茶粒・角閃石にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４１４

１０６１茶粒・石英浅黄浅黄ナデナデ底部坏Ⅱ上４１５

内外面とも磨滅が激しい１９８３茶粒・石英黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ上４１６

磨滅が著しい７１５茶粒・石英黄橙浅黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ４１７

磨滅が著しい８３４石英・長石浅黄橙浅黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４１８

糸切底１９２５石英にぶい黄橙黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４１９

磨滅１５４５石英にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ４２０

１２１４茶粒・石英黒にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ４２１

１２９７茶粒・石英にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４２２

磨滅が著しい１２６５茶粒・石英にぶい黄橙にぶい黄褐ナデナデ底部坏Ⅱ４２３

糸切底３８２石英にぶい橙にぶい橙ナデナデ底部坏Ⅱ４２４

糸切底，坏１６５８茶粒にぶい橙にぶい黄橙ナデナデ５．６底部坏Ⅱ４２５

��

７４０石英・茶粒にぶい黄橙橙ナデナデ底部坏Ⅲ上４２６

磨滅２６９茶粒・石英浅黄橙浅黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ上４２７

磨滅が著しい１６９５石英・茶粒・長石橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４２８

磨滅１６５８茶粒黄橙黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４２９

磨滅２６９茶粒・石英橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４３０

糸切底５６５石英にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４３１



－１２０－
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備　　　考遺物
番号胎　　土

色　　　調調整・文様底径
（�）

口径
（�）部位器　種層番号図番

外内外内

１１７１

茶粒・角閃石橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４５６

��

１０３８

１０３７

１０４０

１０９２石英・茶粒橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４５７

２１９１石英・長石黒黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４５８

２０６８長石・砂粒橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ４５９

１２２２石英・砂粒橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４６０

１００６石英・砂粒明褐黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４６１

１０３３茶粒浅黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４６２

６７８
砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４６３

６５６

２６３茶粒浅黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４６４

６７６茶粒浅黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４６５

７１２石英・茶粒橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ４６６

６６７茶粒・細砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４６７

備　　　　考遺物
番号胎　　　土

色　　　調調整・文様底径
（�）

口径
（�）部位器種層番号図番

外内外内

磨滅
１７３６

石英明黄褐明黄褐ナデナデ底部坏Ⅲ４３２

��

１０４５

磨滅６３１石英にぶい黄橙灰黄褐ナデナデ底部坏Ⅲ上４３３

糸切底一括石英・長石浅黄橙浅黄橙ナデナデ底部坏Ⅰ４３４

１７７７茶粒・石英にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅱ４３５

２２０３石英橙にぶい黄橙ナデナデ底部坏Ⅲ上４３６

糸切底（剥落）３２８石英・茶粒にぶい橙にぶい橙ナデナデ底部坏Ⅱ４３７

７４０石英・茶粒にぶい黄橙橙ナデナデ底部坏Ⅱ４３８

赤色顔料，内外面にスス，灯明皿に転用か１１７８茶粒浅黄橙橙ナデナデ６．２１２．４底部皿Ⅲ上４３９

��

磨耗１６２０石英・茶粒・角閃石浅黄橙浅黄橙磨耗ナデ底部 Ⅱ４４０

７４９茶粒にぶい黄橙にぶい黄橙磨耗ナデ底部 Ⅲ上４４１

磨耗９９９茶粒・角閃石・石英橙橙ナデナデ底部 Ⅲ上４４２

磨耗１２９２茶粒浅黄橙黄橙ナデナデ底部 Ⅱ４４３

１４８２茶粒にぶい橙にぶい橙磨耗磨耗底部 Ⅲ４４４

１６０１茶粒浅黄橙黄橙ナデナデ底部 Ⅱ４４５

丹，朱が剥離，ススが付着　６５２茶粒・石英浅黄橙橙ナデナデ８底部 Ⅲ上４４６

高台だけ２２３３茶粒橙橙ナデナデ底部 Ⅲ４４７

磨耗　１３０８茶粒橙橙磨耗磨耗底部 Ⅲ４４８

磨耗　６０１茶粒・長石橙黄橙磨耗磨耗底部 Ⅲ上４４９

１５６７茶粒にぶい黄橙にぶい黄橙磨耗磨耗底部 Ⅲ上４５０

スス付着　２３１９茶粒・石英黄褐明黄褐ナデナデ底部 Ⅲ４５１

磨滅　１５６３茶粒・長石橙明褐磨耗磨耗底部 Ⅲ上４５２

磨滅　１０８３茶粒・角閃石橙橙磨耗磨耗底部 Ⅲ上４５３

磨滅が著しい６８７茶粒・軽石浅黄橙浅黄橙磨耗磨耗底部 Ⅲ上４５４

７８３茶粒・石英にぶい黄にぶい黄橙磨耗ナデ底部 Ⅱ４５５



－１２１－

備　　考遺物
番号胎　　　土

色　　　調孔径
（�）

重量
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）器　　種層番号図番

外内

朱か丹が付着１３９２石英・輝石にぶい黄橙０．５２０．９１．８８．０双孔棒状土錘Ⅲ上５３９

��

９０７輝石灰褐０．４９．７１．７４．１双孔棒状土錘Ⅱ５４０

７１８石英・輝石・茶粒橙０．５１５．０１．９４．６双孔棒状土錘Ⅱ上５４１

２８０４石英・輝石・長石橙０．４１０．５１．８４．６双孔棒状土錘Ⅱ５４２

５２９輝石・長石橙０．５６．９１．６４．５双孔棒状土錘Ⅱ５４３

１４５０輝石・角閃石・茶粒にぶい黄橙０．４２７．０２．１７．６双孔棒状土錘Ⅲ５４４

７０８石英・茶粒橙０．３１０．２１．７４．１双孔棒状土錘Ⅱ５４５

７５０石英・軽石・茶粒にぶい黄橙―９．６２．０３．０双孔棒状土錘Ⅲ上５４６

８５３石英・輝石・軽石橙０．４１０．９１．８５．５双孔棒状土錘Ⅲ上５４７

朱か丹が付着３４８石英・輝石橙灰黄褐０．８１７．３２．２５．８管状土錘Ⅱ５４８

朱か丹が付着１７５石英・輝石・軽石明赤褐橙０．４３．６１．１３．４管状土錘Ⅱ５４９

４２４石英・角閃石・茶粒にぶい赤褐灰褐―７．３２．７３．４管状土錘Ⅲ５５０

不明長石黒褐にぶい黄橙１．０１１．４２．２３．２管状土錘Ⅰ５５１

不明石英・輝石・茶粒明赤褐明赤褐０．９２７．４３．３４．５管状土錘不明５５２
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備　　　考遺物
番号胎　　土

色　　　調調整・文様底径
（�）

口径
（�）部位器　種層番号図番

外内外内

８５４石英・砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４６８

��

一括茶粒にぶい橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅰ４６９

６６２茶粒にぶい黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４７０

２４１７軽石・砂粒にぶい橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ４７１

１０００茶粒・石英にぶい橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ上４７２

５８０茶粒・砂粒にぶい橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４７３

７８９茶粒・細砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅲ４７４

９４２軽石・砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ口縁内黒土師器Ⅱ４７５

１０７８茶粒にぶい黄橙黒ナデナデ胴部内黒土師器Ⅱ４７６

６２５石英にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ胴部内黒土師器Ⅲ上４７７

��

１５２１
砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ胴部内黒土師器Ⅲ４７８

２０６９

６４６茶粒浅黄橙黒ナデナデ胴部内黒土師器Ⅲ上４７９

１６３４砂粒橙黒ナデナデ胴部内黒土師器Ⅱ４８０

２３５３茶粒にぶい黄橙黒ナデナデ胴部内黒土師器Ⅲ４８１

５２３茶粒・石英・軽石にぶい黄橙褐灰ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４８２

４１９茶粒・砂粒浅黄橙黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４８３

４３１茶粒・砂粒橙黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４８４

９９４茶粒・砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅲ上４８５

１７１８石英・角閃石にぶい橙黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅲ上４８６

５４９茶粒・砂粒にぶい黄橙黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４８７

１８２８茶粒・石英明黄褐黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４８８

６５８茶粒・角閃石にぶい黄橙黒褐ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４８９

５８６細砂粒にぶい黄橙黒褐ナデナデ底部内黒土師器Ⅱ４９０

１９０７長石・石英明赤褐黒ナデナデ底部内黒土師器Ⅲ４９１



－１２２－

備　　　　　考焼成胎　　土
遺物
番号

色　　　調調整・文様底径
（�）

口径
（�）

部位器種文 様層番号図番
外内外内

龍泉窯外反口縁皿灰白色８１８オリーブ黄オリーブ黄１３．０口縁皿Ⅲ上５５３
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龍泉窯系青磁坏Ⅲ類灰白色１９９８オリーブ灰オリーブ灰口縁坏蓮弁文Ⅱ５５４

龍泉窯　皿１５Ｃ灰色不明オリーブ灰オリーブ灰１３．０口縁皿蓮弁文Ⅰ５５５

龍泉窯　皿１５Ｃ灰白色９８２オリーブ灰オリーブ灰１４．０口縁皿Ⅱ５５６

龍泉窯直行Ｄ縁盤灰白色２６７オリーブ灰オリーブ灰口縁盤Ⅱ５５７

灰色４９０オリーブ灰オリーブ灰口縁盤Ⅱ５５８

灰白色６４９オリーブ灰オリーブ灰口縁碗Ⅱ５５９

黄褐色１２８５オリーブ褐オリーブ褐口縁碗Ⅱ５６０

龍泉窯青磁碗Ⅲ類１３Ｃ中～１４Ｃ前半灰白色１１オリーブ灰オリーブ灰口縁碗Ⅱ５６１

龍泉窯青磁碗Ⅱ類１３Ｃ前半灰白色一括オリーブ黄オリーブ灰口縁碗Ⅰ５６２

龍泉窯青磁碗Ⅰ類１２Ｃ中～後半灰色１８９オリーブ灰オリーブ灰底部碗Ⅱ５６３

白磁碗Ⅷ類１２Ｃ中～後半灰白色一括灰白灰底部碗Ⅰ５６４

龍泉窯青磁Ⅲ類灰白色一括オリーブ灰オリーブ灰７．０底部碗Ⅰ５６５

森田分類白磁Ｄ類１４Ｃ末～１５Ｃ（高台に
抉りが入ってる。貝目跡付き４カ所淡黄色一括灰白灰黄４．６底部碗Ⅰ５６６

淡黄色一括灰白灰白底部碗Ⅰ５６７

白磁灰白色表採明緑灰オリーブ灰底部皿５６８

白磁浅黄色一括灰白灰白底部碗Ⅰ５６９

浅黄色一括灰灰底部皿Ⅱ５７０

白磁皿Ⅸ類口禿げ皿１３Ｃ後半～１４Ｃ前半灰白色一括灰白灰白底部皿Ⅰ５７１

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類黄灰色１９３１オリーブオリーブ底部碗Ⅱ５７２

 州青花にぶい黄橙一括オリーブ灰灰白底部碗Ⅰ５７３

伊万里焼灰白色一括灰白灰白４．５底部碗Ⅰ５７４

良好精製された胎土，
長石，茶粒含む不明黄灰黄灰横ナデ横ナデ口縁鉢Ⅰ５７５

��

精製された胎土，
石英含む１８７７灰灰横ナデ横ナデ口縁鉢Ⅱ５７６

精製された胎土，
長石含む不明灰灰横ナデ横ナデ口縁鉢Ⅰ５７７

良好精製された胎土，
石英含む不明黄灰黄灰横ナデ複数の沈線口縁鉢Ⅰ５７８

良好精製された胎土，
長石含む１０３５黄灰黄灰横ナデ複数の沈線口縁鉢Ⅱ５７９

精製された胎土，
長石，茶粒含む１９１２灰浅黄横ナデ複数の沈線胴鉢Ⅱ５８０

精製された胎土，
長石含む不明黒オリーブ黒横ナデ複数の沈線胴鉢Ⅰ５８１

精製された胎土，
長石含む１８７浅黄橙褐灰横ナデ複数の沈線胴鉢Ⅱ５８２

精製された胎土，
長石含む１６２１橙橙横ナデ複数の沈線胴鉢Ⅱ５８３

精製された胎土，
輝石，茶粒含む６０６オリーブ黒オリーブ黒横ナデ横ナデ胴壺Ⅱ５８４

精製された胎土，
石英含む１２２６オリーブ黒暗灰山形たたき横ナデ・沈線胴甕Ⅱ５８５

精製された胎土，
長石含む不明オリーブ黄にぶい黄褐口縁甕Ⅰ５８６

精製された胎土，
軽石含む一括灰黄褐灰胴部壺Ⅱ５８７

１９Ｃ代灰褐色不明黒褐灰褐蓋Ⅰ５８８

��

１９Ｃ代明赤褐色不明黒褐明赤褐蓋Ⅰ５８９

甕又は壺より転用灰褐色不明黒黒褐―メンコⅠ５９０

甕又は壺より転用褐灰色不明黒黒褐―メンコⅠ５９１

貝目１７Ｃ褐灰色不明黒褐灰黄口縁甕Ⅰ５９２

灰褐色一括黒褐黄褐口縁甕Ⅱ５９３

灰褐色一括褐褐口縁甕Ⅰ５９４

１７Ｃ後半橙色一括にぶい黄灰黄甕Ⅰ５９５

１７Ｃ後半褐灰色一括浅黄にぶい黄甕Ⅰ５９６

褐灰色一括にぶい赤褐褐口縁甕Ⅱ５９７

褐灰色６８４にぶい褐灰赤胴部―Ⅱ５９８

精製された胎土，
茶粒含む１９６８にぶい黄褐暗灰黄底部―Ⅱ５９９

��

精製された胎土，
長石含む一括にぶい黄褐にぶい黄橙底部―Ⅰ６００

灰黄褐色一括暗赤にぶい赤褐口縁ルツボⅡ６０１

褐灰色一括にぶい赤灰赤口縁ルツボⅡ６０２

瓦質土器精製された胎土，
石英・長石含む１９４９オリーブ黒黄灰口縁鉢Ⅱ６０３

寛永通宝――――古銭―６０４

��������	
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－１２３－

市堀遺跡出土須恵器の蛍光Ｘ線分析

大阪大谷大学　　三辻利一

１）はじめに

　九州では須恵器窯跡は福岡県内に圧倒的に多い。次い

で，熊本県，大分県内でも多数の窯跡が発見されている。

これら３県に比べて，佐賀県，宮崎県，鹿児島県では窯

跡数は格段に少ない。宮崎県には福岡県同様，古墳の数

が多いにも関わらず，須恵器窯跡数は格段に少ない。し

かし，須恵器生産では筑紫と日向で何故，これほど大き

な落差があるのかは説明されていない。長崎県に至って

は須恵器窯跡は発見されていない。しかし，いずれの県

でも消費地遺跡からは多数の須恵器が出土しており，何

処から供給された須恵器であるのかという問題は解明さ

れていない。

　今回は鹿児島県内の消費地遺跡から出土した須恵器片

を蛍光Ｘ線分析法で分析し，その生産地を探ることを試

みた。その際，まずは県内の生産地の製品が何処へ供給

されているのか探ることにした。県内の須恵器生産地と

して，岡野窯群と中岳山麓窯群を対照する母集団として

選択した。県外の生産地も考えられるが，今回は対象か

ら除外した。このように，生産地となる母集団を探って

いる状態なので，２群間判別分析法は適用しなかった。

今後，母集団がある程度絞られた段階で判別分析にかけ

ることにした。　

２）分析方法

　土器類の素材は粘土である。粘土や岩石（鉱物の集合

体）はアルミノケイ酸塩といわれ，化学薬品には難溶性

である。そのため，化学的に非破壊分析法が有効である。

しかも，多数の元素を含有しているため，同時多元素分

析法が有効である。そうなると，有効な分析法としては

蛍光Ｘ線分析法と放射化分析法しかない。近年，優れた

性能をもつ完全自動式の装置が開発された蛍光Ｘ線分析

法はとりわけ有効である。そのため，土器類の分析法と

して，蛍光Ｘ線分析法が使用される場合が最も多い。

　蛍光Ｘ線分析装置には波長分散型とエネルギ－分散型

の二種類がある。前者は分析能力に優れ，定量分析には

広く利用されている。後者は持ち運びに便利であり，可

搬型の装置として威力を発揮している。また，不定形の

試料の分析にも有効である。もちろん定形試料の定量分

析も可能である。波長分散型の装置では一定形状の試料

しか分析できないようになっている場合が多い。そのた

めに，試料は一旦，粉砕されたのち，一定形状の測定試

料に加工される。

　蛍光Ｘ線分析の特徴は表面分析であり，試料の重量を

前もって天秤で測っておかなくても定量分析できること

である。しかし，標準試料を含めてすべての測定試料は

同質であり，その形状は一定でなければならないという

条件がつく。比較のための標準試料が必要である。言い

換えれば，相対分析であることが蛍光Ｘ線分析の特徴で

ある。

　このようなことから，土器類の分析でも表面を研磨し

て付着汚物を除去したのち，タングステンカ－バイド製

乳鉢で１００メッシュ以下に一旦粉砕し，粉末試料を塩化

ビニル製リングを枠にして，１０トンの圧力をかけてプレ

スし，内径２０�，厚さ５�の錠剤試料を作成し，蛍光Ｘ

線分析用の試料とした。　

　岩石学の研究では岩石を構成する鉱物に関する情報を

得るため，岩石の化学組成が必要であり，主成分元素を

全て測定する。他方，土器の産地問題の研究では素材粘

土の化学組成はとくに必要としない。必要なのは地域差

である。土器の化学組成を求めても，地域差は求まらな

い。化学組成から土器の地域差を出した研究者もいない。

ただし，岩石学の研究における分析化学のように，土器

の主成分元素を全て測定している研究者はいる。しかし，

その研究者も測定した主成分元素の中から適当に二つの

元素を選択し，２次元分布図を作成して地域差を求めよ

うとしている。

　筆者は土器の地域差を有効に示す元素をどのようにし

て抽出するかを思案した。そのために必要なのが，生産

地が明確に分かっている土器試料を探し出すことであっ

た。窯跡出土須恵器が分析対象となった。須恵器窯跡は

全国各地にあるため，全国各地の須恵器の地域差を共通

に表示する元素を見つけ出すことが必要である。当然，

有効元素は簡単には見つからない。そのために，まず，

有効元素の候補となる元素を探し出すことが必要であっ

た。どのようにして有効元素の候補を見つけ出したか。

　アルミノケイ酸塩の蛍光Ｘ線スペクトルをみると，比

較的大きなピ－クが何本かある。Ａｌ，Ｓｉ，Ｋ，Ｃａ，Ｔｉ，

Ｆｅ，Ｒｂ，Ｓｒ，Ｙ，Ｚｒの１０本のピ－クである。蛍光Ｘ線

スペクトルの特徴は各元素のスペクトル線が原子番号の

順に並んでいることである。そこで，近接して並んでい

る２本のピ－クを取り出して対元素を作ってみた。Ａｌ

／Ｓｉ，Ｋ／Ｃａ，Ｔｉ／Ｆｅ，Ｒｂ／Ｓｒ，Ｙ／Ｚｒの５対である。

このうち，筆者が最初に使ったエネルギ－分散型の装置

では分解能が悪いため，Ａｌのピ－クはＳｉの大きなピ－

クの肩にのって有効に分離せず，ピ－ク面積を正確に測

定することが困難であった。また，Ｔｉ／Ｆｅの比はＦｅの

ピ－クが大き過ぎるため，比の値が小さ過ぎて，地域差

があるかないかを判断することは困難であった。さらに，

ＹとＺｒのＫピ－クにはそれぞれ，ＲｂのＫとＳｒのＫが重

なっており，補正をしない限り，正確にＹとＺｒのピ－ク

面積をもとめることは困難であることが分かった。のこ

るＫ／ＣａとＲｂ／Ｓｒの２対のピ－ク比について，各地の
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窯跡出土須恵器のスペクトルを比較した。その結果，Ｒ

ｂ／Ｓｒにつては地域によってピ－ク比が逆転する場合が

あることが観測された。Ｋ／Ｃａについてはピ－ク比が逆

転することはなかったが，その値は大きく変動した。こ

れらの観測デ－タから，これら２対のピ－クが地域差を

表す可能性があると判断された。そこで，対をはずして，

Ｋ－Ｃａ，Ｒｂ－Ｓｒの２枚の２次元分布図上に各地の窯跡

出土須恵器の分析デ－タをプロットし，地域差を有効に

表すかどうか検討することにした。各地の窯跡出土須恵

器の分析デ－タを集積するには１０年を越える年月が必要

であった。殆ど全地域の窯跡出土須恵器の分析デ－タが

でたところで，帰納法的にこれら２枚の分布図が地域差

を有効にあらわす分布図であることが実証された。では，

何故，Ｋ－Ｃａ，Ｒｂ－Ｓｒの両分布図が有効に地域差を表

すのだろうか？この疑問に応えるため，日本列島の地質

の土台を構成する花崗岩類試料を全国的に集めて分析す

ることにした。この結果，ＫとＣａ，ＲｂとＳｒの間にはそ

れぞれ，逆相関の関係あることが判明した。同時に，主

成分元素Ｋと微量元素Ｒｂの間には正の相関性があるこ

と，同様に，ＣａとＳｒの間にも正の相関性があることも

実証された。花崗岩類を構成する主成分鉱物は石英，長

石類，黒雲母，角閃石などである。とりわけ，長石類は

造岩鉱物の６０％を占めると報告されている。長石類のう

ち，カリ長石にはＫ（Ｒｂ）が，斜長石にはＣａ（Ｓｒ）が，

正長石にはＮａが含有されていることは周知の事実であ

る。そうすると，土器（粘土）中のＫ（Ｒｂ）は母岩のカ

リ長石に，Ｃａ（Ｓｒ）は斜長石に由来することが推察で

きる。したがって，Ｋ（Ｒｂ）に富む母岩の上にある窯

跡出土須恵器には比較的Ｋ（Ｒｂ）が多く，斜長石に富

む母岩上に分布する窯跡から出土する須恵器には比較的

Ｃａ（Ｓｒ）が多いというデ－タは地質学的にも理解され

ることになる。これらの母岩を背景に粘土化は狭い範囲

内で進行したものと推察される。かくして，Ｋ－Ｃａ，Ｒ

ｂ－Ｓｒの両分布図上での地域差は母岩の長石類に由来す

ることがわかった。そして，窯跡出土須恵器にみられる

地域差は地質的なものであることが結論された。

　こうしたデ－タの集積の上に，Ｋ－Ｃａ，Ｒｂ－Ｓｒの両

分布図が窯跡出土須恵器の地域差を有効に表す分布図と

して定着することになった。そして，Ｆｅ，Ｎａについて

も個別に，分析デ－タを集積し，地域差を表示するかど

うか検討することにした。本報告ではＫ－Ｃａ，Ｒｂ－Ｓｒ

の両分布図を使い，鹿児島県内の窯跡出土須恵器の化学

的特徴を表すとともに，消費地遺跡出土須恵器の窯跡へ

の対応も試みた。

　蛍光Ｘ線分析には，理学電機製ＲＩＸ２１００を使用した。

この装置にはＴＡＰ（Ｎａ用），Ｇｅ（Ｋ，Ｃａ用），ＬｉＦ（Ｆｅ，

Ｒｂ，Ｓｒ用）の３枚の分光結晶が使用されており，また，

蛍光Ｘ線強度の測定には，ガスフロ－比例計数管（Ｎａ，

Ｋ，Ｃａ用），シンチレ－ションカウンタ－（Ｆｅ，Ｒｂ，Ｓｒ

用）が使用された。Ｘ線管の使用条件は５０ｋＶ，５０ｍＡで

あった。Ｘ線分析では通常，検量線法で分析値を求める。

日本地質調査所から配布された岩石標準試料を使って検

量線は作成される。この中には当然，ＪＧ－１は含まれ

ている。筆者もこの方法で検量線を作成した。しかし，

土器の産地問題の研究では化学組成そのものを必要とし

ない。地域差を有効に表示する分析値の表示法があれば，

そのほうがよい訳である。筆者はＫ，Ｃａ，および，Ｒｂ，

Ｓｒを同時に定量する上に，最も有効な標準試料としてＪ

Ｇ－１を採用した。そして，ＪＧ－１の各元素の蛍光Ｘ線

強度を使って測定された実試料の蛍光Ｘ線強度を標準化

する方法を考えた。いいかえれば，ＪＧ－１による標準

化法は検量線法の簡易法である。この方法のほうが分析

値を求めるうえに，はるかに便利であり，両分布図を作

成したり，統計計算をする上にも便利である。また，分

析値を％やｐｐｍに換算することも容易であるが，通常，

その必要がないので，ＪＧ－１による標準化値でデ－タ

解析を行っている。　

３）分析結果

　分析値は別表の通りである。（前記報告の表１中に記

載してある）

　別表のデ－タに基ずいて作成した両分布図を図１に示

す。比較対照のために，岡野領域を描いてある。Ｎｏ．

１５０，１５１は全因子で類似しており，同じ生産地の製品と

推定される。しかし，その産地は岡野窯群でもなく，中

岳山麓窯群でもない。鹿児島県外の生産地の製品である

可能性が高い。Ｎｏ．１５２，１５３も全因子で類似している。

同じ生産地の製品である。しかし，その産地は不明であ

る。岡野窯群の製品でもなく，中岳山麓窯群の製品でも

ない。Ｎｏ．１５４も産地不明である。しかし，その産地は

Ｎｏ．１５０，１５１の須恵器とも，Ｎｏ．１５２，１５３の須恵器の産

地とも異なる。したがって，今回はわずか５点しか分析

してないが，３か所の産地の製品が混ざっていることが

判明した。いずれも県外の生産地の製品である可能性を

もつ。

��������	
�������

ＮａＳｒＲｂＦｅＣａＫ遺物名分析番号遺物№（レイアウト№）

０．２６２０．３６５０．５５３１．５６０．０９２０．４８２古代須恵器１８－５１４１５０（２５４）

０．２５４０．３４６０．５６７１．５６０．０９１０．４７８古代須恵器１８－５１５１５１（２５６）

０．１９９０．５６０．６１８１．５７０．１８２０．４４９古代須恵器１８－５１６１５２（２５８）

０．１５９０．４７５０．５７８２．０８０．１４０．４２２古代須恵器１８－５１７１５３（２６７）

０．２９３０．５４５０．４３２．３７０．３２８０．３６３古代須恵器１８－５１８１５４（２７５）

※数値はＪＧ－１になる標準値
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市堀遺跡出土土器片付着物質の材質について

鹿児島県市堀遺跡出土の土器付着物について蛍光Ｘ線元素分析装置（ＥＤＸ）を用いた材質調査を

行った。分析装置は，鹿児島県立埋蔵文化財センター所有の機器（堀場製作所ＸＧＴ－１０００）を使

用し，測定は森雄二（鹿児島県立埋蔵文化財センター）が行った。

　分析資料は，近世該当のⅡ層より出土した土器片２点（写真１，２）で，その形状からるつぼの

破片であることが予想される。また，付着物が土器片の表面一部を覆っている状況が確認できる。

そこで，付着物並びに付着物のない土器片表面（写真１）に対して多元素測定（測定条件：Ｘ線管

電圧１５／５０ｋＶ，電流自動，パルス処理時間Ｐ３，プリセット時間２００秒，Ｘ線照射径１００μｍ）を試

みた。

　測定は非破壊で行ったため，表面に付着した土などの成分と思われるＡｌ（アルミニウム），Ｓｉ

（ケイ素）なども検出しているが，付着物においてＣａ（カルシウム），Ｆｅ（鉄），Ｃｕ（銅），Ｚｎ

（亜鉛），Ｓｎ（錫），Ｐｂ（鉛）などの金属元素を検出した（第１～３図）。比較のために付着物の

ない土器片表面において測定を試みた結果，金属元素を検出したが，強度［ｃｐｓ／ｍＡ］は低い

（第４図）。これらのことから，複数の金属元素で構成される付着物が土器片の内外面にわたって

覆っていることを確認できた。したがって，この土器片は，金属を融解するなど人為的な作業に用

いた土器の一部であることが推測され，その形状などと合わせて勘案するとるつぼの一部である可

能性が高い。

写真１　遺物番号Ａ（１：付着物，２：付着

物のない土器片表面）

写真２　遺物番号Ｂ
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第１図　スペクトル図（遺物番号Ａ外面赤色付着物）

第４図　スペクトル図（遺物番号Ａ外面付着物のない土器片表面）

第２図　スペクトル図（遺物番号Ｂ外面赤色付着物）

第３図　スペクトル図（遺物番号Ｂ内面赤色付着物）
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　市堀遺跡は，いちき串木野市湊町字市堀に所在し，標高４７ｍの丘陵地端部に位置し，平成１３年度

に確認調査，平成１４年度に本調査を実施し，調査面積は３，０４０�であった。

　調査の結果，縄文時代早期，弥生時代，古墳時代，古代をはじめ，中世から近世までの遺構や遺

物などがみられた。以下，調査の概略を外観してみたい。

１　縄文時代

　縄文時代の調査では，縄文時代早期や晩期の遺物を中心に，早期の集石遺構が１基，後期に想定

される落し穴状土坑１基が検出された。

　早期の集石は安山岩を主体とした５７個の礫から成るものである。火熱を受けているために破砕礫

が多くみられる。堀り込みなどはなく，ほぼ同一レベルで検出され，用途は石蒸し炉が考えられる。

集石内には縄文時代早期の貝殻文系の土器片がみられた。

　落し穴状遺構は楕円形を呈し，検出面からは１４５�を測る。Ⅲ層に堀り込み面が想定され，逆茂

木痕などは検出されなかった。この遺構は帰属時期が困難で，調査時では埋土状況や形状などから

後期の時期が想定されていた。

　縄文時代の遺物は，早期や晩期の土器をはじめ石器などの出土があった。

　出土した土器は小破片が多く，早期前半の貝殻条痕文を主体とした前平式土器の円筒土器，角筒

土器，レモン形土器などの破片がみられた。

　本遺跡の円筒土器の口縁部外面には，縦位に貝殻刺突文や斜位に貝殻刺突文を施している。胴部

破片は，貝殻条痕文のあと貝殻刺突文や沈線文などを施しているもの，斜位に貝殻条痕文のあと，

縦位で列状に貝殻刺突文を施すものなどがある。一方，角筒土器は，胴部に貝殻条痕文のあと波状

沈線文や直線状の沈線文・連点文を施すものがみられる。

　円筒土器や角筒土器のほか，円筒形に角筒形の文様構成である二重施文が施される志風頭タイプ

と考えられる円筒土器の破片も出土している。

　縄文早期の前平式土器は，鹿児島市前平遺跡出土を指標とするもので，河口貞徳によって提唱さ

れた。円筒形や角筒形，口縁部の上面観がレモン形を呈する３種類の器形がある。

　本遺跡の資料では全体の形状を知り得るものは出土していないが，出土した部位の調整痕の特徴

などから型式を判断した。

　本県の前平式土器が出土した遺跡は，約１００か所に近い遺跡が周知され，本誌の第Ⅲ章第２節歴

史的環境で紹介した本市湊町に所在する鍋ケ城跡から出土している。

　志風頭タイプが出土している遺跡は，南さつまし市の志風頭遺跡・宇治野原遺跡をはじめ知覧町

の永野遺跡，姶良町の建昌城跡などの遺跡が知られている。

　縄文時代晩期は，胴部を中心とした土器破片が多く，深鉢形土器や浅鉢形土器などがある。深鉢

形土器は外面に沈線や条痕をもつ粗製土器の口縁部・胴部・底部破片など特徴のあるものを掲載し

た。浅鉢形土器は，ミガキ調整で仕上げられている精製土器の口縁部や底部破片などがある。出土

した晩期の土器には黒川式土器や入佐式土器段階のものが多かった。

　一方，石器は器種から帰属時期を縄文時代として取り扱った。石器には，磨製石斧をはじめ石錘，
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磨石，敲石，石皿など，遺構埋土中のものを含めて４１点が出土した。そのほとんどが破損品で，本

遺跡の特徴のひとつに石鏃の出土がなかったことがあげられる。

　石器は，頁岩，蛇紋岩，粘板岩などをはじめ多種の素材を用い，小型の磨石や敲石（ハンマース

トーン）には砂岩を，大型の石皿や凹石には安山岩を多く利用している。

２　弥生時代

　弥生時代の調査では，遺構は検出されなかったが，ほとんどの遺物はＣ地点から出土している。

弥生土器は，中期後半から終末に位置づけられている黒髪式土器，後期後半から終末にかけての中

津野式土器などがみられ，出土量は多くはない。黒髪式土器は一固体分が一括して出土した。

　黒髪式土器は，熊本県での弥生時代中期後半期の土器形式で，熊本市黒髪の済々黌高等学校敷地

で発見され，甕に付けられた名称とされている。この黒髪式土器は，中期で中九州を代表する土器

で，はじめは後期の土器とされていたが，北九州の須玖Ⅱ式土器に併行する土器とされている。こ

の土器は福岡県南部から鹿児島県北部まで出土分布が確認され，最近では川辺町の堂園Ａ遺跡など

から出土している。

　弥生時代後期後半から終末期ごろの中津野式土器も少量が出土した。

３　古墳時代以降

　①　遺構

　本遺跡の遺構は，縄文時代の集石や落し穴状土坑のほか，柱穴，土坑，溝状遺構などが検出され

た。遺構には，古墳時代から古代の資料が中心で，成川式土器の甕・壺，古代土師器の甕・壺・

坏・ ，内黒土師器，須恵器，土錘などと，少量の縄文土器や石器が出土した。

　遺構のうち，柱穴群は掘立柱建物跡についての復元を試みたが復元はできなかった。

　土坑は１５基，溝状遺構１条が検出された。

　土坑や溝状遺構は，平面形や埋土状況をみると，掘り込み面が明瞭でなく，床面が不安定で凹凸

面や人工的な掘込みのある土坑に樹痕が絡んだ形態が大半であった。

　特定の土坑から出土遺物があったが，土坑の性格づけは不可能であった。

　須恵器ピットとして調査した遺構は，不定形の楕円形を呈した柱穴状の土坑である。埋土内には

県外生産地の可能性をもつ須恵甕などが埋土上位と中位からまとまって出土した。

　この土坑は，床面がほぼ平らで硬化面を認め，掘立柱建物の柱のようなものが抜かれた後に土と

一緒に須恵器を意識して廃棄したのか，複数個体がみられたが復元できるものはないことから埋納

などの祭祀的な儀礼は考えにくいとの指摘もあり，今後の資料の増加をまちたい。

　②　古墳時代の遺物

　出土遺物は，Ｂ地点やＣ地点に成川式土器が認められ，その多くはＣ地点から出土した。出土遺

物は，古墳時代初頭の東原式土器をはじめ，成川式土器の甕・壺・高坏などが出土した。

　成川式土器は甕や壺を中心に，口縁部，頸部，底部など特徴的な部位を取り扱ったが，細片で不

鮮明な調整痕をもつ資料が多かった。

　出土遺物は，器種・タイプ別などの分類も試みたが，口縁部の傾きや口縁部内側の稜線の有無，

底部の状況などの特定部位の状況把握のみにとどまった。一方，壺では口縁部の出土はなく，突帯

の部位状況や，底部破片があった。肩部や底部付近は類似した破片が多く出土した。
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　③　古代の遺物

　古代の遺物は，土師器，内黒土師器，須恵器，土錘などが出土している。

　土師器は，甕・坏・ ・皿・内黒土師器などの器種があった。これらの遺物は９世紀後半から終

末にかけての時期が考えられる資料である。

　本遺跡の土師器は甕が多く出土している。口縁部から底部までの完形品は皆無で，底部付近まで

の復元が可能であったものは３個体であった。口縁部の形態は，「く」の字状に外反し，口唇部で

平坦面を作り出すようにもう一度外反するもの，口縁部の短いもの，口縁部が僅かに外反するもの

などがある。

　口縁部から下位までの資料は，胴部が丸みを帯びながらのびて口縁部の下で内湾するもの，胴部

が上部では直線的に上にのびて口縁部の下で内湾するもの，胴部がわずかに開きながらのびて口縁

部で外反するもの，胴部が開きながらのびて口縁部で外反するものなどがみられた。

　一方，壺は底部付近の資料がほとんどで，他の部位は大半が細片であった。

　坏・ は口縁部片や底部破片が多く出土した。

　器形は，底部から体部が直線的立ち上がるものが考えられるが，形態の分類はできなかった。調

整は鮮明さを欠くが，内外面に回転ナデの調整痕を残しているものもあり，口縁部内面に煤の付着

を認め，二次的な使用として燈明皿への転用が考えられる資料もあった。

　 ・皿は，底部破片が主で高台付を とした。しかし，中には高台付の皿で唯一の完形品が出土

している。他の資料は の底部で，底部の完形や底部径が復元できたものは，底径が６．４�から８．２

�までの範疇であった。

　内黒土師器は口縁部破片がほとんどであった。口縁部や底部を欠損した体部破片，底部破片など

特徴を示す破片を取り上げた。

　口縁部の復元口径は，１１．８�から１９．０�を測り，底部の復元底径は，６．９�から８．２�の範疇で

あった。底部の資料には，高台や体部の一部に煤の付着を認めた。坏と同じように燈明皿への転用

が考えられる。

　須恵器には，壺や甕など大小破片がみられた。特に，遺構内出土の須恵器は，県外生産地の可能

性を示す分析結果が提示された。

　本遺跡出土の須恵器は，隣接している薩摩川内市の大島遺跡の甕で，櫛描波状文をもつ資料と酷

似している。

　土錘は，１５点が出土し，１点以外はすべて欠損品である。

　棒状粘土の両端に穿孔を持つ双孔棒状土錘と円筒状を呈する長軸方向に孔を穿った管状土錘が出

土した。本遺跡の土錘は，個体数が少なく破損したものがほとんどで特長は少ないが，当時の生業

を知る手がかりとしたい。

４　中世以降の遺物

　中世の調査は，土師器坏・青磁の皿・坏・碗・盤をはじめ，白磁の碗，皿，染付碗，陶器のこね

鉢，摺鉢，須恵器の壺，甕，常滑焼，備前焼，薩摩焼などの瓶・甕・メンコ，るつぼ，古銭などが

出土した。

　土師器の坏は，いずれも糸切り底の底部破片である。
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　本遺跡出土の青磁の碗・皿・盤などは龍泉窯のものが多くみられた。この龍泉窯の青磁は，日置

市（旧東市来町）の前畑遺跡や古城遺跡をはじめ，薩摩川内市の薩摩国分寺跡，成岡遺跡，西ノ平

遺跡，麦之浦遺跡，大園遺跡などで出土している。

　出土した青磁碗はⅠ類～Ⅲ類まで出土し，時期はⅠ類が１２世紀中～後半，Ⅱ類が１３世紀前半で，

Ⅲ類は１３世紀中～１４世紀前半でのものである。青磁皿は，１５世紀該当である。

　一方，白磁碗は，Ⅷ類で１２世紀中～後半で，白磁口禿皿は，Ⅸ類で１３世紀後半～１４世紀前半で，

白磁Ｄ類（森田分類）は，１４世紀～１５世紀にかけてのものである。

　染付は 州窯碗の青花で，陶器類は，こね鉢の口縁部，常滑焼甕の口縁部や備前焼壺の肩部など

の破片である。この他に，摺鉢の口縁部，胴部付近，底部付近などが断片的にみられた。

　須恵器は，壺の肩部や甕の胴部の破片で，ともに外面は山形のタタキ目である。

　近世陶磁器は，薩摩焼が少量出土し，１９世紀代の土瓶の蓋で，メンコは薩摩焼の破片を利用した

ものである。ほかに甕の口縁部上面には貝目の痕跡が確認できる破片がみられた。

　その他の遺物には，るつぼ，古銭，瓦質土器など少量が出土した。

　るつぼは，口縁部から胴部までの破片である。表面の一部に付着物が確認でき，付着物質の材質

の分析を実施した。

　その結果は，第Ⅵ章に所収した。付着物としては鉄・銅・亜鉛・錫・鉛などの金属元素が検出さ

れ，金属を融解するなど人為的な作業が行なわれた容器の一部であることが推測された。

　古銭は寛永通宝で，他は瓦質土器の鉢の口縁部破片である。

　最後に，報告書の整理作業を概観すれば，本遺跡は利用価値の高い丘陵地の先端部に所在してい

るためか後世の人びとの活動の場としての営みにより，本来の遺跡の姿を映し出していないように

感じた。本遺跡の出土遺物について紹介したが，遺物の形態や器種による層位的な共伴関係や，

セット関係を把握することは不可能な状況で対応した。今後の課題としたい。

　参考文献　　　

　南九州縄文研究会　　　　南九州貝殻文系土器　１　　　～鹿児島県～ ２００２・２

　鹿児島県立埋蔵文化財センター　大島遺跡　　　　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（８０） ２００５・３

　大阪大谷大学　　　　　　市堀遺跡出土須恵器の蛍光Ｘ線分析　三辻利一 ２００６・１２
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あ　と　が　き

　筆を修めるにあたり，世間では「団塊の世代」の言葉を頻繁に聞くようになり，時の流

れをひしひしと感じるようになった。時間が経つにつれ，いろいろな世界への誘いがある

ようだ。

　本県の埋蔵文化財行政は，本格的に「産声」をあげてから，かなり時間を経たような感

じがする。しかし，この「時」は古代のひとびとの足跡に比べれば，わずかな時に過ぎな

い。

　未だに全国の同胞たちは掘り続けている。日本列島のトレンチは，いつ終焉を迎えるの

か。残してほしいと望む人々の足音を聞きながら，この手仕事はしばらく続きそうだ。

　コンビの解消に当たり，市堀の若衆はこの一冊が門出だ。団塊の者は，それぞれの誘い

へと歩こうとしている。

　この間，遺跡の求めに答えを出し得なかったが，この答えを求めて引き継いでほしい。

　現在，既に高速道路が開通し，快適なライフラインに古代の人々が年代を重ねた地が，

まさに変貌したことには変わりはない。

　この地の変化を，当時の人々が想定したであろうか。この地のことを「まとめる」にあ

たり，このわずかな旅では伝えることはできなかった。このことは，あまりにも後生の

人々のいたずらが大きかった。

　最後に，南九州西回り自動車道建設に伴う発掘調査ならびに報告書作成にかかわった，

全ての方々に感謝を申し上げたい。
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